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巳

一　

は
じ
め
に

�　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
過
去
と
現
在

　

一　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
規
定
の
史
的
展
開

　

�　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
現
行
規
定

�　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
要
件

　

一　

保
護
法
益
と
罪
質

　

�　

詐
取
す
る
計
画

　

�　

欺
く
意
図

　

�　

郵
便
ま
た
は
通
信
の
使
用

　

�　

金
銭
ま
た
は
財
産
の
奪
取

�　
﹁
無
形
の
権
利
﹂
の
保
護
を
め
ぐ
る
判
例
と
立
法
の
攻
防

一
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一　

無
形
の
権
利
の
法
理
と
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決

　

�　

無
体
財
産
の
保
護

　

�　
﹁
財
産
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
﹂
を
奪
取
し
た
ケ
ー
ス
へ
の
適
用

　

�　

一
�
�
六
条
の
制
定
と
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
は
く
奪

�　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
量
刑

　

一　

法
定
刑
と
刑
の
加
重
・
付
加

　

�　

犯
罪
の
個
数

　

�　

量
刑
手
続

六　

む
す
び

一　

は
じ
め
に

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
法
で
は
、
詐
欺
な
ど
の
手
段
と
し
て
、
郵
便
や
有
線
・
無
線
通
信
を
用
い
る
こ
と
を
、
詐
欺
そ
の
も
の
と
は
別

個
の
犯
罪
と
し
て
定
め
て
い
る
。
郵
便
詐
欺
罪
（m

ail fraud

）
と
通
信
詐
欺
罪
（w

ire fraud

）
で
あ
る
。
一
�
世
紀
後
半
（
郵
便
詐
欺
罪
）

と
�
〇
世
紀
半
ば
（
通
信
詐
欺
罪
）
に
別
々
に
制
定
さ
れ
た
両
罪
は
、
立
証
が
比
較
的
容
易
で
、
適
用
範
囲
が
広
く
、
効
果
も
大
き
い
と
い

っ
た
特
徴
ゆ
え
に
、
今
日
で
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
犯
罪
対
策
に
お
い
て
、
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
と
並
び）

1
（

、
最
も
頻
繁
に
適

用
さ
れ
て
い
る
犯
罪
で
あ
り）

2
（

、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
犯
罪
と
戦
う
検
察
か
ら
、﹁
真
に
愛
す
る
我
々
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
で
あ
り
、
我
々

の
コ
ル
ト
45
で
あ
り
、
我
々
の
ル
イ
ス
ビ
ル
・
ス
ラ
ッ
ガ
ー
（
金
属
バ
ッ
ド
の
ブ
ラ
ン
ド
）
で
あ
り
、
我
々
の
ク
イ
ジ
ナ
ー
ト
（
調
理
器
具

フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
人
気
メ
ー
カ
ー）

3
（

）
で
あ
る
﹂
な
ど
と
表
さ
れ
、﹁
連
邦
検
察
の
兵
器
工
場
に
お
い
て
、
最
も
普
及
し
て
い
て
、
殺

傷
能
力
の
高
い
武
器）

4
（

﹂、
あ
る
い
は
﹁
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
武
器）

5
（

﹂
で
あ
る
な
ど
と
も
評
さ
れ
て
き
た
。﹁
迷
っ
た
ら
、
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
を
﹂

二
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が
、
検
察
官
の
間
で
知
れ
渡
っ
た
格
言
で
あ
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る）

6
（

。

　

他
方
、
こ
う
し
た
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
あ
り
様
に
対
し
て
は
、﹁
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
は
、
長
く
検
察
に
、
本
質
的
に

実
り
の
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
捜
査
に
お
い
て
、
小
さ
な
、
し
か
し
、
怪
し
げ
な
勝
利
を
も
ぎ
取
る
手
段
を
提
供
し
て
き
た）

7
（

﹂
な
ど
と
、

濫
用
に
つ
な
が
る
危
険
性
へ
の
警
鐘
も
鳴
ら
さ
れ
て
き
た
。
判
例
も
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
法
定
刑
の
上
限
が
、
�
〇
年
の
拘
禁
刑
（
一
定

の
場
合
に
は
�
〇
年
に
加
重
）
と
い
う
重
罪
で
あ
る
両
罪
の
濫
用
を
防
ぐ
た
め
、適
用
範
囲
を
制
限
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
重
ね
て
き
た
。

　

従
来
の
日
本
で
は
、
経
済
犯
罪
へ
の
刑
事
法
上
の
対
応
を
検
討
す
る
際
、
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
動
向
が
比
較
法
的
考
察
の
対
象

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
う
し
た
考
察
の
多
く
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
ー
リ
ン
グ
な
ど
特
定
の
犯
罪

類
型
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、類
似
す
る
犯
罪
類
型
が
な
い
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
へ
の
関
心
は
高
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

同
国
の
経
済
犯
罪
対
策
の
正
し
い
理
解
に
は
、
特
定
の
犯
罪
類
型
の
考
察
と
並
ん
で
、
全
体
像
に
つ
い
て
も
目
配
せ
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
検
討
を
抜
き
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
経
済
刑
法

の
全
体
像
を
語
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
経
済
犯
罪
の
中
で
も
比
較
的
日
本
で
注
目
度
が
高
い
犯
罪
に
つ
い

て
個
別
に
考
察
を
す
す
め
る
際
も
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
の
成
否
が
問
題
に
な
っ
た
重
要
な
判
例
に
お
い
て
、
同
時
に
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺

罪
の
成
否
も
争
わ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
判
例
の
正
確
な
把
握
に
と
っ
て
も
、
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
理
解
は
欠
か

せ
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
ち
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
レ
ベ
ル
で
定
め
ら
れ
て
い
る
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪

に
つ
い
て
多
面
的
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
両
罪
の
制
定
か
ら
今
日
ま
で
の
立
法
の
変
遷
を
跡
づ
け
る
と

と
も
に
、
成
立
要
件
に
つ
い
て
、
判
例
の
動
向
を
中
心
に
確
認
す
る
。
と
り
わ
け
、
両
罪
の
成
立
要
件
と
し
て
の
詐
欺
行
為
な
ど
の
客
体
に

﹁
無
形
の
権
利
﹂
を
含
む
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
判
例
・
立
法
を
巻
き
込
ん
で
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
こ

三
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と
か
ら
、
特
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
い
。
さ
ら
に
、
両
罪
の
効
果
を
一
層
高
め
て
い
る
量
刑
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
。
こ
れ
ら

の
考
察
を
通
じ
て
、
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
実
像
に
迫
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
経
済
犯
罪
対
策
に
お
け
る
両
罪
の
意
義
を
見
定
め

た
い）

8
（

。

�　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
過
去
と
現
在

一　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
規
定
の
史
的
展
開

　

⑴　

一
�
�
�
年
郵
便
法　
　

郵
便
詐
欺
罪
の
起
源
は
、
一
�
�
�
年
に
制
定
さ
れ
た
郵
便
法
に
遡
る）

9
（

。
南
北
戦
争
終
結
後
、
急
速
な
経

済
成
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
同
時
に
、
州
を
ま
た
ぐ
よ
う
な
詐
欺
や
不
正
行
為
も
顕
在
化
し
始
め
た
。
と
り
わ
け
、

当
時
整
備
が
一
気
に
進
ん
だ
郵
便
配
達
網
を
利
用
し
た
詐
欺
の
横
行
は
深
刻
な
問
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
事
態

に
対
応
す
べ
く
、
要
請
の
強
ま
っ
た
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
法
規
制
の
一
環
と
し
て
、
郵
便
詐
欺
罪
を
定
め
た
郵
便
法
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
法
�
〇
一
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
お
か
れ
て
い
た）
₁₀
（

。

　

詐
取
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
を
企
て
、
ま
た
は
、
企
て
る
意
図
を
有
し
、
ま
た
は
、
合
衆
国
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
郵
便
局
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
詐
取
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
を
企
て
、
ま
た
は
企
て
る
意
図
を
有
す
る
者
と
書
信
を
開
始
す
る
よ
う
に
そ
そ
の
か
す
こ
と

に
よ
っ
て
、（
合
衆
国
内
に
在
住
か
、
国
外
に
在
住
か
に
か
か
わ
ら
ず
）
他
の
者
と
商
業
書
信
ま
た
は
書
信
を
開
始
し
、
ま
た
は
開
始
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
計
画
ま
た
は
計
略
を
達
成
す
る
意
図
を
有
す
る
者
が
、
計
画
ま
た
は
計
略
を
実
行
中
ま
た
は
実
行
す
る
た
め
に
（
も
し
く
は
実
行
す
る

こ
と
を
試
み
て
）、
手
紙
ま
た
は
小
包
を
合
衆
国
の
郵
便
局
に
持
ち
込
み
、
ま
た
は
合
衆
国
の
郵
便
局
か
ら
受
け
取
り
、
そ
う
し
た
郵
便
局
の
基

四
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盤
を
悪
用
し
た
と
き
は
、
軽
罪
で
有
罪
と
し
、
満
一
�
个
月
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
と
一
緒
に
、
ま
た
は
別
に
、
�
〇
〇
ド
ル
以
下
の
罰
金
に
処
す

も
の
と
す
る
。

　

こ
の
規
定
に
は
、
そ
の
後
、
何
度
か
の
改
正
が
施
さ
れ
た
も
の
の
、
基
本
的
な
構
造
は
、
現
在
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
今
日
で
は
、
現

行
規
定
の
中
で
最
も
古
い
制
定
法
上
の
犯
罪
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る）
₁₁
（

。
こ
の
規
定
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、﹁
世
慣
れ
た
ず
る
が
し
こ

い
都
会
人
ら
（city slickers

）
が
、
罪
の
な
い
世
間
知
ら
ず
の
田
舎
暮
ら
し
の
人
々
を
騙
す
の
に
、
郵
便
を
使
う
の
を
阻
止
す
る
こ
と
﹂

に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る）
₁₂
（

。
し
か
し
、
こ
の
規
定
が
取
締
り
の
対
象
と
す
る
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、

立
法
時
に
詳
細
な
議
論
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
判
例
上
、
立
法
当
初
よ
り
、
規
制
対
象
の
内
容
を
、
厳
格
な
文
言
解
釈
に
よ
っ
て
郵
便

が
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
に
と
っ
て
不
可
欠
な
場
合
に
限
定
す
る
の
か）
₁₃
（

、
そ
れ
と
も
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
実
行
に
何
ら
か
の
形
で
郵
便
を
使

用
し
た
場
合
に
も
拡
張
す
る
の
か）
₁₄
（

で
見
解
が
分
か
れ
た）
₁₅
（

。

　

⑵　

一
�
�
�
年
の
改
正　
　

そ
う
し
た
中
で
、
連
邦
議
会
は
、
郵
便
詐
欺
の
規
定
を
大
幅
に
改
め
る
改
正
を
行
っ
た）
₁₆
（

。
改
正
後
の
規
定

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

詐
取
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
、
ま
た
は
、
合
衆
国
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
郵
便
局
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
詐
取
す
る
計
画
ま
た

は
計
略
を
企
て
る
意
図
を
有
す
る
者
と
書
信
を
開
始
す
る
よ
う
に
そ
そ
の
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
衆
国
内
に
在
住
か
、
国
外
に
在
住
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
他
の
者
と
商
業
書
信
ま
た
は
書
信
を
開
始
し
、
ま
た
は
開
始
す
る
意
図
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
詐
取
し
、
不
法
な
使
用
の
た
め
の
偽
造

コ
イ
ン
も
し
く
は
偽
コ
イ
ン
ま
た
は
銀
行
券
、
紙
幣
ま
た
は
合
衆
国
の
、
ま
た
は
州
、
準
州
、
市
、
会
社
、
法
人
ま
た
は
人
の
債
務
証
書
ま
た
は

証
券
、
ま
た
は
偽
造
商
品
ま
た
は
偽
商
品
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
は
告
知
ま
た
は
約
束
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
販
売
し
、
処
分
し
、
貸
し

五
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付
け
、
両
替
し
、
改
造
し
、
贈
与
も
し
く
は
分
配
し
、
提
供
も
し
く
は
供
給
し
、
ま
た
は
調
達
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
、
ま
た
は
、
通
信
を
通
じ
て
、

も
し
く
は
通
信
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
一
般
に
、﹁
ソ
ウ
ダ
ス
ト
詐
欺
（saw
dust sw

indle

）﹂
も
し
く
は
﹁
偽
造
通
貨
詐
欺
（counterfeit 

m
oney defraud

）﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
通
常
、﹁
グ
リ
ー
ン
・
ア
ー
テ
ィ
ク
ル
ズ
（green articles

）﹂、﹁
グ
リ
ー
ン
・
コ

イ
ン
（green coin

）﹂、﹁
ビ
ル
ズ（bills

）﹂、﹁
ペ
ー
パ
ー
・
グ
ッ
ズ
（paper goods

）﹂、﹁
財
務
省
発
行
長
期
債
券
偽
造
（spurious T

reasury 

notes

）﹂、﹁
合
衆
国
グ
ッ
ズ
（U

nited States goods

）﹂、﹁
グ
リ
ー
ン
・
シ
ガ
ー
ズ
（green cigars

）﹂
ま
た
は
そ
う
し
た
偽
造
ま
た
は
模
造
品

と
関
連
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
た
、
そ
の
他
の
名
称
ま
た
は
語
句
で
呼
ば
れ
る
取
引
ま
た
は
取
引
の
偽
装
に
よ
っ
て
、
金
銭

を
取
得
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
を
企
て
、
ま
た
は
企
て
る
意
図
を
有
し
て
、
計
画
ま
た
は
計
略
を
実
行
中
ま
た
は
実
行
す
る
た
め
に
、
ま
た
は
実

行
す
る
こ
と
を
試
み
て
、
手
紙
、
小
包
、
文
書
、
回
状
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
広
告
を
合
衆
国
の
郵
便
局
、
郵
便
局
の
支
局
、
路
上
ま
た
は
ホ

テ
ル
の
郵
便
箱
に
持
ち
込
み
、
ま
た
は
持
ち
込
ま
せ
、
ま
た
は
合
衆
国
の
郵
便
局
か
ら
受
け
取
り
、
そ
う
し
た
郵
便
局
の
基
盤
を
悪
用
し
た
者
は
、

軽
罪
で
有
罪
と
し
、
満
一
�
个
月
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
と
一
緒
に
、
ま
た
は
別
に
、
�
〇
〇
ド
ル
以
下
の
罰
金
に
処
す
も
の
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
�
�
�
年
の
法
改
正
で
は
、
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た
詐
欺
の
手
法
を
具
体
的
に
列
挙
す
る
こ
と
で
、﹁
詐
取
す
る
計
画
ま

た
は
計
略
﹂
の
成
立
範
囲
の
明
確
化
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
改
正
も
、
裁
判
所
の
混
乱
を
解
消
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

新
し
い
規
定
に
示
さ
れ
た
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
具
体
例
が
限
定
列
挙
な
の
か）
₁₇
（

、
単
な
る
例
示
に
過
ぎ
な
い
の
か）
₁₈
（

、
こ
こ
で
も
下
級
審
の
判

断
は
分
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

⑶　

ダ
ー
ラ
ン
ド
・
ケ
ー
ス
判
決
と
一
�
〇
�
年
の
法
改
正　
　

こ
う
し
た
判
例
の
混
乱
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
が
、
一
�
�
六
年
の
ダ

ー
ラ
ン
ド
・
ケ
ー
ス
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決）
₁₉
（

で
あ
っ
た
。
本
件
で
は
、
弁
済
の
意
思
が
全
く
な
い
債
券
の
販
売
に
郵
便
を
利
用
し
た
と
し

て
、
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
が
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
第
�
巡

六
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）
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回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
、
こ
の
判
断
を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
が
﹁
詐
欺
に
よ
る
財
産
の
獲
得
﹂
と
い
う
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
詐

欺
罪
は
、
行
為
者
が
過
去
ま
た
は
現
在
の
事
実
に
つ
い
て
誤
っ
た
内
容
を
伝
え
た
と
き
に
だ
け
適
用
さ
れ
て
き
た
の
で
、
将
来
の
支
払
い
意

図
に
つ
い
て
嘘
を
つ
い
た
本
件
は
、
詐
欺
に
な
ら
い
と
主
張
し
、
上
告
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
�
〇
一
条
の
郵
便

詐
欺
罪
に
お
け
る
﹁
詐
欺
﹂
の
意
義
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
詐
欺
行
為
の
定
義
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
、
コ
モ
ン
・

ロ
ー
上
の
詐
欺
よ
り
も
広
い
範
囲
に
及
ぶ
と
い
う
判
断
を
下
し
た
。
最
高
裁
は
、
同
条
の
規
定
に
は
、﹁
過
去
も
し
く
は
現
在
に
関
す
る
陳

述
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
将
来
に
関
す
る
示
唆
お
よ
び
約
束
に
よ
っ
て
欺
く
た
め
に
目
論
ま
れ
た
全
て
が
含
ま
れ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
意
図

や
目
的
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る）
₂₀
（

﹂
と
判
示
し
た
。
本
件
で
は
、
そ
う
し
た
意
図
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
有
罪
判
決
が
支
持
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
�
〇
�
年
に
は
、
ダ
ー
ラ
ン
ド
・
ケ
ー
ス
判
決
に
沿
う
形
で
、
文
言
の
改
正
が
実
施
さ
れ
た）
₂₁
（

。
具
体
的
な
規
定
内
容
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　

虚
偽
ま
た
は
詐
欺
の
申
告
、
表
示
、
約
束
に
よ
っ
て
金
銭
ま
た
財
産
を
騙
取
し
、
ま
た
は
取
得
す
る
た
め
、
詐
取
す
る
計
画
も
し
く
は
計
略
を

企
て
、
ま
た
は
企
て
る
意
図
を
有
し
、
当
該
計
画
や
計
略
を
実
行
し
、
ま
た
は
実
行
を
試
み
る
目
的
で
、
合
衆
国
内
ま
た
は
合
衆
国
外
の
い
ず
れ

に
居
住
す
る
者
宛
て
で
あ
っ
て
も
、
合
衆
国
の
郵
便
制
度
に
よ
っ
て
配
送
ま
た
は
配
達
さ
れ
る
よ
う
、
手
紙
、
ハ
ガ
キ
、
小
包
、
文
書
、
回
状
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
広
告
を
合
衆
国
の
郵
便
局
ま
た
は
郵
便
支
局
、
路
上
ま
た
は
そ
の
他
の
郵
便
箱
ま
た
は
委
任
さ
れ
た
郵
便
物
の
預
か
り
所

に
持
ち
込
み
、
ま
た
は
持
ち
込
ま
せ
、
ま
た
は
、
合
衆
国
内
ま
た
は
国
外
の
い
ず
れ
に
郵
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
場
所
か
ら
持

ち
帰
り
、
ま
た
は
受
け
取
り
、
ま
た
は
、
指
示
に
従
っ
て
、
ま
た
は
宛
先
と
さ
れ
た
者
に
よ
っ
て
配
達
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
場
所
に
、
手
紙
、

ハ
ガ
キ
、
小
包
、
文
書
、
回
状
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
広
告
を
郵
便
に
よ
っ
て
配
達
さ
せ
た
者
は
、
何
人
も
、
一
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
な
い
罰

七
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ア
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カ
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刑
法
に
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け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

金
刑
も
し
く
は
�
年
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
ま
た
は
そ
の
両
方
の
刑
を
科
す
も
の
と
す
る
。

　

こ
の
改
正
で
は
、
一
�
�
�
年
の
改
正
で
盛
り
込
ま
れ
た
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
具
体
例
が
再
び
姿
を
消
し
、
内
容
が
整
理
し
直
さ
れ
た

ほ
か
、
法
定
刑
が
、
一
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
な
い
罰
金
刑
と
�
年
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、
単
に
法
定
刑

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
罪
質
が
軽
罪
か
ら
重
罪
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
同
罪
の
存

在
意
義
は
一
層
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

⑷　

一
�
�
�
年
以
降
の
改
正　
　

さ
ら
に
、
一
�
�
�
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
規
定
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
た
語
句
が
時
代
に
そ
ぐ
わ
な

く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
文
言
の
現
代
語
化
が
図
ら
れ
、
合
衆
国
法
典
第
一
�
編
一
�
�
一
条
に
現
行
規
定
の
原
型
と
な
る
郵
便
詐
欺
罪

が
定
め
ら
れ
た）
₂₂
（

。
同
条
の
規
定
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

虚
偽
ま
た
は
詐
欺
の
申
告
、
表
示
、
約
束
に
よ
っ
て
金
銭
ま
た
は
財
産
を
詐
取
し
、
ま
た
は
取
得
す
る
計
画
も
し
く
は
計
略
を
企
て
、
ま
た
は

企
て
る
意
図
を
有
し
、
ま
た
は
偽
造
も
し
く
は
変
造
さ
れ
た
硬
貨
、
有
価
証
券
も
し
く
は
そ
の
他
の
物
、
ま
た
は
か
か
る
偽
造
も
し
く
は
変
造
さ

れ
た
物
品
の
よ
う
に
表
示
し
、
暗
示
し
、
も
し
く
は
隠
ぺ
い
し
た
物
を
違
法
に
用
い
て
、
売
却
し
、
処
分
し
、
貸
与
し
、
両
替
し
、
変
更
し
、
分

売
し
、
頒
布
し
、
ま
た
は
供
与
も
し
く
は
斡
旋
す
る
計
画
も
し
く
は
計
略
を
企
て
、
ま
た
は
企
て
る
意
図
を
有
す
る
者
は
、
何
人
も
、
当
該
計
画

や
計
略
を
実
行
し
、
ま
た
は
実
行
を
試
み
る
目
的
の
た
め
に
、
郵
便
物
ま
た
は
郵
便
局
に
よ
っ
て
送
付
ま
た
は
配
達
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
物
を
郵
便

局
ま
た
は
郵
便
物
の
取
扱
い
を
委
任
さ
れ
た
者
に
持
ち
込
ん
だ
と
き
、ま
た
は
そ
こ
か
ら
郵
便
物
を
引
き
取
り
、ま
た
は
受
領
し
た
と
き
、ま
た
は
、

認
識
を
も
っ
て
、
指
示
に
従
っ
て
、
ま
た
は
宛
先
と
さ
れ
た
者
に
よ
っ
て
配
達
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
場
所
に
、
郵
便
に
よ
っ
て
配
達
を
さ
せ

た
と
き
、
一
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
な
い
罰
金
刑
も
し
く
は
�
年
を
超
え
な
い
の
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
は
両
方
の
刑
が
併
科
さ
れ
る
も
の
と

八
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す
る
。

　

合
衆
国
法
典
第
一
�
編
一
�
�
一
条
の
規
定
は
一
�
�
�
年
の
改
正
後
、
半
世
紀
近
く
改
正
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
一
�
�
�
年
に
、﹁
暴

力
犯
罪
の
統
制
お
よ
び
法
執
行
法
（V

iolent C
rim

e C
ontrol and L

aw
 E

nforcem
ent A

ct of 1994

）﹂
に
お
い
て
、
詐
欺
の
手
段
と
し

て
、
連
邦
郵
便
制
度
で
は
な
く
、
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
（F

edE
x

）
や
Ｕ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
民
間
ま
た
は
商
業
州
際
運
送
業
者
が
利
用
さ
れ
た
場
合
に

も
、
郵
便
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
旨
の
規
定
が
追
加
さ
れ
、
同
罪
の
成
立
範
囲
は
、
立
法
に
よ
っ
て
一
層
の
拡
張
が
図
ら
れ
た）
₂₃
（

。

　

他
方
、
郵
便
詐
欺
罪
の
法
定
刑
に
つ
い
て
は
、
一
�
�
�
年
の
金
融
機
関
の
改
革
、
再
生
お
よ
び
執
行
法
に
お
い
て
、
金
融
機
関
へ
の
詐

欺
の
場
合
の
加
重
規
定
が
追
加
さ
れ）
₂₄
（

、
一
�
�
〇
年
に
は
、
そ
の
法
定
刑
の
上
限
が
�
〇
年
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
か
ら
現
行
の
�
〇
年
を
超

え
な
い
拘
禁
刑
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た）
₂₅
（

。
さ
ら
に
、
エ
ン
ロ
ン
事
件
へ
の
教
訓
と
し
て
制
定
さ
れ
た
�
〇
〇
�
年
の
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス

リ
ー
法
�
〇
�
条
に
よ
っ
て
、
郵
便
詐
欺
罪
の
法
定
刑
の
上
限
が
、
�
年
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
か
ら
�
〇
年
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
に
引
き
上

げ
ら
れ
た）
₂₆
（

。
加
え
て
、
�
〇
〇
�
年
に
は
、
災
害
関
連
の
郵
便
詐
欺
に
つ
い
て
も
、
法
定
刑
の
上
限
が
�
〇
年
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
に
加
重

さ
れ
る
改
正
が
行
わ
れ
た）
₂₇
（

。

　

⑸　

通
信
詐
欺
罪　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
通
信
詐
欺
罪
の
歴
史
は
浅
く
、
そ
の
立
法
化
は
、
一
�
�
�
年
の
通
信
法
改
正
の
一
環
と
し
て

﹁
詐
取
す
る
計
画
な
ど
に
ラ
ジ
オ
や
通
信
を
用
い
る
こ
と
を
犯
罪
と
す
る
規
定
が
導
入
さ
れ
た
の
に
始
ま
る）
₂₈
（

。
し
か
し
、
制
定
後
は
、
郵
便

詐
欺
罪
と
対
を
な
す
規
定
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
法
定
刑
の
引
上
げ
で
も
、
郵
便
詐
欺
罪
と
同
様
の
経
緯
で
法
改
正
が
実
施

さ
れ
て
き
た
。

九
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社
法
学　

六
六
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一
〇

ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

二　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
現
行
規
定　

　

こ
う
し
た
歩
み
を
経
て
今
日
を
迎
え
た
現
行
の
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
は
、
合
衆
国
法
典
第
一
�
編
一
�
�
一
条
お
よ
び
一
�

�
�
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
規
定
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る）
₂₉
（

。

　

第
一
�
�
一
条　

詐
欺
お
よ
び
詐
取

　

虚
偽
ま
た
は
詐
欺
の
申
告
、
表
示
、
約
束
に
よ
っ
て
金
銭
ま
た
は
財
産
を
詐
取
し
、
ま
た
は
取
得
す
る
計
画
も
し
く
は
計
略
を
企
て
、
ま
た
は

企
て
る
意
図
を
有
す
る
者
は
、
何
人
も
、
偽
造
も
し
く
は
変
造
さ
れ
た
硬
貨
、
有
価
証
券
も
し
く
は
そ
の
他
の
物
、
ま
た
は
か
か
る
偽
造
も
し
く

は
変
造
さ
れ
た
物
品
の
よ
う
に
表
示
し
、
暗
示
し
、
も
し
く
は
隠
ぺ
い
し
た
物
を
違
法
に
用
い
て
、
売
却
し
、
処
分
し
、
貸
与
し
、
両
替
し
、
変

更
し
、
分
売
し
、
頒
布
し
、
ま
た
は
供
与
も
し
く
は
斡
旋
す
る
た
め
、
当
該
計
画
や
計
略
を
実
行
し
、
ま
た
は
実
行
を
試
み
る
目
的
で
、
郵
便
物

ま
た
は
郵
便
事
業
に
よ
っ
て
送
付
ま
た
は
配
達
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
物
を
郵
便
局
ま
た
は
郵
便
物
の
取
扱
い
を
認
め
ら
れ
た
者
に
持
ち
込
ん
だ
と

き
、
ま
た
は
民
間
ま
た
は
商
業
州
際
配
達
業
者
に
よ
っ
て
送
付
も
し
く
は
配
達
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
物
を
預
託
し
、
ま
た
は
預
託
さ
せ
た
と
き
、
ま

た
は
、
そ
こ
か
ら
物
品
を
引
き
取
り
、
ま
た
は
受
領
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
認
識
を
も
っ
て
、
受
領
場
所
に
つ
い
て
の
指
示
を
出
し
て
郵
便
ま
た

は
そ
れ
ら
の
配
達
業
者
に
配
達
を
さ
せ
た
と
き
、
本
編
の
定
め
た
罰
金
刑
も
し
く
は
�
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
は
両
方
の
刑
を

併
科
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
本
条
の
違
反
行
為
が
、（
ロ
バ
ー
ト
・
Ｔ
・
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
救
援
お
よ
び
緊
急
支
援
法
一
〇
�
条
に
規
定
さ
れ
た
そ

う
し
た
用
語
の
よ
う
な
）
大
統
領
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
大
規
模
災
害
や
緊
急
事
態
に
関
し
て
発
生
し
、
ま
た
は
、
関
連
し
て
正
式
に
許
可
さ
れ
、

輸
送
し
、
伝
達
さ
れ
、
支
出
さ
れ
、
も
し
く
は
支
払
わ
れ
た
給
付
に
伴
っ
て
発
生
し
た
と
き
、
ま
た
は
金
融
制
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
き
、
そ

の
違
反
行
為
者
は
、
一
〇
万
ド
ル
を
超
え
な
い
罰
金
刑
も
し
く
は
�
〇
年
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
は
そ
の
両
方
の
刑
を
併
科
さ

れ
る
も
の
と
す
る
。

一
〇
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第
一
�
�
�
条　

通
信
、
ラ
ジ
オ
ま
た
は
テ
レ
ビ
に
よ
る
詐
欺

　

虚
偽
ま
た
は
詐
欺
の
申
告
、
表
示
、
約
束
に
よ
っ
て
金
銭
ま
た
は
財
産
を
騙
取
し
、
ま
た
は
取
得
す
る
た
め
、
計
画
も
し
く
は
計
略
を
企
て
、

ま
た
は
企
て
る
意
図
を
有
す
る
者
は
、
何
人
も
、
当
該
計
画
や
計
略
を
実
行
す
る
目
的
で
、
州
際
ま
た
は
国
際
通
商
に
お
い
て
、
電
信
、
ラ
ジ
オ

ま
た
は
テ
レ
ビ
を
手
段
と
し
て
、
文
書
、
記
号
、
信
号
、
図
画
、
音
声
を
伝
達
し
、
ま
た
は
伝
達
さ
せ
た
と
き
、
本
編
の
定
め
た
罰
金
刑
も
し
く

は
�
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
は
両
方
の
刑
を
併
科
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
本
条
の
違
反
行
為
が
、（
ロ
バ
ー
ト
・
Ｔ
・
ス
タ
フ

ォ
ー
ド
救
援
お
よ
び
緊
急
支
援
法
一
〇
�
条
に
規
定
さ
れ
た
そ
う
し
た
用
語
の
よ
う
な
）
大
統
領
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
大
規
模
災
害
や
緊
急
事

態
に
関
し
て
発
生
し
、
ま
た
は
、
関
連
し
て
正
式
に
許
可
さ
れ
、
輸
送
し
、
伝
達
さ
れ
、
支
出
さ
れ
、
も
し
く
は
支
払
わ
れ
た
給
付
に
伴
っ
て
発

生
し
た
と
き
、
ま
た
は
金
融
制
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
き
、
そ
の
違
反
行
為
者
は
、
一
〇
万
ド
ル
を
超
え
な
い
罰
金
刑
も
し
く
は
�
〇
年
を
超

え
な
い
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
は
そ
の
両
方
の
刑
を
併
科
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、
一
�
�
�
年
に
は
、
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
次
の
よ
う
な
規
定
も
制
定
さ
れ

た
）
₃₀
（

。　

第
一
�
�
六
条　
﹁
詐
取
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
﹂
の
定
義

　

本
章
の
目
的
上
、﹁
詐
取
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
﹂
の
語
に
は
、
他
の
者
か
ら
、
正
当
な
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
無
形
の
権
利
を
奪
取
す
る
計
画
ま

た
は
計
略
を
含
む
。

　

後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
本
規
定
は
、
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
を
拡
大
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
役
割
を

一
一



（　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
一
号�

一
二

ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

大
き
く
変
質
さ
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
立
法
当
初
よ
り
議
論
の
的
と
な
り
、
判
例
に
も
、
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
画
さ
れ
て
き
た
両
罪
の
成
立
要
件
は
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で

は
、
こ
の
点
に
考
察
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

�　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
要
件

一　

保
護
法
益
と
罪
質

　

郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
保
護
法
益
は
、郵
便
制
度
や
通
信
制
度
の
高
潔
性
に
求
め
ら
れ
て
き
た）
₃₁
（

。
こ
こ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

﹁
詐
欺
（fraud

）﹂
と
い
う
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
本
質
は
、
個
人
財
産
を
侵
害
す
る
こ
と
に
で

は
な
く
、
詐
欺
な
ど
の
不
法
行
為
の
手
段
と
し
て
郵
便
制
度
や
通
信
制
度
を
濫
用
す
る
こ
と
に
あ
る）
₃₂
（

。
ま
た
、
両
罪
は
、
詐
欺
が
結
実
し
た

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
成
立
す
る
﹁
未
完
成
犯
罪
（inchoate crim

e

）﹂
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
両
罪
の
成
立
に
は
、﹁
被
告
人
の
詐
欺

の
計
画
が
成
功
し
た
こ
と
﹂
の
検
察
に
よ
る
立
証
は
求
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
標
的
と
さ
れ
た
被
害
者
に
損
害
が
生
じ
た
と
い
う
事
実
の

立
証
も
要
し
な
い）
₃₃
（

。

　

誕
生
の
時
期
は
異
な
る
が
、
今
日
、
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
規
定
は
文
言
上
も
多
く
の
共
通
点
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
両
罪
の
規
定
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
手
段
の
点
（
郵
便
制
度
か
、
ラ
ジ
オ
や
通
信
か
）
と
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
裁
判
管
轄
権
に

関
す
る
点）
₃₄
（

を
除
い
て
、
共
通
す
る
こ
と
を
前
提
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る）
₃₅
（

。
判
例
も
、﹁
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
の
規
定
は
、

実
質
的
に
で
は
な
く
、
形
式
的
に
異
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
一
方
を
解
釈
し
た
判
例
は
、
同
様
に
他
方
に
も
当
て
は
ま
る）
₃₆
（

﹂
と
述
べ

一
二
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て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
様
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
。

　

郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
被
告
人
が
、
①
詐
取
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
を
企
て
た
こ
と
、
②
欺
く
意
図

を
有
し
て
い
た
こ
と
、
③
詐
取
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
を
促
進
す
る
た
め
に
合
衆
国
郵
便
制
度
、
民
間
運
送
業
者
ま
た
は
州
際
も
し
く
は
国

際
通
信
を
使
用
す
る
な
ど
し
た
こ
と
、
④
金
銭
も
し
く
は
財
産
の
損
失
ま
た
は
正
当
な
サ
ー
ビ
ス
を
喪
失
と
い
う
結
果
が
生
じ
た
か
、
生
じ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
検
察
官
が
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₃₇
（

。

二　

詐
取
す
る
計
画

　

⑴　
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
広
範
性　
　

郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
に
は
、
被
告
人
が
、﹁
詐
取
す
る
計
画
（schem

e to 

defraud

）﹂
な
ど
を
企
て
て
い
た
こ
と
が
、
検
察
に
よ
っ
て
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
両
罪
を

定
め
る
合
衆
国
法
典
第
一
�
編
一
�
�
一
条
と
一
�
�
�
条
は
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
と
い
う
要
件
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
何
ら
定
義
し
て

い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
成
立
要
件
の
正
確
な
意
義
を
見
出
す
役
割
は
、
主
と
し
て
判
例
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
一
�
�
六
年
の
ダ
ー
ラ
ン
ド
・
ケ
ー
ス
判
決）
₃₈
（

で
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
と
い
う
制
定
法
の

文
言
の
意
義
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
詐
欺
行
為
よ
り
も
広
く
、﹁
過
去
も
し
く
は
現
在
に
関
す
る
陳
述
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
将
来
に
関
す

る
示
唆
お
よ
び
約
束
に
よ
っ
て
欺
く
た
め
に
目
論
ま
れ
た
全
て
を
含
ん
で
い
る）
₃₉
（

﹂
と
判
示
し
た
。
こ
の
ダ
ー
ラ
ン
ド
・
ケ
ー
ス
の
判
断
は
、

そ
の
後
の
判
例
で
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
詐
欺
に
と
ど
ま
ら
ず）
₄₀
（

、被
害
者
か
ら﹁
策
略（trick

）、

欺
も
う
（deciet

）、
ご
ま
か
し
（chicane

）
ま
た
は
だ
し
抜
く
こ
と
（overreaching

）
に
よ
っ
て
価
値
を
有
す
る
も
の）
₄₁
（

﹂
を
奪
取
す
る

こ
と
や
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
の
普
通
の
生
活
に
お
け
る
根
本
的
な
誠
実
さ
、
道
徳
的
な
正
し
さ
お
よ
び
率
直
な
振
る
舞
い
か
ら
離
脱

す
る
こ
と）
₄₂
（

﹂
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
計
画
が
成
功
し
た
か
、
失
敗
し
た
か
も
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
存
否
に
は
影
響
し
な
い）
₄₃
（

。
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他
方
、
財
物
強
要
な
ど
相
手
を
威
迫
し
て
財
物
を
奪
取
す
る
行
為
の
計
画
は
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
に
当
た
ら
な
い）
₄₄
（

。
た
と
え
ば
、
一
�

�
六
年
の
フ
ァ
ス
ロ
・
ケ
ー
ス
判
決）
₄₅
（

に
お
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
謀
殺
や
身
体
へ
の
危
害
を
加
え
る
と
い
う
脅
迫
を
内
容
に
し
た

計
画
は
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
に
は
含
ま
れ
な
い
と
判
示
し
た
。

　

⑵　

詐
取
の
重
大
性　
　
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
要
件
を
充
足
す
る
た
め
に
は
、計
画
さ
れ
た
詐
取
行
為
が
、﹁
重
大
な
欺
も
う
（m

aterial 

deception

）﹂
を
伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
一
�
�
〇
年
の
ネ
イ
ダ
ー
・
ケ
ー
ス
合
衆
国
最
高
裁

判
所
判
決）
₄₆
（

で
あ
っ
た
。
本
件
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
詐
欺
的
な
銀
行
ロ
ー
ン
の
申
請
に
基
づ
く
複
数
の
訴
因
の
郵
便

詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
な
ど
で
起
訴
さ
れ
、
第
一
審
の
フ
ロ
リ
ダ
中
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
第
一
一
巡
回
区

連
邦
控
訴
裁
判
所
に
お
い
て
も
、
そ
の
判
断
が
支
持
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
は
、
正
式
審
理
裁
判
所
判
事
が
、
陪
審
に
﹁
被
告
人
の
虚

偽
申
告
が
取
引
に
と
っ
て
重
大
で
あ
っ
た
か
否
か
﹂
の
判
断
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
が
、
破
棄
事
由
と
な
る
誤
り
に
当
た
る
な
ど
と
主
張
し

て
上
告
し
た
。
こ
の
上
告
を
受
け
た
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
全
員
一
致
で
、
被
告
人
の
主
張
を
支
持
し
、
検
察
は
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の

基
礎
を
な
す
﹁
欺
も
う
﹂
が
重
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
判
断
を
下
し
た
。
そ
こ
で
は
、
規
定
上
は
明
確
に
定

め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
、
詐
欺
罪
に
お
け
る
﹁
欺
も
う
﹂
の
要
件
に
つ
い
て
は
重
大
性
の
立
証
を
要
求
す
る
解
釈
が

確
立
し
て
お
り
、
一
�
�
一
条
に
は
、
こ
の
確
立
し
た
解
釈
を
覆
す
特
段
の
規
定
も
お
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
議
会
の
意
思
は
、﹁
欺

も
う
﹂
の
重
大
性
を
要
求
し
て
い
る
と
解
さ
る
と
説
か
れ
た）
₄₇
（

（
た
だ
し
、
最
高
裁
は
、
陪
審
へ
の
説
示
の
誤
り
は
、
評
決
に
影
響
を
及
ぼ
さ

ず
、
そ
れ
ゆ
え
無
害
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
有
罪
判
決
を
維
持
し
た）
₄₈
（

）。

　

⑶　

合
理
的
な
一
般
人
基
準
と
被
害
者
基
準　
　

判
例
は
、﹁
欺
も
う
﹂
が
重
大
で
あ
っ
た
か
否
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
、
標
的
に
さ
れ

た
被
害
者
が
信
じ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
を
基
準
と
し
て
用
い
て
き
た
（
被
害
者
基
準
）。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
、
い

く
つ
か
の
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、﹁
欺
も
う
﹂
が
重
大
で
あ
る
た
め
に
は
、
合
理
的
な
一
般
人
が
信
じ
る
程
度
の
内
容
で
な
け
れ
ば

一
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な
ら
な
い
と
い
う
基
準
を
採
用
し
て
い
た
（
合
理
的
な
一
般
人
基
準
）。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
信
憑
性
の
全
く
な
い
欺
も
う
ま
で
が
重
大
で

あ
る
こ
と
に
な
り
、
郵
便
詐
欺
罪
の
適
用
範
囲
に
歯
止
め
が
利
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
一
�
�
六
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
・
ケ
ー
ス
判
決）
₄₉
（

に
お
い
て
、
第
一
一
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
市
場
価
格
を
上
回
る
金
額
で

住
宅
を
販
売
し
、
購
入
者
を
欺
い
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
に
つ
い
て
、
起
訴
の
対
象
と
な
っ
た
住
宅
購
入
者
へ
の
説
明
の
中
に
、﹁
投

資
は
安
全
で
、
家
賃
収
入
は
住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
を
上
回
り
、
一
年
後
に
は
売
却
可
能
で
あ
る
﹂
と
い
っ
た
発
言
が
含
ま
れ
て
い
た
点
を

捉
え
て
、﹁
合
理
的
な
一
般
人
は
そ
う
し
た
説
明
を
信
じ
た
り
し
な
い
﹂
と
述
べ
、
原
審
の
フ
ロ
リ
ダ
南
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
が
下
し

た
有
罪
判
決
を
覆
し
た
。
市
場
に
関
す
る
情
報
は
、
潜
在
的
な
購
入
者
に
と
っ
て
自
由
に
入
手
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
合
理
的
な
一
般

人
な
ら
ば
、
騙
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
と
解
し
た
の
で
あ
る
。
同
判
決
で
は
、
司
法
が
通
常
の
商
取
引
に
介
入
し
、
過
剰
な
犯
罪
化
を
も
た
ら

す
こ
と
へ
の
懸
念
も
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
第
一
一
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
�
〇
〇
�
年
の
ス
ベ
イ
ト
・
ケ
ー
ス
判
決）
₅₀
（

に
お
い
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
・
ケ
ー
ス
判

決
の
立
場
を
変
更
し
、
他
の
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た）
₅₁
（

。
本
件
で
は
、
生
命
保
険
原
契
約
者
の
平
均
余
命
、
生
命
保

険
契
約
の
内
容
お
よ
び
投
資
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
虚
偽
の
説
明
を
含
ん
だ
資
料
を
用
い
た
保
険
買
取
り
投
資
の
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
た
被

告
人
が
、
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
第
一
審
の
フ
ロ
リ
ダ
北
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
が
、
陪
審
に
対
し
て
、
被
告
人
の

行
っ
た
虚
偽
の
説
明
は
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
に
含
ま
れ
る
と
い
う
説
示
を
行
い
、
こ
れ
を
受
け
た
陪
審
が
、
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
を
肯
定
す

る
評
決
を
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
人
が
、
先
例
と
な
る
ブ
ラ
ウ
ン
・
ケ
ー
ス
判
決
に
反
す
る
と
し
て
控
訴
し
た
。
控
訴
を
受
け
た

第
一
一
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
た
と
え
、
通
常
は
騙
さ
れ
な
い
よ
う
な
内
容
の
欺
も
う
を
用
い
た
と
し
て
も
、
郵
便
詐
欺
罪
が
成
立

す
る
と
い
う
判
断
を
全
員
一
致
で
下
し
、
第
一
審
判
決
を
支
持
し
、
被
告
人
の
控
訴
を
斥
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、
今
日
で
は
、
判
例
は
、
合

理
的
な
一
般
人
は
信
じ
な
い
よ
う
な
説
明
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
被
害
者
が
信
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、﹁
重
大
な
欺
も
う
﹂
に
当
た
る
と
し
て

一
五
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い
る
の
で
あ
る）
₅₂
（

。

　

⑷　
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
立
証　
　
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
該
当
性
は
、
か
な
り
緩
や
か
な
基
準
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
判
例
の
中
に
は
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
立
証
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
郵
便
詐
欺
罪
で
無
罪
と
す
る
判
断
が
散
見

さ
れ
る）
₅₃
（

。
た
と
え
ば
、
実
父
の
死
後
、
そ
の
年
金
証
書
を
着
服
し
た
と
し
て
郵
便
詐
欺
罪
な
ど
で
起
訴
さ
れ
、
コ
ロ
ラ
ド
連
邦
地
方
裁
判
所

で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
被
告
人
か
ら
の
控
訴
を
受
け
た
一
�
�
�
年
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ケ
ー
ス
判
決）
₅₄
（

に
お
い
て
、
第
一
〇
巡
回
区
連
邦
控

訴
裁
判
所
は
、
検
察
が
、
実
父
の
死
去
に
つ
い
て
被
告
人
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
十
分
に
立
証
で
き
な
か
っ
た
点
を
ふ
ま
え
、﹁
実
父
の

死
去
の
認
識
が
な
け
れ
ば
、
代
理
権
が
付
与
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
手
続
の
正
当
性
が
争
わ
れ
て
い
な
い
本
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
の
こ
の
日

ま
で
の
行
動
は
、
申
し
立
て
ら
れ
た
﹃
詐
取
す
る
計
画
﹄
の
一
部
と
は
な
り
得
な
い）
₅₅
（

﹂
と
判
示
し
た
。
同
様
に
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
内

容
と
な
る
﹁
詐
取
行
為
﹂
の
立
証
が
不
十
分
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
、
こ
の
行
為
の
存
在
を
前
提
に
起
訴
さ
れ
て
い
た
郵
便
詐
欺
罪
に
つ
い
て

も
、
有
罪
の
判
決
は
認
め
ら
れ
な
い）
₅₆
（

。

三　

欺
く
意
図

　

⑴　
﹁
欺
く
意
図
﹂
の
意
義　
　

郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
に
は
、
主
観
的
犯
罪
成
立
要
件
で
あ
る
特
別
な
意
図
（specific 

intend

）
と
し
て
、﹁
欺
く
意
図
（intend to deprive

）﹂
の
存
在
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₅₇
（

。
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
前
述
し

た
ダ
ー
ラ
ン
ド
・
ケ
ー
ス
判
決
の
中
で
、
郵
便
詐
欺
罪
の
規
定
は
、﹁
過
去
も
し
く
は
現
在
に
関
す
る
陳
述
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
将
来
に
関

す
る
示
唆
お
よ
び
約
束
に
よ
っ
て
欺
く
た
め
に
目
論
ま
れ
た
全
て
を
包
含
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
意
図
と
目
的
で
あ
る）
₅₈
（

﹂
と
述
べ
る
な

ど
、
欺
く
意
図
の
存
否
が
、
郵
便
詐
欺
罪
の
成
否
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
古
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
。

　
﹁
欺
く
意
図
﹂
の
証
明
は
、
し
ば
し
ば
状
況
証
拠
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る）
₅₉
（

。
た
と
え
ば
、
被
告
人
に
よ
る
自
ら
の
行
為
の
隠
ぺ
い）
₆₀
（

、
不
実
の

一
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表
示）
₆₁
（

ま
た
は
被
害
者
の
現
実
の
財
産
的
損
害）
₆₂
（

な
ど
か
ら
、﹁
欺
く
意
図
﹂
の
存
在
が
導
か
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
前
科
の
証
明
や
事
後
の
悪

行
か
ら
も
、
意
図
を
推
論
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
る）
₆₃
（

。
し
か
し
、﹁
欺
く
意
図
﹂
の
立
証
に
必
要
な
主
観
の
内
容
と
程
度
に
つ
い
て
は
、

判
例
上
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。

　

⑵　

商
取
引
に
お
け
る
詐
術
の
対
象　
　

判
例
上
、﹁
欺
く
意
図
﹂
と
い
う
主
観
的
犯
罪
成
立
要
件
の
存
在
は
、
比
較
的
緩
や
か
に
認
め

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
商
取
引
に
お
い
て
は
、
被
告
人
が
、
詐
術
を
被
告
人
と
被
害
者
の
間
の
取
引
そ
の
も
の
に
向
け
る
意
図
を
有
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、﹁
欺
く
意
図
﹂
を
、﹁
誇
大
広
告
（puffing

）﹂
や
物
の
質
、
希
少
性
、
価
値
に
つ
い
て
の
単
な
る

誇
張
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
古
車
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
、
顧
客
に
﹁
こ
の
車
は
世
界
一
で
す
﹂
と
言

っ
た
と
き
、
そ
の
車
が
、
�
流
製
品
だ
と
分
か
っ
て
も
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
誇
張
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、﹁
欺
く
意
図
﹂
を
有
し
て
い
た

こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
が
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
、
中
古
車
が
重
大
な
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
の
に
、﹁
こ
の
車
は
事
故
せ
ず
に
、

順
調
に
走
行
し
て
き
ま
し
た
﹂
と
顧
客
に
言
え
ば
、
虚
偽
の
発
言
は
、
経
済
的
取
引
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
こ
か

ら
﹁
欺
く
意
図
﹂
の
存
在
が
導
か
れ
得
る
の
で
あ
る）
₆₄
（

。

　

そ
う
し
た
判
例
の
姿
勢
を
示
し
た
具
体
例
と
し
て
、
一
�
�
〇
年
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
オ
フ
ィ
ス
・
サ
プ
ラ
イ
社
ケ
ー
ス
判
決）
₆₅
（

を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
件
で
は
、
虚
偽
の
説
明
を
含
ん
だ
電
話
で
の
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
文
具
の
通
信
販
売
業
を
営
ん
で
い
た
被
告
会
社
が
、
郵

便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
が
、
同
社
で
は
、
虚
偽
の
説
明
が
、
①
電
話
相
手
の
友
人
か
ら
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
点
、
②
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
医

師
ま
た
は
そ
の
他
の
専
門
家
で
、
文
具
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
点
、
③
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、

文
具
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
友
人
が
死
亡
し
た
た
め
で
あ
る
点
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
地
区
連
邦

地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
郵
便
詐
欺
罪
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
被
告
会
社
の
控
訴
に
対
し
て
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
本
件

の
問
題
の
枠
組
み
を
﹁
虚
偽
の
説
明
に
よ
る
セ
ー
ル
ス
が
、
販
売
さ
れ
た
商
品
の
品
質
、
適
合
性
ま
た
は
価
格
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
と
き

一
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か
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
で
、
安
売
り
の
本
質
に
向
け
ら
れ
た
偽
り
の
説
明
に
向
け
ら
れ
た
と
き
か）
₆₆
（

﹂、
郵
便
詐
欺
罪
を
構
成
す
る
の
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
形
で
整
理
し
た
う
え
で
、
本
件
に
当
て
は
ま
る
前
者
の
説
明
は
、
虚
偽
で
あ
っ
て
も
、
郵
便
詐
欺
罪
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
て
、

原
審
の
有
罪
判
決
を
破
棄
し
た
。

　

⑶　

個
別
評
価
と
全
体
評
価　
　

そ
の
一
方
で
、
判
例
は
、
経
済
取
引
に
お
い
て
な
さ
れ
た
説
明
が
、
内
容
を
個
別
的
（
逐
語
的
に
）
評

価
す
れ
ば
正
し
い
が
、
全
体
的
に
は
誤
解
を
生
む
内
容
で
あ
る
場
合
に
も
、﹁
欺
く
意
図
﹂
が
あ
る
と
解
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
一
�
六

�
年
の
ラ
ス
テ
ィ
ガ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決）
₆₇
（

で
は
、
こ
の
点
が
争
点
と
な
っ
た
。
本
件
の
被
告
人
は
、
不
動
産
販
売
広
告
の
一
環
と
し
て
、
誤
解

を
招
き
か
ね
な
い
表
現
を
含
ん
だ
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
郵
送
し
た
と
し
て
、
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
一
審
の
ア
リ
ゾ
ナ
連
邦
地
方

裁
判
所
が
同
罪
の
成
立
を
認
め
、
有
罪
を
言
い
渡
し
た
の
に
対
し
て
、
被
告
人
は
、﹁
欺
く
意
図
﹂
と
い
う
要
件
を
充
足
す
る
た
め
に
要
求

さ
れ
る
広
告
の
表
現
が
誤
っ
て
い
た
か
、ま
た
は
誤
解
を
招
き
か
ね
な
か
っ
た
と
い
う
点
の
立
証
が
不
十
分
で
あ
る
と
主
張
し
て
控
訴
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
被
告
人
の
控
訴
を
斥
け
、
広
告
の
中
の
説
明
文
は
、
逐
語
的
に
は
誤
っ
て
い
な
い
が
、

全
体
的
に
見
れ
ば
、
誤
解
を
招
き
か
ね
ず
、
人
を
欺
く
内
容
で
あ
る
と
し
て
、﹁
欺
く
意
図
﹂
の
存
在
を
肯
定
し
た）
₆₈
（

。
た
と
え
ば
、
被
告
人
は
、

広
告
に
お
い
て
、
大
き
な
レ
ジ
ャ
ー
向
き
の
湖
が
物
件
か
ら
わ
ず
か
�
マ
イ
ル
の
距
離
に
あ
る
と
正
確
に
記
し
て
い
た
が
、
通
常
、
湖
畔
ま

で
の
実
際
の
道
程
が
一
�
か
ら
�
〇
マ
イ
ル
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
摘
示
し
た
う
え
で
、
判
決
で
は
、
内
容
的
に

誤
っ
て
い
て
、
人
を
欺
く
説
明
を
含
ん
で
い
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は
、
単
な
る
﹁
誇
大
宣
伝
﹂
の
限
度
を
越
え
て
い
る
実
質
的
な
証
拠
で

あ
る
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
。
そ
し
て
、﹁
欺
く
意
図
を
も
っ
て
一
計
が
案
じ
ら
れ
、
計
画
の
遂
行
に
郵
便
が
用
い
ら
れ
た
と
き
は
、
個
々

の
事
実
に
つ
い
て
不
正
確
な
表
現
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
重
要
で
な
い）
₆₉
（

﹂
と
し
て
、
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
が
肯
定
さ
れ
た
。

　

⑷　

信
任
義
務
違
反
と
欺
く
意
図　
　

会
社
の
従
業
者
が
、
会
社
へ
の
信
任
義
務
に
反
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
も
、﹁
欺
く
意
図
﹂
が
導

か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
玩
具
等
の
製
造
・
販
売
を
業
と
す
る
会
社
で
、
秘
書
兼
副
社
長
で
あ
っ
た
被
告
人
が
、
簿
外
取
引
に
よ

一
八
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っ
て
裏
金
を
作
り
、
賄
賂
や
私
的
な
利
得
に
用
い
て
い
た
と
し
て
、
通
信
詐
欺
罪
を
含
む
一
�
の
訴
因
で
起
訴
さ
れ
た
一
�
�
�
年
の
シ
ー

ゲ
ル
・
ケ
ー
ス）
₇₀
（

で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
の
有
罪
判
決

を
支
持
し
、
被
告
人
は
、
会
社
お
よ
び
監
査
役
に
自
ら
の
計
画
を
示
さ
な
い
と
い
う
不
作
為
に
よ
っ
て
、﹁
誠
実
か
つ
忠
実
に
、
会
社
の
利

益
の
最
大
化
を
図
る
た
め
に
行
動
す
る
と
い
う
会
社
と
株
主
へ
の
信
任
義
務
に
違
反
し
た）
₇₁
（

﹂
と
し
て
、
会
社
と
株
主
を
﹁
欺
く
意
図
﹂
の
存

在
を
肯
定
し
、
被
告
人
を
通
信
詐
欺
罪
で
有
罪
と
し
た）
₇₂
（

。

　

ま
た
、
同
旨
の
判
断
は
、
一
�
�
�
年
の
ワ
イ
ス
・
ケ
ー
ス
判
決
で
も
確
認
さ
れ
、
踏
襲
さ
れ
た
。
本
件
で
は
、
映
画
会
社
の
従
業
者
で

あ
っ
た
被
告
人
が
、
上
司
の
指
示
に
よ
り
、
架
空
請
求
へ
の
同
社
の
小
切
手
の
振
出
し
や
株
取
引
で
の
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
な
ど
に
よ
っ
て
、
裏

金
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
そ
の
過
程
で
郵
便
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
郵
便
詐
欺
罪
な
ど
で
起
訴
さ
れ
、
第
一
審
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
南
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
人
は
、
①
本
件
で
は
、
シ
ー
ゲ
ル
・
ケ
ー
ス
と
異

な
り
、
被
告
人
が
裏
金
を
私
的
に
利
得
し
た
わ
け
で
な
く
、
②
裏
金
を
つ
く
っ
た
の
も
、
上
司
か
ら
の
命
令
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
会
社

や
株
主
を
﹁
欺
く
意
図
﹂
は
な
か
っ
た
な
ど
と
し
て
、
控
訴
し
た
。
こ
の
控
訴
を
受
け
た
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
改
め
て
、
シ

ー
ゲ
ル
・
ケ
ー
ス
判
決
の
先
例
と
し
て
の
拘
束
力
は
、
①
私
的
な
利
得
が
な
く
て
も
、
②
上
司
か
ら
の
指
示
に
従
っ
た
取
締
役
で
な
い
者
の

行
為
で
あ
っ
て
も
、
信
任
義
務
に
違
反
し
た
事
実
が
立
証
さ
れ
れ
ば
、
郵
便
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
述
べ
、
第
一
審
判
決

を
支
持
し
、
被
告
人
の
控
訴
を
斥
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
民
事
法
上
の
義
務
で
あ
る
信
任
義
務
の
違
反
を
根
拠
に
、﹁
欺
く
意
図
﹂
の
存
在
を
肯
定
す
る
判
例
の
姿
勢
に
は
、シ
ー
ゲ
ル
・

ケ
ー
ス
の
法
廷
反
対
意
見
に
お
い
て
、﹁
要
す
る
に
、
詐
取
行
為
も
、
被
害
者
も
必
要
と
し
な
い
会
社
へ
の
無
作
法
と
い
う
新
し
い
犯
罪
が

つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る）
₇₃
（

﹂
と
揶
揄
さ
れ
た
よ
う
に
、
古
く
か
ら
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
信
任
義
務
違
反
を
犯
罪
成
立
の
根

拠
と
連
動
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
く
、
民
事
法
上
の
義
務
は
、
そ
の
不
履
行
に
対
し
て
、
民
事
法
上
の
責
任
が
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
刑
事
法

一
九
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上
の
責
任
の
発
生
根
拠
と
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
説
か
れ
て
き
た）
₇₄
（

。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
例
は
、
今
日
ま
で
、
信
任
義

務
違
反
の
事
実
か
ら
﹁
欺
く
意
図
﹂
の
存
在
を
認
め
る
姿
勢
を
明
確
に
撤
回
し
て
い
な
い
。

　

⑸　

誠
実
性
の
抗
弁
と
弁
護
士
へ
の
信
頼
の
抗
弁　
　

郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
に
は
、﹁
欺
く
意
図
﹂
の
存
在
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
の
裏
返
し
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
行
為
者
自
身
が
、
虚
偽
の
説
明
を
正
し
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
り
、
被
害
者
を
害
す
る
意
図
な

く
行
為
し
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
被
告
人
が
誠
実
に
行
為
し
て
い
た
と
分
か
れ
ば
、
起
訴
に
対
す
る
完
全
な
抗
弁
に
な
り
得
る）
₇₅
（

。
こ
う
し
た

﹁
誠
実
性
の
抗
弁
﹂
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
検
察
に
よ
る
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
で
の
不
合
理
な
起
訴
を
回
避
す
る
機
能
が

果
た
さ
れ
て
い
る）
₇₆
（

。

　

誠
実
性
の
抗
弁
の
特
別
な
類
型
と
し
て
、
被
告
人
が
、
弁
護
士
の
助
言
を
信
頼
し
て
行
為
し
て
い
た
と
い
う
主
張
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
被
告
人
が
重
要
な
事
実
を
弁
護
士
に
伝
え
、
法
令
を
遵
守
す
る
つ
も
り
で
、
弁
護
士
の
助
言
を
信
頼
し
、
助
言
に
従
っ
て
行
動
し
た
と

判
断
さ
れ
れ
ば
、
誠
実
性
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る）
₇₇
（

。
た
と
え
ば
、
後
述
す
る
一
�
�
〇
年
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
・
ケ
ー
ス
判
決）
₇₈
（

に
お
い
て
、
第

�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
弁
護
士
へ
の
信
頼
が
抗
弁
に
な
る
こ
と
を
陪
審
に
説
示
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
正
式
審
理
裁
判
所
判
決
の

破
棄
事
由
に
な
る
誤
り
で
あ
る
と
明
言
し
た
。

四　

郵
便
ま
た
は
通
信
の
使
用

　

⑴　

郵
便
と
通
信　
　

郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
郵
便
ま
た
は
通
信
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
要
件
と
な

る
。
こ
の
﹁
郵
便
ま
た
は
通
信
の
使
用
﹂
と
い
う
要
件
が
充
足
さ
れ
る
た
め
に
は
、
①
合
衆
国
郵
便
事
業
ま
た
は
民
間
も
し
く
は
商
業
州
際

配
達
業
者
（
一
�
�
一
条
）
ま
た
は
州
際
通
信
（
一
�
�
�
条
）
を
、
②
被
告
人
が
使
用
し
た
か
、
ま
た
は
使
用
さ
せ
た
こ
と
と
、
③
そ
の

使
用
が
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
と
関
連
性
を
有
す
る
こ
と
が
、
検
察
に
よ
っ
て
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₇₉
（

。

二
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郵
便
詐
欺
罪
に
お
け
る
﹁
郵
便
﹂
と
は
、
合
衆
国
郵
便
公
社
に
よ
る
公
的
な
郵
便
事
業
を
意
味
す
る
。
従
来
、
郵
便
詐
欺
罪
は
、
こ
う
し

た
郵
便
事
業
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
の
み
成
立
し
た
。
し
か
し
、
一
�
�
�
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
合
衆
国
郵
便
公
社
に
よ
る
郵
便
事
業
に

加
え
、
民
間
ま
た
は
商
業
州
際
配
達
業
者
の
配
達
事
業
も
一
�
�
一
条
に
追
加
さ
れ
た）
₈₀
（

。
し
か
も
、
州
際
運
送
業
者
に
よ
る
配
達
が
利
用
さ

れ
た
場
合
、
実
際
に
は
、
手
紙
や
小
包
が
州
を
ま
た
い
で
輸
送
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
本
罪
の
成
否
を
妨
げ
ら
れ
な
い）
₈₁
（

。

　

他
方
、
通
信
詐
欺
罪
の
対
象
に
は
、
州
際
ま
た
は
国
際
間
で
の
電
信
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
手
段
と
し
た
文
書
、
記
号
、
信
号
、
図

画
、
音
声
な
ど
の
伝
達
が
含
ま
れ
る
。
近
年
で
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ）
₈₂
（

、
電
子
メ
ー
ル）
₈₃
（

の
普
及
な
ど
の
通
信
技
術
の
発
展
を
背
景
に
、
一
�
�

�
条
に
つ
い
て
も
対
象
の
拡
大
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
要
求
さ
れ
る
郵
便
や
通
信
は
、
虚
偽
で
あ
っ
た
り
、
詐
欺
的
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
要
せ
ず）
₈₄
（

、
見
知
ら
ぬ
者
同
士
の
間
で
用
い

ら
れ
た
も
の
で
構
わ
な
い
し）
₈₅
（

、
通
例
的
な
も
の
（
被
告
人
が
使
用
し
な
く
て
も
、
定
期
的
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
も
の
）
で
も
構
わ
な
い）
₈₆
（

。

　

⑵　
﹁
使
用
さ
せ
た
﹂
の
意
義　
　

郵
便
詐
欺
罪
は
、
行
為
者
自
ら
が
郵
便
を
使
用
し
た
と
き
だ
け
で
な
く
、
他
の
者
に
郵
便
を
﹁
使
用

さ
せ
た
﹂
と
き
に
も
成
立
す
る
。
こ
こ
で
い
う
﹁
使
用
さ
せ
た
﹂
と
は
、
自
ら
は
直
接
使
用
し
な
い
が
、　
﹁
郵
便
が
、
通
常
の
業
務
の
流
れ

に
従
え
ば
、
使
用
さ
れ
る
﹂
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
行
為
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
に
郵
便
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
合
理
的
に
予
見

可
能
で
あ
っ
た
と
き
を
指
す）
₈₇
（

。﹁
使
用
さ
せ
た
﹂
こ
と
の
立
証
に
、
物
品
の
発
送
や
受
領
が
、
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
は
要

し
な
い）
₈₈
（

。
こ
の
要
件
の
充
足
に
は
、
郵
便
や
通
信
の
使
用
を
承
知
し
て
い
た
り
、
具
体
的
に
意
図
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
も
要
し
な
い）
₈₉
（

。
こ

う
し
た
点
に
つ
い
て
争
点
と
な
っ
た
一
�
�
�
年
の
ペ
レ
イ
ラ
・
ケ
ー
ス
判
決）
₉₀
（

で
は
、﹁
結
婚
詐
欺
﹂
に
よ
っ
て
、
相
手
女
性
を
欺
き
、
そ

の
財
産
を
奪
う
こ
と
を
計
画
し
た
被
告
人
に
対
し
て
、
被
害
者
が
被
告
人
に
裏
書
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
銀
行
の
口
座
用
小
切
手
を
、
被
告

人
が
テ
キ
サ
ス
銀
行
で
使
用
し
、
テ
キ
サ
ス
銀
行
が
支
払
い
を
受
け
る
た
め
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
銀
行
に
郵
送
し
た
点
を
根
拠
に
、
郵
便
詐

欺
罪
が
罪
状
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
テ
キ
サ
ス
西
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
、

二
一
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こ
の
判
断
を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
は
、
自
ら
が
、
小
切
手
の
送
付
に
郵
便
を
使
用
さ
せ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
不
十
分
な
証
明

し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
と
主
張
し
、
上
告
し
た
。
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
そ
の
主
張
を
支
持
せ
ず
、﹁
あ
る
者
が
、
通
常
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
過
程
に
お
い
て
、
当
然
、
郵
便
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
行
為
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
そ
う
し
た
郵
便
の
使
用

が
、
合
理
的
に
予
見
可
能
だ
っ
た
と
き
、
た
と
え
、
現
実
に
は
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
行
為
者
は
、
郵
便
を
﹃
使
用
さ
せ
た
﹄

こ
と
に
な
る
﹂
と
の
判
断
を
下
し
た）
₉₁
（

。
自
ら
が
振
り
出
し
た
小
切
手
が
、
発
行
銀
行
に
送
ら
れ
る
の
は
常
識
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
は
、
テ

キ
サ
ス
銀
行
が
小
切
手
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
銀
行
に
郵
送
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
、
認
識
し
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
解
し
た
の
で

あ
る）
₉₂
（

。

　
﹁
郵
便
ま
た
は
通
信
の
使
用
﹂
と
い
う
要
件
の
充
足
は
、
手
紙
が
送
ら
れ
た
際
の
封
筒
の
よ
う
な
直
接
的
な
証
拠
に
よ
っ
て
立
証
す
る
こ

と
も
で
き
れ
ば）
₉₃
（

、
状
況
証
拠
に
よ
っ
て
立
証
す
る
こ
と
も
で
き
る）
₉₄
（

。

　

⑶　

郵
便
・
通
信
と
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
実
行
と
の
関
連
性
（
シ
ュ
マ
ッ
ク
・
ケ
ー
ス
判
決
）　　

い
く
ら
行
為
者
が
郵
便
や
通
信
を
使

用
し
て
い
て
も
、
そ
う
し
た
目
的
と
無
関
係
の
場
合
ま
で
、
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
を
基
礎
づ
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
規
定
上
、

両
罪
の
成
立
に
は
、
郵
便
や
通
信
の
使
用
が
、﹁
計
画
や
計
略
を
実
行
し
、
ま
た
は
実
行
を
試
み
る
目
的
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
目
的
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
郵
便
や
通
信
が
、
計
画
を
促
進
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
と
き
で
あ
る）
₉₅
（

。
そ
し
て
、
郵
便
や
通
信
が

計
画
を
促
進
し
た
と
評
価
さ
れ
る
に
は
、
郵
便
や
通
信
が
、﹁
被
告
人
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
計
画
の
実
行
の
一
部）
₉₆
（

﹂
で
あ
り
、
両
者
の
間

に
十
分
な
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₉₇
（

。
こ
こ
か
ら
、
判
例
は
、
以
下
の
�
つ
場
合
に
は
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
と

郵
便
・
通
信
の
使
用
の
関
連
性
を
否
定
し
、
両
罪
の
成
立
を
否
定
し
て
き
た）
₉₈
（

。
①
計
画
に
反
す
る
郵
便
・
通
信）
₉₉
（

。
②
緊
急
に
履
行
が
求
め
ら

れ
る
公
的
な
義
務
と
し
て
の
郵
便
・
通
信）
１００
（

。
③
計
画
開
始
前
の
郵
便
・
通
信）
１０１
（

。
④
計
画
実
現
後
の
郵
便
・
通
信）
１０２
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
一
�
�
�
年
の
シ
ュ
マ
ッ
ク
・
ケ
ー
ス
判
決）
１０３
（

に
お
い
て
、
郵
便
が
、
詐
欺
の
計
画
に
と
っ
て
不
可
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欠
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
の
姿
勢
を
と
り
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
に
と
っ
て
付
随
的
な
要
素
で
あ
る
か
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
中
の
一
つ
の

段
階
で
あ
る
だ
け
で
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
緩
や
か
な
基
準
を
採
用
し
た
。
本
件

の
事
実
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
中
古
自
動
車
を
小
売
の
取
引
先
に
再
売
却
し
て
い
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
中
古
車
を
販
売
す
る
事
業
に
従

事
し
て
い
た
被
告
人
は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
顧
客
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
一
�
年
も
の
間
、
本
来
の
価
格
よ
り
も
高
い
販
売
金
額
を
設
定
で

き
る
よ
う
に
、
自
ら
が
販
売
し
て
い
た
中
古
車
の
走
行
メ
ー
タ
ー
を
巻
き
戻
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
小
売
販
売
取
引
の
一
部
と
し
て
、
デ
ィ

ー
ラ
ー
は
州
へ
の
名
義
変
更
書
類
の
提
出
に
郵
便
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
西
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
で
も
、
こ
の
判
決
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上

告
し
た
。
上
告
に
際
し
て
、
被
告
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郵
便
が
販
売
後
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、﹁
詐
取
﹂
の
一
部
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
郵

便
の
使
用
は
﹁
計
画
を
実
行
す
る
目
的
﹂
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
郵
便
詐
欺
罪
に
よ
る
起
訴
を
裏
付
け
る
﹁
詐
取
﹂
そ
れ
自
体
と
の

関
連
性
が
希
薄
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
�
対
�
で
有
罪
判
決
を
支
持
し
た
。
本
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、﹁
詐
欺
の
実
行
の
一
部

で
あ
る
た
め
に
は
、
郵
便
の
使
用
が
計
画
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
郵
便
が
、
計
画
の
重
要
な
部
分
に
付
随
し
て
い
れ
ば
足
り

る
）
１０４
（

﹂
と
述
べ
た
。
本
件
で
は
、
郵
便
の
使
用
な
し
に
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
、
購
入
者
に
名
義
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
名
義
変
更
が
で
き

な
け
れ
ば
、
計
画
の
継
続
も
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
高
裁
は
、
郵
便
が
計
画
の
重
要
な
部
分
に
付
随
し
て
い
る
と
結
論
付
け
た）
１０５
（

。

　

シ
ュ
マ
ッ
ク
・
ケ
ー
ス
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
と
郵
便
と
の
関
連
性
を
否
定
し
て
い
た
�
つ

の
場
合
と
同
判
決
の
基
準
の
関
係
に
つ
い
て
明
言
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
基
準
と
の
矛
盾
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た

矛
盾
し
た
中
で
は
、
基
準
と
し
て
は
、﹁
進
行
中
の
計
画
の
継
続
に
と
っ
て
必
要
な
郵
便
で
あ
れ
ば
、
関
連
性
の
要
件
は
充
足
す
る
と
い
う

の
が
、
お
そ
ら
く
は
無
難
な
線
で
あ
ろ
う）
１０６
（

﹂
と
の
見
解
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
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ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

　

⑷　

関
連
性
の
強
度
（
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
・
ケ
ー
ス
判
決
）　　

し
か
し
、
実
際
に
、
郵
便
詐
欺
罪
の
成
否
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
の
中
に
は
、

進
行
中
の
計
画
の
進
行
に
必
要
だ
っ
た
郵
便
で
す
ら
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
か
ら
、
あ
ま
り
に
か
け
離
れ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
同
罪
の

成
立
を
否
定
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
う
し
た
判
例
の
代
表
例
が
、
一
�
�
�
年
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
・
ケ
ー
ス
判
決）
１０７
（

で
あ
る
。
本
件
で
は
、
被

告
人
が
、
秘
密
裏
に
、
現
役
の
カ
レ
ッ
ジ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
�
�
人
と
、
卒
業
後
、
被
告
人
が
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
な
る
契
約
を
結
び
、
そ

の
見
返
り
に
現
金
や
自
動
車
を
供
与
し
た
こ
と
で
、
カ
レ
ッ
ジ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
引
退
す
る
学
年
の
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま
で
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

の
契
約
を
禁
じ
た
全
米
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
）
の
規
則
に
反
し
、
結
果
的
に
、
公
式
戦
へ
の
出
場
資
格
の
な
い
選
手
へ
の
奨
学

金
を
大
学
に
支
払
わ
せ
た
と
し
て
、
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た）
１０８
（

。
た
だ
し
、
本
件
で
使
用
さ
れ
た
郵
便
は
、
被
告
人
自
身
が
使
用
し
た
も

の
で
は
な
く
、
各
大
学
が
、
選
手
た
ち
に
対
し
て
、
規
則
に
反
し
て
い
な
い
か
な
ど
、
カ
レ
ッ
ジ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と
し
て
の
適
格
性
に

つ
い
て
証
明
す
る
項
目
を
含
ん
だ
選
手
登
録
の
書
類
を
作
成
し
、
各
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
郵
送
す
る
よ
う
に
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
リ

ノ
イ
北
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
が
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
た
の
に
対
し
て
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
シ
ュ
マ
ッ
ク
・
ケ

ー
ス
判
決
の
基
準
を
適
用
し
つ
つ
、﹁
被
告
人
は
、
大
学
が
、
選
手
た
ち
に
自
ら
が
ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
て
試
合
に
出
場
す
る
資
格
が
あ
る
か

尋
ね
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
本
件
に
お
い
て
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
送
付
さ
れ
た
郵
便
は
、
シ
ュ

マ
ッ
ク
・
ケ
ー
ス
で
の
自
動
車
の
名
義
変
更
の
た
め
の
郵
便
よ
り
も
計
画
の
成
功
に
無
関
係
で
あ
る）
１０９
（

﹂
と
述
べ
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
に
郵

便
の
果
た
す
役
割
が
小
さ
い
こ
と
を
根
拠
に
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。

　

⑸　

被
害
者
へ
の
ご
ま
か
し
（lulling

）　　

被
害
者
を
欺
い
て
安
心
さ
せ
る
こ
と
で
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
発
見
を
遅
ら
せ
た
り
、
も

み
消
し
た
り
す
る
た
め
に
、
郵
便
や
通
信
が
使
用
さ
れ
た
と
き
に
は
、
た
と
え
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
が
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
し
た
判
例
の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
が
、
一
�
�

六
年
の
レ
ー
ン
・
ケ
ー
ス
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決）
１１０
（

で
あ
る
。
被
告
人
は
、
所
有
し
て
い
た
ビ
ル
が
火
事
に
あ
い
、
火
災
保
険
会
社
か
ら
保
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険
金
を
受
け
取
っ
た
。
被
告
人
は
、
そ
の
後
で
、
虚
偽
の
費
用
の
請
求
書
を
添
付
し
、
保
険
会
社
に
支
払
い
請
求
し
た
費
用
を
リ
ス
ト
に
し

た
書
類
を
郵
送
し
た
。
テ
キ
サ
ス
北
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
人
に
対
し
て
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控

訴
裁
判
所
も
、
こ
の
結
論
を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
が
上
訴
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
た
と
え
被
告
人
が
、

す
で
に
主
要
な
欺
も
う
行
為
に
従
事
し
、
金
銭
を
獲
得
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
本
件
で
使
用
さ
れ
た
郵
便
は
、
詐
取
す
る
計
画
を

促
進
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
は
、﹁
被
害
者
が
安
全
性
に
関
し
て
誤
解
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
て
、
当
局
へ
の
告
訴
が
後
回

し
に
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
郵
便
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
に
比
べ
て
、
被
告
人
の
懸
念
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
き
、
詐
欺
に
よ
っ
て
財
物
を

受
け
取
っ
た
後
の
郵
便
は
、
制
定
法
の
想
定
す
る
範
囲
内
で
あ
る）
１１１
（

﹂
と
説
か
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
判
例
の
中
に
は
、
被
害
者
を
欺
い
て
安
心
さ
せ
る
た
め
の
郵
便
や
通
信
に
つ
い
て
、
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
が
認

め
ら
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
郵
便
や
通
信
が
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
に
お
い
て
標
的
と
さ
れ
た
被
害
者
に
向
け
ら
れ
た
と
き
だ
け
で
あ
る
と
の

限
定
を
加
え
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
�
〇
〇
�
年
の
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
判
決）
１１２
（

に
お
い
て
、
自
動
車
を
被
告
人
が
引
き
受
け

期
日
に
支
払
う
意
思
の
な
い
為
替
手
形
で
購
入
し
た
被
告
人
は
、
州
運
輸
省
が
発
行
す
る
自
動
車
の
名
義
登
録
の
書
類
に
虚
偽
を
記
載
し
て

提
出
す
る
一
方
、
自
動
車
を
善
意
の
第
�
者
に
転
売
し
た
が
、
名
義
登
録
手
続
に
お
い
て
地
区
の
運
輸
省
職
員
が
、
記
録
保
存
の
目
的
で
、

慣
習
的
に
、
運
輸
省
本
省
に
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
の
テ
キ
サ
ス
北
部
地
区
連
邦
地

方
裁
判
所
と
控
訴
審
の
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
被
告
人
が
自
動
車
を
善
意
の
購
入
者
に
売
却
し
た
時
点
で
計
画
は
終
了
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
の
郵
便
は
、
計
画
を
促
進
し
て
い
な
い
と
の
判
断
を
下
し
た
。
ま
た
、
被
害
者
（
被
告
人
が
自
動
車
を
購
入
し
た
側
お
よ

び
自
動
車
を
売
却
し
た
側
）
は
、
い
ず
れ
も
欺
か
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
は
、
州
運
輸
省
本
省
へ
の
郵
便
に
よ
っ
て
﹁
欺
か
れ
、
安
心
さ
せ
ら

れ
て
﹂
も
い
な
い
の
で
、
郵
便
詐
欺
罪
は
成
立
し
な
い
と
の
判
断
を
下
し
た
。
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金
銭
ま
た
は
財
産
の
奪
取

　

⑴　
﹁
金
銭
ま
た
は
財
産
﹂　　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
被
告
人
の
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
が
成
功
す
れ
ば
、

被
害
者
か
ら
金
銭
、
財
産
ま
た
は
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
を
奪
取
し
た
か
、
ま
た
は
奪
取
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
検
察
に
よ
っ
て
合
理

的
な
疑
い
を
超
え
て
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
、
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
述
す
る）
１１３
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、

金
銭
ま
た
は
財
産
に
対
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
本
罪
が
未
完
成
犯
罪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
害
者
に
実
害
の
発
生
や
計
画
の
成
功
の
立
証
ま
で

は
求
め
ら
れ
な
い）
１１４
（

。﹁
財
産
上
の
損
害
﹂
と
い
う
結
果
の
発
生
は
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
付
随
的
な
要
素
で
あ
っ
て
、
成
立
要
件
で
は
な
い

の
で
あ
る）
１１５
（

。

　

判
例
に
お
い
て
、﹁
金
銭
ま
た
は
財
産
﹂
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
定
義
は
提
示
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
判
例
上
、

﹁
詐
術
す
る
計
画
﹂
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
奪
取
さ
れ
、
ま
た
は
奪
い
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
き
に
、
郵
便
詐
欺
罪
や
通

信
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
の
か
、
そ
の
判
断
に
大
き
な
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
混
乱
は
、
立
法
的
な
措
置
に
よ
っ
て
、
そ
の
度

合
い
を
一
層
深
く
し
て
い
る
。

　

⑵　

被
害
者
と
被
欺
も
う
者
の
一
致　
　

後
述
す
る
一
�
�
�
年
の
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
に
お
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、

﹁
希
薄
な
立
法
史
が
明
ら
か
に
す
る
限
り
に
お
い
て
、
郵
便
詐
欺
罪
の
規
定
の
本
来
の
趣
旨
は
、
人
々
を
人
々
の
金
銭
や
財
産
を
奪
い
取
る

計
画
か
ら
守
る
こ
と
に
あ
っ
た）
１１６
（

﹂
と
述
べ
た
。
こ
こ
か
ら
、
判
例
は
、
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
に
、
詐
欺
計
画
の
標
的
、
す
な
わ
ち
﹁
金
銭
ま

た
は
財
産
﹂
を
奪
取
さ
れ
る
被
害
者
が
、
同
時
に
、
被
欺
も
う
者
で
も
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

�
〇
〇
〇
年
の
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ケ
ー
ス
判
決）
１１７
（

に
お
い
て
は
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、﹁
一
�
�
一
条
は
詐
欺
の
客
体
が
被
害
者
の
手

元
に
あ
る
﹃
財
産
﹄
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
﹂
と
述
べ
た
。
裁
判
所
の
中
に
は
、
こ
れ
を
被
害
者
と
被
欺
も
う
者
の
﹁
一
致

（convergence

）﹂
の
要
件
と
呼
ぶ
も
の
も
あ
る）
１１８
（

。
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多
く
の
判
例
が
、
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
に
、
被
欺
も
う
者
が
、
詐
欺
の
標
的
に
さ
れ
た
被
害
者
と
一
致
す
る
こ
と
を
要
求

し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
一
�
�
�
年
の
コ
ー
コ
ラ
ン
・
ケ
ー
ス
判
決）
１１９
（

に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
保
険
監
督
官
委
員
会
は
、
郵
便
詐
欺

罪
を
根
拠
行
為
と
し
て
、
非
刑
事
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
訴
訟
を
提
起
し
た
。
同
委
員
会
は
、
被
告
は
、
�
つ
の
保
険
会
社
か
ら
金
銭
を
奪
う
計
画
を
立

て
て
い
た
と
主
張
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
申
し
立
て
ら
れ
た
欺
も
う
行
為
は
、
州
当
局
に
郵
送
さ
れ
た
虚
偽
の
報
告
書
に
基
づ
き
、
保
険

監
督
官
委
員
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
被
欺
も
う
者
（
保
険
監
督
官
委
員
会
）
は
、
詐
欺
の
標
的
と
さ
れ
た
被

害
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
第
一
審
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
の
下
し
た
郵
便
詐
欺
罪
で
の
有
罪
判

決
に
対
す
る
控
訴
を
受
け
た
第
�
審
に
お
い
て
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
被
告
に
対
す
る
郵
便
詐
欺
罪
の

成
立
を
否
定
し
た
。
同
様
の
判
断
は
、
前
述
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
・
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
下
さ
れ
た
。
本
件
で
は
、
各
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
郵

送
さ
れ
た
書
類
に
よ
っ
て
、
各
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
選
手
た
ち
が
カ
レ
ッ
ジ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
に
出
場
す
る
資
格
が
あ
る
（
Ｎ
Ｃ
Ａ

Ａ
の
規
則
を
遵
守
し
て
い
る
）
と
誤
信
し
た
。
検
察
は
、
こ
の
各
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
欺
も
う
行
為
に
よ
っ
て
、
大
学
は
、
不
適
切
な
選

手
に
奨
学
金
を
支
給
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
学
が
、
詐
欺
の
被
害
者
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控

訴
裁
判
所
は
、
こ
の
計
画
は
、
郵
便
に
よ
っ
て
欺
か
れ
た
側
（
各
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
が
、
そ
う
し
た
方
法
で
、
金
銭
や
財
産
を
奪
い
取
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
と
予
測
し
て
お
ら
ず
、
郵
便
詐
欺
罪
を
構
成
し
な
い
と
結
論
づ
け
た）
１２０
（

。

　

た
だ
し
、
他
の
控
訴
審
判
決
の
中
に
は
、
こ
の
﹁
被
害
者
と
被
欺
も
う
者
の
一
致
﹂
の
要
件
を
不
要
と
し
、
被
欺
も
う
者
が
、
被
害
者
と

一
致
し
な
い
と
き
に
も
、郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、一
�
�
�
年
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ケ
ー
ス
判
決）
１２１
（

で
は
、
被
告
人
が
、
持
株
会
社
に
保
険
会
社
を
買
収
さ
せ
る
際
、
保
険
規
制
当
局
と
の
約
束
に
違
反
し
、
保
険
会
社
の
資
産
を

購
入
価
格
の
一
部
に
当
て
た
り
、
担
保
財
産
か
ら
の
先
取
特
権
を
解
除
し
た
り
す
る
た
め
に
使
用
し
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ

ン
ド
連
邦
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
通
信
詐
欺
罪
に
つ
き
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
被
告
人
か
ら
の
控
訴
を
受
け
た
第
一
巡
回
区
連
邦
控
訴

二七
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裁
判
所
は
、
コ
ー
コ
ラ
ン
・
ケ
ー
ス
判
決
に
同
意
せ
ず
、﹁
た
と
え
ば
、
政
府
の
取
締
官
の
役
割
が
、
第
�
者
の
金
銭
的
利
益
を
保
護
す
る

こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
、
保
護
す
べ
き
資
金
を
奪
う
た
め
に
取
締
官
を
誤
ら
せ
る
計
画
は
、
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
が
要
求
す
る
よ
う
な

﹃
財
産
上
の
権
利
﹄
に
影
響
を
与
え
る）
１２２
（

﹂
と
述
べ
、
原
判
決
を
維
持
し
た
。

　

同
様
の
問
題
は
、
被
告
人
が
、
詐
欺
の
利
益
を
受
け
取
る
こ
と
を
、
計
画
が
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
浮
上
し
て
く
る
。
た
と

え
ば
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
・
ケ
ー
ス
判
決
に
お
い
て
、
大
学
は
、
不
適
格
な
選
手
に
奨
学
金
を
支
給
し
た
こ
と
で
被
害
者
に
な
る
が
、
被
告
人

自
身
は
、
大
学
か
ら
何
ら
の
金
銭
や
財
産
を
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
。
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
こ
う
し
た
事
実
は
、
郵
便
詐

欺
罪
で
有
罪
を
言
い
渡
す
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
た）
１２３
（

。

　

た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
被
告
人
が
実
際
に
被
害
者
か
ら
金
銭
ま
た
は
財
産
を
奪
取
す
る
と
計
画
に
お
い
て
予
測
し
て
い
た
こ
と
を

検
察
が
立
証
す
る
必
要
は
な
い
旨
を
判
示
し
た
判
例
も
存
在
す
る）
１２４
（

。
た
と
え
ば
、
�
〇
〇
�
年
の
ブ
リ
ッ
ジ
・
ケ
ー
ス
判
決）
１２５
（

に
お
い
て
、
合

衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
直
接
的
で
は
な
い
が
、
明
確
に
、
被
害
者
と
被
欺
も
う
者
の
一
致
が
要
求
さ
れ
な
い
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
た
判

断
を
下
し
た
。
郵
便
詐
欺
罪
を
根
拠
行
為
と
す
る
非
刑
事
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
訴
訟
で
あ
る
本
判
決
に
お
い
て
、
被
告
は
、
地
方
自
治
体
が
租
税
先
取

特
権
を
も
つ
財
産
の
所
有
者
に
、
郵
便
で
虚
偽
の
通
知
を
行
っ
た
。
通
知
の
郵
送
は
、
州
法
で
要
求
さ
れ
て
い
た
。
被
告
は
、
租
税
先
取
り

特
権
を
入
札
手
続
で
購
入
し
、
そ
の
後
、
所
有
者
が
先
取
り
特
権
を
清
算
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
当
該
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
を
望
ん
で

い
た
。
被
告
は
、
先
取
特
権
を
購
入
す
る
機
会
を
得
る
た
め
に
、
入
札
手
続
を
偽
装
す
る
計
画
を
立
て
、
そ
の
結
果
、
他
の
入
札
参
加
者
が
、

先
取
り
特
権
を
購
入
し
、
財
産
を
再
度
売
却
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
機
会
を
奪
い
取
っ
た
。
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
た
と
え
被
欺
も
う

者
（
地
方
自
治
体
）
が
、
申
し
立
て
ら
れ
た
計
画
の
被
害
者
（
潜
在
的
な
入
札
参
加
者
）
の
中
に
い
な
く
て
も
、
原
告
は
、
こ
れ
ら
の
事
実

に
基
づ
い
て
十
分
郵
便
詐
欺
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
を
下
し
た
。
直
接
的
な
判
断
で
は
な
い
だ
け
に
、
ブ
リ
ッ
ジ
・
ケ
ー
ス

判
決
の
判
断
が
、
被
害
者
と
被
欺
も
う
者
の
一
致
の
要
件
の
充
足
を
求
め
た
そ
れ
ま
で
の
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
断
を
覆
し
た
と
ま

二八
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で
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
必
要
性
を
明
確
に
は
認
め
て
い
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

�　
﹁
無
形
の
権
利
﹂
の
保
護
を
め
ぐ
る
判
例
と
立
法
の
攻
防

一　

無
形
の
権
利
の
法
理
と
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決

　

⑴　

無
形
の
権
利
の
法
理　
　

判
例
上
、
最
初
に
、
詐
欺
の
対
象
に
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
い
う
無
形
の
利
益
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
明

言
し
た
の
は
、
一
�
�
�
年
の
ハ
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
ケ
ー
ス
判
決
で
あ
っ
た）
１２６
（

。
本
件
は
、
郵
便
詐
欺
罪
で
は
な
く
、
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪

の
規
定
（
合
衆
国
法
典
第
一
�
編
�
�
一
条
）
の
文
言
と
し
て
の
﹁
欺
く
（defraud

）﹂
に
つ
い
て
の
判
断
で
あ
っ
た
が
、﹁
欺
く
﹂
こ
と

に
よ
っ
て
金
銭
や
財
物
を
奪
取
し
て
い
な
い
場
合
に
も
、
同
罪
が
成
立
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

　

無
形
の
権
利
の
侵
害
に
対
し
て
、
郵
便
詐
欺
罪
の
適
用
を
肯
定
し
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
は
、
一
�
�
一
年
の
シ
ュ
ー
シ
ャ
ン
・
ケ

ー
ス
判
決）
１２７
（

で
あ
っ
た
。
本
件
で
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
オ
リ
ン
ズ
郡
堤
防
管
理
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
被
告
人
が
、
公
債
取
扱
業
者
と

共
謀
し
て
公
債
の
借
り
換
え
計
画
を
立
て
、
計
画
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
見
返
り
に
報
酬
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い

て
、
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
が
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
、
第
�
巡
回
区
連

邦
控
訴
裁
判
所
も
原
判
決
を
支
持
し
、
被
告
人
の
控
訴
を
斥
け
た
。
そ
の
際
、
判
決
に
お
い
て
、﹁
公
務
員
に
賄
賂
を
贈
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

他
の
者
よ
り
も
頻
繁
に
公
的
な
契
約
を
獲
得
す
る
計
画
は
、
賄
賂
罪
の
実
行
の
計
画
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
を
欺
く
計
画
で
も
あ
る
﹂、

﹁
公
務
員
よ
り
も
尊
い
義
務
を
負
っ
て
い
る
者
は
お
ら
ず
、
公
務
員
を
買
収
す
る
こ
と
で
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
得
る
あ
ら
ゆ
る
計
画
は
、
連

邦
法
に
お
い
て
、
詐
取
す
る
計
画
と
な
る
べ
き
で
あ
る）
１２８
（

﹂
と
し
て
、﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
い
う
無
形
の
権
利
に
郵
便
詐
欺
罪
の
適
用
を

肯
定
す
る
以
後
の
判
例
の
萌
芽
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
判
示
が
な
さ
れ
た
。
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そ
の
後
も
、
シ
ュ
ー
シ
ャ
ン
・
ケ
ー
ス
判
決
と
同
趣
旨
の
判
例
は
散
見
さ
れ
た
が
、
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
た）
１２９
（

。
そ
う
し
た
状
況
が
一
変

す
る
の
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
以
後
の
一
�
�
〇
年
代
か
ら
�
〇
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
汚
職
へ
の
社
会
的
な
批
判
の
強

ま
り
を
受
け
て
、
連
邦
検
察
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
州
や
地
方
レ
ベ
ル
の
汚
職
を
も
取
り
締
ま
る
手
段
と
し
て）
１３０
（

、
郵
便
詐
欺
罪
と

通
信
詐
欺
罪
の
適
用
範
囲
を
急
速
に
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た）
１３１
（

。
そ
こ
で
は
、
公
務
員
が
、
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
信
任
義
務
に
違
反
し
、
市
民
へ

の
提
供
を
怠
っ
た
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
（honest service

）﹂
と
い
う
無
形
の
権
利
を
奪
い
取
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
（
無
形
の
権
利
の
法

理
︹intangible right theory

︺）
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
無
形
の
権
利
の
法
理
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
検
察
は
、
金
銭
の
授

受
の
証
拠
が
明
ら
か
で
な
い
よ
う
な
賄
賂
の
ケ
ー
ス
に
対
し
て
も
、
積
極
的
な
取
締
り
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た）
１３２
（

。

　

⑵　

マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決　
　

と
こ
ろ
が
、
一
�
�
�
年
の
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決）
１３３
（

に
お
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、

そ
う
し
た
従
来
の
判
例
を
否
定
し
、
単
に
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
が
市
民
に
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
、
郵
便
詐
欺
罪
の
規
定

に
違
反
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
の
判
断
を
下
し
た
。
本
件
の
事
実
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
当
時
の
民
主
党
ケ
ン

タ
ッ
キ
ー
州
代
表
と
特
定
の
保
険
会
社
の
間
で
、
州
に
よ
る
労
災
保
険
契
約
を
独
占
的
に
行
う
よ
う
に
手
配
す
る
見
返
り
に
、
州
代
表
に
保

険
会
社
か
ら
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
計
画
の
中
で
、
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
さ
れ
た
金
銭
を
受
領
す
る
ダ
ミ
ー
会
社
の
経
営
者
と
し

て
関
与
し
、
報
酬
を
受
け
取
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
保
険
会
社
の
選
定
手
続
に
は
重
大
な
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
契
約
し
た
保
険
会
社

は
適
正
な
金
額
を
保
険
金
と
し
て
請
求
し
、
契
約
し
た
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
た
め
、
検
察
は
、
こ
の
計
画
の
結
果
と
し
て
、
ケ
ン

タ
ッ
キ
ー
州
や
そ
の
住
民
は
、
金
銭
で
は
な
く
、
公
正
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
奪
い
取
ら
れ
た
と
主
張
し
、
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
し
た
。

　

第
一
審
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
従
来
の
判
例
を
踏
襲
し
て
検
察
の
主
張
を
認
め
、
被
告
人
を
郵
便
詐
欺
罪
で

有
罪
と
し
た
。
第
六
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
、
こ
の
結
論
を
支
持
し
た
の
に
対
し
て
、
被
告
人
の
上
告
を
受
け
た
合
衆
国
最
高
裁
判
所

は
、
こ
う
し
た
従
来
の
判
例
の
立
場
を
否
定
し
、
原
審
の
有
罪
判
決
を
破
棄
し
た
。
本
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
は
、﹁
郵
便
詐
欺
罪

三
〇



（　
　

）

ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

同
志
社
法
学　

六
六
巻
一
号�

三
一

の
規
程
が
財
産
権
を
保
護
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
良
き
政
府
に
よ
る
市
民
の
無
形
の
権
利
に
は
言
及
し
て
い
な
い
﹂
と
述
べ
、

﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
い
う
無
形
の
権
利
の
奪
取
を
郵
便
詐
欺
罪
の
適
用
範
囲
に
含
め
る
こ
と
を
明
確
に
否
定
し
た
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
判

事
に
よ
る
反
対
意
見
が
付
さ
れ
た
も
の
の
、
結
果
的
に
、
最
高
裁
は
、
そ
れ
ま
で
下
級
審
が
展
開
し
て
き
た
郵
便
詐
欺
罪
の
拡
張
的
な
適
用

を
支
持
し
な
か
っ
た
。
最
高
裁
は
、﹁
も
し
、議
会
が
そ
の
先
へ
進
む
こ
と
を
望
む
な
ら
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
よ
り
は
っ
き
り
と
言
う
べ
き
だ
﹂

と
指
摘
し
、
郵
便
詐
欺
罪
の
無
形
の
利
益
へ
の
適
用
は
、
解
釈
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
立
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
と
の
姿
勢
を
示
し
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
従
来
拡
張
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
に
明
確
な
限
定
を
加
え
た
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ

ー
ス
判
決
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
く
、
と
り
わ
け
両
罪
を
財
産
犯
罪
で
は
な
い
汚
職
の
事
案
に
適
用
し
て
き
た
検
察
に
は
大
き
な
痛
手
と
な

っ
た）
１３４
（

。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
こ
れ
以
後
の
判
例
は
、
お
お
き
く
�
つ
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
の
先
例
と
し
て

の
意
義
に
限
定
を
加
え
て
い
く
。
一
つ
は
、
無
体
財
産
に
つ
い
て
の
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
適
用
で
あ
り
、
他
は
、﹁
財
産
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
の
法
理
﹂
に
よ
る
間
接
的
な
財
産
的
利
益
へ
の
両
罪
の
適
用
で
あ
る
。

二　

無
体
財
産
の
保
護

　

⑴　

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決　
　

マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
に
よ
っ
て
、﹁
無
形
の
権
利
の
法
理
﹂
を
否
定
し
て
か
ら
一
年
に

も
満
た
な
い
間
に
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
一
�
�
一
条
に
定
め
ら
れ
た
﹁
財
産
﹂
に
、
無
体
財
産
が
含
ま
れ
る
と
の
判
断
を
下
し
た
。

一
�
�
�
年
の
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決）
１３５
（

で
あ
る
。
本
件
の
事
実
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。﹃
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ

ー
ナ
ル
﹄
紙
の
記
者
で
あ
っ
た
被
告
人
は
、
金
融
に
関
す
る
連
載
コ
ラ
ム
の
執
筆
を
担
当
し
て
お
り
、
そ
の
コ
ラ
ム
の
中
で
扱
わ
れ
る
内
容

は
、
潜
在
的
に
株
価
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
記
事
の
影
響
力
の
目
を
付
け
た
被
告
人
は
、
そ
の
共
同
謀
議
者
と
と
も

三
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に
、
コ
ラ
ム
の
公
表
に
先
立
っ
て
、
コ
ラ
ム
の
中
で
取
り
上
げ
る
会
社
の
株
を
購
入
し
、
コ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
、
株
価
が
上
昇
し
た
後
、
株

を
売
却
し
、
利
益
を
得
た
。
記
者
は
、
新
聞
社
か
ら
は
、
有
形
的
な
財
産
を
奪
取
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
雇
用
主
で
あ
る
同
社
の
方
針
に
違

反
し
、
情
報
（
コ
ラ
ム
の
内
容
）
を
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
被
告
人
ら
は
、
証
券
詐
欺
罪
の
ほ
か
、
郵
便
詐

欺
罪
で
も
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
、
第
�
審
の
第
�
巡
回

区
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
、
こ
れ
を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
が
﹁
本
件
行
為
で
は
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
の
財
産
は

奪
っ
て
い
な
い
た
め
、
財
産
の
奪
取
が
成
立
要
件
と
な
っ
て
い
る
郵
便
詐
欺
罪
は
成
立
し
な
い
﹂
な
ど
と
し
て
上
告
し
た
。

　

合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
、﹁
記
者
が
自
己
の
利
益
も
た
ら
す
た
め
に
記
事
を
書
い
た
と
読
者
に
知
ら
れ
れ
ば
、

同
社
の
評
判
は
影
響
を
受
け
る
の
で
、
情
報
は
、
同
社
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
。
そ
う
し
た
証
拠
は
、
郵
便
詐
欺
罪
で
有
罪
を
言
い
渡
す
の

に
十
分
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
は
、
情
報
を
機
密
保
持
し
、
公
表
の
前
に
情
報
を
排
他
的
に
使
用
す

る
無
体
財
産
を
奪
い
取
ら
れ
た
と
の
判
断
を
示
し
た
。

　

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
は
、
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
合
衆
国
最
高
裁
判
決
の
余
韻
が
冷
め
や
ら
な
い
時
期
に
下
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
無
形
の
権
利
の
一
形
態
で
あ
る
は
ず
の
無
体
財
産
に
つ
い
て
、
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
本

判
決
に
対
し
て
は
、
①
無
形
の
権
利
を
侵
害
し
た
事
案
へ
の
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
を
否
定
し
た
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
の
意
義
を
矮
小

化
し
て
し
ま
う）
１３６
（

、
②
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
イ
フ
に
お
け
る
雇
用
主
と
従
業
者
の
間
の
関
係
を
大
き
く
変
質
さ
せ
る）
１３７
（

、
③
不
明
確
な
連

邦
法
上
の
義
務
（
本
来
は
、
州
レ
ベ
ル
で
規
定
さ
れ
る
方
が
望
ま
し
い
義
務
）
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
な
る）
１３８
（

、
④
本
来
、
証
券
詐
欺
罪
と
し

て
罰
す
べ
き
事
案
に
つ
い
て
、
そ
の
成
否
が
読
め
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
険
と
し
て
、
代
替
手
段
の
郵
便
詐
欺
罪
を
不
当
に
追
加
し
て
い

る
）
１３９
（

な
ど
の
批
判
が
加
え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
体
財
産
を
財
物
に
含
む
と
い
う
判
断
を
下
す
判
例
は
、
そ
の
後
も
踏
襲
さ
れ
続
け
て
い
る
。
た
と
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え
ば
、
�
〇
〇
�
年
の
ア
ル
サ
ゲ
ア
・
ケ
ー
ス
判
決）
１４０
（

に
お
け
る
判
断
は
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
と
類
似
の
法
理
を
用
い
た
郵
便
詐

欺
罪
の
適
用
例
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
件
に
お
い
て
、
被
告
人
は
、
教
育
テ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
（
Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
を
、
受
験
を
申
し
込
ん
だ
者
と
は
別
人
が
受
験
す
る
計
画
に
つ
き
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
被
告
人
の
主
張
を

一
部
認
め
、
一
部
却
下
す
る
に
あ
た
っ
て
、
裁
判
所
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
運
営
と
採
点
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
制
定
法
の
も
と
で
の
﹁
財
産
﹂
に
は
当

た
ら
な
い
が
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
、
そ
の
信
用
と
商
標
に
財
産
的
利
益
を
有
し
て
い
る
と
判
断
を
下
し
た
。

　

⑵　

無
体
財
産
権
の
限
定　
　

こ
の
よ
う
に
、
判
例
は
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
対
象
と
し
て
要
求
さ
れ
る
財
産
に
は
、
有
体
財
産
だ
け

で
な
く
、
無
体
財
産
も
含
む
と
解
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
判
例
の
姿
勢
に
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
強
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
こ

う
し
た
批
判
を
ふ
ま
え
、
判
例
の
中
に
は
、
一
�
�
一
条
に
い
う
﹁
財
産
﹂
に
該
当
す
る
無
体
財
産
の
範
囲
に
限
定
を
試
み
る
も
の
も
散
見

さ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
一
�
�
�
年
の
チ
ュ
ー
ビ
ン
ス
キ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決）
１４１
（

で
は
、
無
体
財
産
が
一
律
に
一
�
�
一
条
の
財
産
に
含
ま
れ
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
本
件
に
お
い
て
、
内
国
歳
入
庁
の
職
員
で
あ
っ
た
被
告
人
は
、
職
務
と
無
関
係
に
、
同
庁
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

使
用
し
、
被
告
人
の
知
人
や
興
味
の
あ
る
者
の
所
得
税
に
関
す
る
情
報
を
頻
繁
に
閲
覧
し
た
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
詐
欺
罪
と
と
も
に
、
通

信
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
が
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
の
に
対
し
て
、
第
�
審
の
第
一
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、﹁
単

に
、
あ
る
者
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
々
の
記
録
を
拾
い
読
み
す
る
こ
と
は
、
非
難
に
値
し
て
も
、﹃
無
体
財
産
の
奪
取
﹄
と
い
う
構
成
で

通
信
詐
欺
罪
で
の
有
罪
を
支
持
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る）
１４２
（

﹂
と
述
べ
、
原
判
決
を
破
棄
し
た
。
そ
こ
で
は
、﹁
一
�
�
�
条
の
下
で
、
機
密

情
報
の
中
に
あ
る
他
人
の
無
体
財
産
を
奪
い
取
っ
た
と
さ
れ
る
に
は
、
被
告
人
の
行
為
の
結
果
と
し
て
、
何
ら
か
の
明
確
な
害
が
情
報
の
所

有
者
に
降
り
か
か
る
か
、
ま
た
は
、
情
報
の
使
用
が
、
経
済
的
な
意
味
で
有
効
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
た
者
に
よ
っ

て
、
何
ら
か
の
利
益
に
つ
な
が
る
使
用
が
意
図
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
を
、
拘
束
力
を
有
す
る
先
例
と
良
識
は
支
持
し
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ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

て
い
る）
１４３
（

﹂
と
述
べ
ら
れ
、
無
体
財
産
の
中
に
も
、
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
を
根
拠
づ
け
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
確
認
に
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
�
〇
〇
〇
年
の
ク
レ
ブ
ラ
ン
ド
・
ケ
ー
ス
判
決）
１４４
（

に
お
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
経
済
的
な
価
値
に
つ
な
が
る
無
体
財
産

の
中
に
も
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
対
象
と
な
る
財
産
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
本
件
に
お
い
て
、
被
告
人
は
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
法
的
・
経
済
的
条
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
ビ
デ
オ
・
ポ
ー
カ
ー
機
の
使
用
を
許

可
す
る
州
の
免
許
を
得
る
た
め
に
、
虚
偽
記
載
の
あ
る
申
請
書
を
州
警
察
に
送
付
し
た
と
し
て
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
ル
イ
ジ
ア
ナ

東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
が
有
罪
を
言
い
渡
し
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
が
こ
れ
を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
が
上
訴
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
最
高
裁
判
所
は
、
全
会
一
致
で
、
未
発
効
の
許
可
や
免
許
は
、
一
�
�
一
条
の
定
め
る
﹁
財
産
﹂
に
当
た
ら
な
い
と
の
結
論

に
達
し
、
被
告
人
の
郵
便
詐
欺
で
の
有
罪
判
決
を
破
棄
し
た
。
判
決
で
は
、
た
と
え
、
免
許
が
、
発
行
後
に
受
け
取
っ
た
者
に
よ
っ
て
所
有

さ
れ
れ
ば
財
産
に
な
る
と
し
て
も
、
許
可
や
免
許
を
発
行
す
る
権
限
を
有
す
る
州
や
地
方
自
治
体
の
財
産
に
は
な
ら
な
い
と
の
判
断
が
下
さ

れ
た）
１４５
（

。
そ
う
し
た
免
許
は
、
現
実
に
規
制
さ
れ
て
お
り
、
免
許
の
た
め
の
手
数
料
の
支
払
い
も
、
州
の
免
許
を
取
り
消
す
権
利
も
、
結
局
の

と
こ
ろ
、﹁
財
産
上
の
﹂
利
益
で
は
な
い
と
解
さ
れ
た
の
で
あ
る）
１４６
（

。

三　
「
財
産
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
」
を
奪
取
し
た
ケ
ー
ス
へ
の
適
用

　

⑴　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
の
法
理　
　

マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
に
よ
っ
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐

欺
罪
が
、﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
を
奪
取
す
る
計
画
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
が
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
に
よ
っ
て
、

無
形
の
権
利
の
中
で
も
、
無
体
財
産
を
奪
取
す
る
計
画
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
肯
定
し
た
。
さ
ら
に
、
検
察
は
、
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判

決
の
先
例
と
し
て
の
拘
束
力
の
さ
ら
な
る
限
定
に
向
け
て
、﹁
財
産
﹂
の
定
義
の
緩
和
を
試
み
て
き
た
。
そ
う
し
た
試
み
の
一
つ
が
、
被
害

者
の
金
銭
や
財
産
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
に
、被
告
人
が
影
響
を
与
え
る
情
報
を
漏
ら
し
た
と
き
、﹁
財
産
﹂

三四
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を
奪
取
し
た
と
し
て
、
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
﹁
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
の
法
理
（the right to control 

theory
）﹂
の
採
用
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
一
�
�
�
年
の
カ
タ
ル
フ
ォ
・
ケ
ー
ス
判
決）
１４７
（

で
は
、
違
法
な
商
品
先
物
取
引
の
計
画
が
、
取
引
を
引
き
受
け
、
損
害
を
被
っ

た
手
形
交
換
取
引
会
社
の
損
害
リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
を
妨
げ
た
と
し
、
そ
う
し
た
計
画
は
、
通
信
詐
欺
罪
の
射
程
に
含
ま
れ

る
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
イ
リ
ノ
イ
北
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
の
通
信
詐
欺
罪
で
の
有
罪
判
決
に
対

す
る
控
訴
に
お
い
て
な
さ
れ
た
﹁
こ
れ
は
単
な
る
無
形
の
権
利
の
侵
害
に
過
ぎ
な
い
﹂
と
い
う
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
、
会
社
か
ら
、
そ
の

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
を
奪
い
取
っ
た
こ
と
は
、
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
が
求
め
た
﹁
金
銭
ま
た
は
財
産
﹂
の

奪
取
と
い
う
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
し
た
。

　
﹁
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
の
法
理
﹂
は
、
同
様
に
、
�
〇
〇
�
年
の
グ
レ
イ
・
ケ
ー
ス
判
決）
１４８
（

に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
た
。
本
判
決
に
お

い
て
、
夫
と
愛
人
を
殺
害
し
、
保
険
金
を
得
よ
う
と
し
た
被
告
人
に
つ
い
て
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
連
邦
地
方
裁
判
所
が
下
し
た
郵
便
詐
欺
罪
と

通
信
詐
欺
罪
で
の
有
罪
判
決
に
対
し
て
な
さ
れ
た
控
訴
に
対
し
て
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、﹁
保
険
会
社
は
、
保
険
の
給
付
金

が
誰
に
支
払
わ
れ
る
の
か
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
を
有
す
る
﹂
と
し
、
こ
の
給
付
金
の
支
払
い
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
は
、
マ
ク

ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
の
求
め
る
﹁
金
銭
ま
た
は
財
産
﹂
の
要
件
を
満
た
す
と
結
論
づ
け
た
。

　
﹁
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
の
法
理
﹂
の
別
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、一
�
�
�
年
の
ホ
ウ
キ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決）
１４９
（

に
お
い
て
浮
上
し
て
き
た
。

本
件
の
事
実
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
郡
保
安
官
で
あ
っ
た
被
告
人
は
、
少
年
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
る

コ
ン
サ
ー
ト
の
支
援
の
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
が
集
め
た
寄
付
金
の
ほ
と
ん
ど
を
私
的
に
流
用
し
た
と
し
て
、
不
法
な
金
融
取
引
罪
、
虚

偽
の
所
得
税
還
付
請
求
罪
、
地
方
自
治
体
財
産
の
不
正
使
用
罪
な
ど
と
と
も
に
、
郵
便
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
の
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ

連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
被
告
人
に
有
罪
を
言
い
渡
し
た
の
に
対
し
て
、
被
告
人
は
、
企
業
は
コ
ン
サ
ー
ト

三五
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ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

の
広
報
を
受
注
し
、
観
客
は
チ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
財
産
を
失
っ
た
者
は
誰
も
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
欺
く
計
画
は
存
在
し
な
い

と
主
張
し
、
控
訴
し
た
。
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
支
援
者
ら
は
、
寄
付
金
で
地
域
の
少
年
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
す
る
こ
と

を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
被
告
人
の
利
益
を
意
図
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
述
べ
、
原
判
決
を
支
持
し
、
被
告
人
の
控
訴
を
斥
け
た
。

　

⑵　
﹁
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
の
法
理
﹂
の
限
界　
　

他
方
に
お
い
て
、﹁
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
の
法
理
﹂
の
採
用
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
判
例
も
あ
る
。
一
�
�
�
年
の
エ
バ
ン
ズ
・
ケ
ー
ス
判
決）
１５０
（

で
は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
ま
た
は

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
許
可
を
得
て
製
造
さ
れ
た
武
器
の
イ
ラ
ン
へ
の
販
売
を
計
画
し
、
そ
の
計
画
の
一
環
と
し
て
、
武
器
の
販
売
先
を
偽
り
、

偽
造
し
た
武
器
使
用
許
可
終
了
証
明
書
類
を
政
府
に
提
出
す
る
な
ど
し
た
被
告
人
が
、
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
で
も
起
訴
さ
れ
た
。
第

一
審
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
人
へ
の
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
の
に
対
し
て
、
第
�
巡
回
区
連
邦

控
訴
裁
判
所
は
、
こ
の
計
画
は
金
銭
ま
た
は
財
産
の
喪
失
を
伴
わ
ず
、
郵
便
詐
欺
罪
の
起
訴
の
根
拠
を
も
た
な
い
と
の
判
断
を
下
し
た
。
同

裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
侵
害
さ
れ
た
﹁
合
衆
国
政
府
が
有
す
る
唯
一
の
権
利
は
、
武
器
の
行
き
先
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
で
あ
り
、

財
産
権
で
は
な
い
﹂
と
述
べ
、
合
衆
国
製
ま
た
は
合
衆
国
が
製
造
を
許
可
し
た
武
器
の
第
�
国
へ
の
販
売
を
拒
否
す
る
政
府
の
権
利
が
、
郵

便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
保
護
の
対
象
と
な
る
﹁
財
産
﹂
で
あ
る
と
い
う
検
察
の
主
張
を
斥
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、﹁
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
の
法
理
﹂
を
採
用
す
る
こ
と
で
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
に
お
い
て
標
的
と
さ
れ
た
被
害
者
が
有

体
財
産
を
奪
い
取
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
侵
害
さ
れ
た
無
形
の
権
利
（
カ
タ
ル
フ
ォ
・
ケ
ー
ス
判
決
に
お
け
る
経
済
的
損
失
の
リ
ス
ク
や
グ

レ
イ
・
ケ
ー
ス
判
決
に
お
け
る
保
険
給
付
金
の
支
払
い
、
ホ
ウ
キ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
に
お
け
る
寄
付
金
の
使
途
な
ど
）
に
利
害
関
係
を
も
つ

場
合
に
は
、
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
す
る
余
地
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
合
衆
国
政
府
が
、
問
題
と
な
っ
た
武
器
を

所
有
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
武
器
の
違
法
売
却
に
よ
っ
て
政
府
に
経
済
的
な
利
益
の
喪
失
が
認
め
ら
れ
な
い
エ
バ
ン
ズ
・
ケ
ー
ス
判

決
で
、
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
も
、
同
一
線
上
で
理
解
可
能
と
な
る
。
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⑶　

海
外
政
府
の
財
産
上
の
利
益　
　
﹁
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
の
法
理
﹂
の
適
用
範
囲
は
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
標
的
と
さ
れ
た
被

害
者
が
、
外
国
政
府
の
場
合
に
ま
で
及
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
の
が
、
�
〇
〇
�
年
の
パ
ス
ク
ア
ン
テ
ィ
ノ
・

ケ
ー
ス
判
決）
１５１
（

で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
、
被
告
人
は
、
カ
ナ
ダ
の
酒
税
を
免
れ
る
た
め
、
大
量
の
蒸
留
酒
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
カ
ナ
ダ

に
密
輸
す
る
計
画
を
実
行
し
た
が
、
そ
の
計
画
の
中
で
、
州
を
ま
た
ぐ
通
信
を
使
用
し
た
こ
と
か
ら
、
通
信
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
第
�

巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
輸
入
さ
れ
た
酒
類
に
適
正
に
租
税
を
課
す
と
い
う
カ
ナ
ダ
政
府
の
権
利
は
、
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
要
件
で
あ

る
﹁
財
産
﹂
に
あ
た
る
と
す
る
一
方
で
、﹁
裁
判
所
が
、
外
国
の
租
税
法
の
承
認
や
執
行
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
コ
モ
ン
・
ロ

ー
の
﹃
歳
入
ル
ー
ル
﹄
に
反
す
る
﹂
と
い
う
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
て
、
原
判
決
を
支
持
し
た
。
被
告
人
は
、
上
告
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
、

外
国
で
の
租
税
を
免
脱
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
の
判
断
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら）
１５２
（

、
最
高
裁
判
所
の
判
断
に
注
目

が
集
ま
っ
た
。
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
�
対
�
で
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
の
規
定
は
、
被
害
者
が
海
外
の
政
府
の
と
き
に
も
適

用
す
る
と
い
う
判
断
を
下
し
た
。
本
判
決
の
多
数
意
見
は
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
断
を
支
持
し
、
そ
の
う
え
で
、
本
判
決
を

ク
レ
ブ
ラ
ン
ド
・
ケ
ー
ス
判
決
と
区
別
し
、
カ
ナ
ダ
の
租
税
歳
入
の
権
利
は
、﹁
単
純
に
﹃
経
済
的
﹄
利
益
﹂
で
あ
る
と
述
べ
た）
１５３
（

。
ま
た
、

歳
入
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
、
そ
う
し
た
ル
ー
ル
が
、﹁
外
国
の
租
税
を
回
避
す
る
詐
欺
の
計
画
を
起
訴
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い

る
と
結
論
づ
け
、
ま
た
は
含
意
し
た）
１５４
（

﹂
判
例
は
存
在
し
な
い
と
し
て
、
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
、
現
判
決
を
支
持
し
た）
１５５
（

。

四　

一
三
四
六
条
の
制
定
と
「
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
」
の
は
く
奪

　

⑴　

一
�
�
六
条
の
新
設　
　

郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
に
は
、
金
銭
ま
た
は
財
産
を
奪
取
す
る
計
画
の
存
在
が
必
要
と
判
断

し
た
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
の
先
例
と
し
て
の
射
程
は
、
そ
の
後
の
判
例
が
、
無
体
財
産
と
﹁
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
﹂
へ
の
適
用

を
肯
定
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
一
�
�
�
年
に
は
、
立
法
レ
ベ
ル
で
も
、
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
マ
ク
ナ
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ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
を
覆
す
内
容
の
規
定
が
導
入
さ
れ
た
。﹁﹃
詐
取
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
﹄
の
定
義
﹂
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
た
合

衆
国
法
典
第
一
�
編
一
�
�
六
条
は
、
簡
潔
に
、﹁
本
章
の
目
的
上
、﹃
詐
取
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
﹄
の
語
に
は
、
他
の
者
か
ら
、
公
正
な

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
無
形
の
権
利
を
奪
取
す
る
計
画
ま
た
は
計
略
を
含
む）
１５６
（

﹂
と
定
め
、
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
が
否
定
し
た
﹁
公
正
な
サ

ー
ビ
ス
﹂
を
再
度
規
定
に
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決
の
判
断
を
覆
す
と
い
う
重
い
内
容
の
規
定
の
導
入
で
あ
っ
た
が
、
同
条
は
、
関
連
性
の
薄
い
規
定

を
包
括
し
た
法
案
の
一
部
と
し
て
可
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
解
釈
に
際
し
て
、
裁
判
所
を
手
引
き
す
る
よ
う
な
立
法
過
程
で
の
議
論
は
、
ほ

と
ん
ど
残
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
以
後
の
判
例
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
こ
の
規
定
の
適
用
範
囲
を
い
か
に
解
す
べ
き
か
、

苦
悩
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
一
�
�
六
条
に
よ
る
起
訴
に
は
、
被
告
人
が
、
州
法
に
違
反
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否
か）
１５７
（

、
被
告
人

が
、
被
害
者
の
経
済
的
な
損
害
を
意
図
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否
か）
１５８
（

、
被
告
人
が
、
私
的
な
利
益
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否
か）
１５９
（

な
ど
の
点
で
、
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
断
は
分
か
れ
た
。
ま
た
、
控
訴
審
判
決
の
中
に
は
、
制
定
法
の
解
釈
に
当
た
っ
て
、
一
�
�

六
条
が
制
定
さ
れ
る
前
の
判
例
法
の
拘
束
力
を
認
め
る
も
の
と
、認
め
な
い
も
の
が
現
れ
た）
１６０
（

。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂

の
不
明
確
さ
が
、
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
適
用
に
混
乱
を
招
き
、
検
察
に
よ
る
両
罪
の
濫
用
を
許
し
て
い
る
と
の
厳
し
い
批
判
が
加

え
ら
れ
、
そ
の
改
善
に
向
け
、﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
定
義
の
明
確
化
を
図
る
試
み
が
提
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）
１６１
（

。

　

⑵　

ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
判
決　
　

こ
う
し
た
混
乱
し
た
状
況
に
一
応
の
決
着
を
つ
け
た
の
が
、
�
〇
一
〇
年
の
ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー

ス
判
決）
１６２
（

で
あ
っ
た
。
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
判
決
に
お
い
て
、
一
�
�
六
条
の
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
対
す
る

通
信
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
に
制
限
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
本
件
の
事
実
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
�
〇
〇
一
年
に
、
ア
メ
リ
カ
史

上
、
最
大
規
模
の
倒
産
に
み
ま
わ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
引
会
社
の
エ
ン
ロ
ン
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
っ
た
被
告
人
は
、
破
た
ん
に
至
る
過
程
で
行
わ

れ
た
、
特
定
目
的
会
社
を
使
っ
た
簿
外
取
引
に
よ
り
、
決
算
上
の
利
益
を
水
増
し
計
上
す
る
な
ど
し
た
粉
飾
決
算
に
つ
き
、
他
の
経
営
者
ら
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と
と
も
に
、
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
、
証
券
詐
欺
罪
、
監
査
役
へ
の
虚
偽
報
告
な
ど
�
�
の
訴
因
で
起
訴
さ
れ
、
第
一
審
の
テ
キ
サ
ス
南
部
地

区
連
邦
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
そ
の
う
ち
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
通
信
詐
欺
罪
を
含
む
一
�
の
訴
因
に
つ
き
、
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ

た
。
第
�
審
の
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
、
原
判
決
を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
が
上
告
し
た
。

　

結
論
的
に
、
上
告
審
に
お
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
通
信
詐
欺
罪
に
つ
い
て
有
罪
と
し
た
原
判
決
を

破
棄
し
た
が
、
一
�
�
六
条
に
お
け
る
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
定
義
が
、
違
憲
な
ほ
ど
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
の
被
告
人
の
主
張
に
は
与
し

な
か
っ
た
。
同
判
決
の
中
で
、
最
高
裁
は
、
そ
う
し
た
評
価
を
避
け
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
一
�
�
六
条
に
お
け
る
﹁
公
正
な
サ

ー
ビ
ス
﹂
の
意
義
に
つ
い
て
、
合
憲
限
定
解
釈
を
行
っ
た
。﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
例
の
大
多
数
が
、
信
任
義
務
に
違
反
し
て
、

賄
賂
や
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
計
画
に
従
事
す
る
犯
罪
者
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
議
会
に
一
�
�
六
条
の
立
法
化
を
促
し
た
マ
ク
ナ
リ

ー
・
ケ
ー
ス
判
決
も
、
典
型
的
な
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
の
事
件
で
あ
っ
た
。
我
々
が
、
議
会
に
よ
っ
て
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
が
覆
さ
れ
た

と
結
論
づ
け
た
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
の
法
理
の
復
権
は
、
そ
の
適
用
範
囲
を
、
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
以
前
の
判
例
法
の
中
核
的
な
部
分

に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
い
出
せ
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
救
い
出
す
べ
き
で
あ
る）
１６３
（

﹂。
こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
一
�

�
六
条
に
お
け
る
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
意
義
を
﹁
賄
賂
や
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
計
画
に
よ
っ
て
違
反
さ
れ
る
信
任
義
務
﹂
と
い
う
﹁
無
形
の

権
利
﹂
に
限
定
す
る
こ
と
で
枠
づ
け
し
、
一
�
�
六
条
そ
の
も
の
を
違
憲
な
ほ
ど
あ
い
ま
い
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
一
方
で
、
こ

う
し
た
限
定
的
な
意
義
で
の
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
侵
害
が
認
め
ら
れ
な
い
ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
通
信
詐
欺
罪
の
成
立

を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
判
決
に
お
け
る
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
姿
勢
に
は
、
批
判
の
声
も
少
な
く
な
い）
１６４
（

。
最
高
裁
に
お
い
て
も
、

ス
カ
リ
ア
判
事
は
、
ト
ー
マ
ス
判
事
と
ケ
ネ
デ
ィ
判
事
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
補
足
意
見
の
中
で
、﹁﹃
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
詐
欺
﹄

の
禁
止
を
﹃
賄
賂
や
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
﹄
の
禁
止
に
変
換
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
遠
い
昔
に
き
っ
ぱ
り
捨
て
去
っ
た
権
限
、
す
な
わ
ち
、
新
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メ
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カ
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済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

た
な
連
邦
犯
罪
を
つ
く
り
出
す
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る）
１６５
（

﹂
と
述
べ
、
一
�
�
六
条
は
、
そ
の
全
体
に
つ
い
て
違
憲
な
ほ
ど
に
あ
い
ま

い
と
の
印
象
を
与
え
て
き
た
と
述
べ
た
。

　

⑶　

ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
判
決
以
後　
　

合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
判
決
に
お
い
て
、
一
�
�
六
条
の
適
用
範

囲
に
関
し
て
一
定
の
方
向
性
を
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
は
、
一
�
�
六
条
が
内
包
す
る
数
々
の
問
題
を
解
決
す
る
ど
こ
ろ
か
、
放
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
下
級
審
に
お
け
る
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
関
す
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
適
用
に
混
乱
を
招
い
た

感
は
否
め
な
い）
１６６
（

。

　

そ
う
し
た
ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
判
決
後
の
下
級
審
が
直
面
し
て
い
る
問
題
の
一
つ
が
、﹁
検
察
は
、
被
告
人
が
意
図
し
て
い
た
被
害
者

に
対
し
て
信
任
義
務
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
﹂と
い
う
点
で
あ
る
。
ス
キ
リ
ン
グ
・

ケ
ー
ス
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
関
す
る
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲
を
画
す
際
に
、
先
例
と
な
る
�
〇
〇
�

年
の
リ
ビ
ツ
キ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
に
依
拠
し
た）
１６７
（

。
本
件
は
、
弁
護
士
で
あ
っ
た
被
告
人
が
、
顧
客
の
傷
害
保
険
金
の
請
求
を
迅
速
に
処
理
す

る
よ
う
に
促
す
た
め
、
保
険
会
社
に
よ
っ
て
雇
わ
れ
て
い
た
保
険
金
支
払
額
査
定
人
に
報
酬
を
支
払
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。
報
酬
の

影
響
で
、
保
険
会
社
が
不
当
な
保
険
金
を
支
払
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
各
保
険
会
社
は
、
保
険
金
支
払
額
査
定
人
に
対
し
て
、

個
人
的
な
報
酬
等
の
受
領
を
禁
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
は
、
保
険
金
支
払
額
査
定
人
に
こ
う
し
た
義
務
を
破
ら
せ
る
こ
と
で
、
保
険

会
社
か
ら
、
従
業
者
に
よ
る
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
無
形
の
権
利
を
奪
っ
た
と
し
て
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
第

一
審
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
と
控
訴
審
の
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
両
罪
の
成
立
を
認
め
た
が
、
被
告
人
が

主
張
し
て
い
た
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
が
、
違
憲
な
ほ
ど
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
の
主
張
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
�

巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
裁
判
官
全
員
に
よ
る
再
審
理
を
行
い
、﹁
議
会
が
一
�
�
六
条
を
制
定
し
た
と
き
に
有
効
で
あ
っ
た
判
例
法

の
再
検
討
に
基
づ
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
同
条
の
規
定
は
、
雇
用
主
（
ま
た
は
自
ら
が
忠
実
義
務
を
負
う
者
）
の
た
め
、
ま
た
は
そ
の
者
の
利

四
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益
を
図
っ
て
行
動
し
て
い
る
と
主
張
す
る
民
間
企
業
の
役
員
ま
た
は
従
業
者
（
ま
た
は
雇
用
主
に
対
し
て
従
業
者
が
負
う
も
の
と
同
様
の
忠

実
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
関
係
に
あ
る
者
）
が
、
む
し
ろ
隠
れ
て
、
従
業
者
へ
の
重
大
な
虚
偽
表
示
ま
た
は
情
報
の
不
開
示
を
伴
っ
て
、
自
ら

の
利
益
の
た
め
に
行
動
す
る
際
に
郵
便
ま
た
は
通
信
を
用
い
る
計
画
ま
た
は
計
略
を
明
確
に
禁
じ
て
い
る
と
結
論
付
け
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

本
件
に
お
い
て
、
一
�
�
六
条
は
違
憲
な
ほ
ど
あ
い
ま
い
で
は
な
い）
１６８
（

﹂
と
述
べ
、
合
憲
限
定
解
釈
を
試
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
リ
ビ
ツ
キ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
自
体
に
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
反
対
意
見
は
、﹁
公
正
な

サ
ー
ビ
ス
﹂
に
関
す
る
郵
便
詐
欺
罪
の
範
囲
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
未
解
決
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
た
。
第
一
に
、﹁
い
か
な
る
義
務
が
、

履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
一
�
�
六
条
の
違
反
と
解
さ
れ
る
の
か
﹂
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
リ
ビ
ツ
キ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
の
多
数
意
見
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
、
雇
用
主
に
対
し
て
従
業
者
が
、
ま
た
は
﹁
雇
用
主
に
対
し
て
従
業
者
が
負
う
も
の
と
同
様
の
忠
実
義
務
を
生
じ
さ
せ
る

関
係
に
あ
る
者
﹂
が
負
っ
て
い
る
義
務
と
の
結
論
を
導
き
出
し
た
。
し
か
し
、
他
の
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
中
に
は
、
雇
用
主
に
対
す

る
従
業
者
の
義
務
だ
け
を
認
め
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も
広
く
、
何
ら
か
の
信
任
義
務
違
反
で
足
り
る
と
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
判
例
の
立
場
は
錯
綜
し
て
い
る
。
第
�
に
、
そ
う
し
た
義
務
の
発
生
根
拠
は
、
連
邦
法
や
州
法
に
限
定
さ
れ
る
の

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
リ
ビ
ツ
キ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
の
多
数
意
見
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
他
の
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
断
は
、

限
定
さ
れ
る
と
解
す
る
と
こ
ろ
と
限
定
さ
れ
な
い
と
解
す
る
と
こ
ろ
に
割
れ
て
い
る）
１６９
（

。

　

こ
れ
ら
の
問
題
が
、
ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
判
決
後
に
顕
在
化
し
た
例
と
し
て
、
�
〇
一
〇
年
の
ミ
ロ
バ
ノ
ビ
ッ
チ
・
ケ
ー
ス
判
決）
１７０
（

が
あ

る
。
本
件
に
お
い
て
、
被
告
人
は
、
商
業
用
運
転
免
許
証
の
発
行
に
対
す
る
賄
賂
を
計
画
し
た
点
に
つ
い
て
、﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
関

す
る
郵
便
詐
欺
罪
と
同
罪
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
州
が
採
用
し
て
い
た
会
社
の
従
業

者
で
あ
っ
た
被
告
人
は
、
賄
賂
の
見
返
り
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
虚
偽
の
申
請
に
よ
っ
て
免
許
を
入
手
す
る
手
助
け
す
る
計
画
を
立
て
、
実
行
し

た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
特
別
区
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
検
察
が
、﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
対
す
る
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
に
、
信
任
義

四
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郵
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罪
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通
信
詐
欺
罪
の
意
義

務
違
反
が
必
要
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
立
証
で
き
て
い
な
い
と
し
て
、
同
罪
に
つ
い
て
公
訴
を
棄
却
し
た
。
し
か
し
、
検
察
の
控
訴
を
受

け
た
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
関
す
る
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
に
、
信
任
義
務
違
反
の
立
証
は
要
求
さ
れ

な
い
と
の
判
断
を
下
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
た
。
た
だ
し
、
本
判
決
の
反
対
意
見
は
、﹁
あ
る
種
の
制
約
原
理
が
な
け
れ
ば
、
公
正
な
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
郵
便
詐
欺
罪
は
、
潜
在
的
に
、
無
害
な
行
為
を
刑
事
制
裁
の
対
象
に
す
る
危
険
を
内
包
し
て
い
る
﹂
と
指
摘
し
た）
１７１
（

。

　

今
後
、﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
を
め
ぐ
っ
て
、
判
例
は
、
次
の
よ
う
な
多
数
の
問
題
に
も
直
面
す
る
と
指
摘
さ
れ
る）
１７２
（

。
①
被
告
人
は
、
公

正
な
サ
ー
ビ
ス
を
詐
取
す
る
計
画
の
被
害
者
に
信
任
義
務
を
負
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か）
１７３
（

。
②
も
し
、
そ
う
な
ら
、
信
任
義
務
の
発
生

根
拠
は
何
か）
１７４
（

。
③
制
定
法
は
、
公
務
員
だ
け
を
射
程
に
入
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
民
間
人
も
入
る
の
か
。
も
し
、
両
方
な
ら
、
基
準
は
同

じ
か
。
④
賄
賂
や
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
は
、
州
法
に
違
反
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
州
の
刑
法
に
違
反
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
⑤
民
間
組
織
に
関
す
る
事
案
で
は
、
賄
賂
や
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
は
、
被
害
者
に
損
害
を
与
え
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
も
し
、
そ
う
な
ら
、
そ
の
損
害
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
の
か
。
経
済
的
な
損
害
が
要
求
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
以

外
の
一
定
の
種
類
の
損
害
で
も
十
分
な
の
か）
１７５
（

。
⑥
非
公
開
の
個
人
的
な
取
引
に
お
い
て
、
検
察
は
、
被
告
人
が
、
被
害
者
か
ら
、
公
正
な
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
と
い
う
何
ら
か
の
種
類
の
無
体
財
産
権
を
奪
い
取
る
意
図
で
あ
っ
た
と
、
う
ま
く
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
か）
１７６
（

。

　

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
定
義
の
あ
い
ま
い
さ
に
つ
い
て
も
、
な
お
火
種
は
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
�
〇
一

�
年
の
ネ
ル
ソ
ン
・
ケ
ー
ス
判
決）
１７７
（

に
お
い
て
、
第
一
一
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
一
�
�
六
条
が
定
め
る
﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
不

明
確
性
に
つ
い
て
否
定
し
た
。
本
件
の
被
告
人
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ビ
ル
港
湾
管
理
委
員
会
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
の
地
位
に
あ
り

な
が
ら
、
委
員
会
が
発
注
す
る
事
業
に
つ
い
て
地
元
の
浚
渫
業
者
に
便
宜
を
図
る
見
返
り
に
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
と
し
て
、
賄
賂
罪
、﹁
公

正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
対
す
る
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
両
罪
に
つ
い
て
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
の
フ
ロ
リ
ダ
中
部
地
区

連
邦
地
方
裁
判
所
が
、
有
罪
を
言
い
渡
し
た
の
に
対
し
て
、
被
告
人
は
、
ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
判
決
に
お
け
る
ス
カ
リ
ア
判
事
の
補
足
意

四二
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見
を
参
照
し
な
が
ら
、﹁
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
意
義
が
不
明
確
で
違
憲
で
あ
る
と
し
て
控
訴
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
一
巡
回
区
連

邦
控
訴
裁
判
所
は
、﹁
被
告
人
の
行
為
の
性
質
ま
た
は
委
員
会
で
の
被
告
人
の
役
割
に
、
と
り
わ
け
同
様
に
収
賄
罪
で
起
訴
さ
れ
た
、
最
高

裁
に
よ
れ
ば
、
不
明
確
性
に
つ
い
て
筋
道
立
て
て
主
張
で
き
な
い
者
た
ち
か
ら
、
被
告
人
を
区
別
す
る
も
の
は
何
も
な
い
﹂
と
述
べ
、
原
判

決
を
支
持
し
、
被
告
人
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

�　

郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
量
刑

一　

法
定
刑
と
刑
の
加
重
・
付
加

　

郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
の
法
定
刑
は
、
本
編
の
定
め
た
罰
金
刑
も
し
く
は
�
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
そ
れ
ら
両
方
の
刑
の

併
科
で
あ
る
。
加
え
て
、
同
罪
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
に
は
、
民
事
お
よ
び
刑
事
の
没
収
規
定
も
適
用
さ
れ
る）
１７８
（

。
た
だ
し
、
両
罪
は
、

一
定
の
場
合
に
、
法
定
刑
が
付
加
さ
れ
た
り
、
加
重
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
一
�
�
�
年
販
売
詐
欺
に
対
す
る
高
齢
者
保
護
法
（T

he Senior C
itizens against M

arketing Scam
s of 1994

）
に
よ
り
、

両
罪
が
、
電
話
に
よ
る
詐
欺
的
商
品
販
売
に
関
連
し
て
実
行
さ
れ
て
い
た
場
合
、
両
罪
に
対
す
る
量
刑
に
加
え
て
、
�
年
以
下
の
拘
禁
刑
が

付
加
的
に
科
さ
れ
る
。
ま
た
、
被
害
者
に
�
�
歳
以
上
の
者
が
一
〇
人
以
上
含
ま
れ
て
い
た
か
、
ま
た
は
特
に
�
�
歳
以
上
の
者
を
標
的
に

し
た
場
合
、
被
告
人
に
は
、
一
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
が
付
加
的
に
科
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
法
は
、
必
要
的
な
被
害
弁
償
命
令
の
適
用
に
つ

い
て
も
規
定
し
て
い
る
。

　

第
�
に
、
一
�
�
�
年
金
融
機
関
改
革
、
回
復
お
よ
び
粛
正
法
（T

he F
inancial Institutions R

eform
, R

ecovery, and 

E
nforcem

ent A
ct of 1989

）
に
よ
り
、
詐
欺
的
な
活
動
が
、
金
融
制
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
き
は
、
法
定
刑
が
、
一
〇
万
ド
ル
を
超

四三
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え
な
い
罰
金
刑
も
し
く
は
�
〇
年
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
ま
た
は
そ
の
両
方
の
刑
の
併
科
に
加
重
さ
れ
る
。

　

第
�
に
、
�
〇
〇
�
年
緊
急
事
態
お
よ
び
災
害
支
援
詐
欺
処
罰
促
進
法
（T

he E
m

ergency and D
isaster A

ssistance F
raud 

P
enalty E

nhancem
ent A

ct of 2007

）
に
よ
り
、
大
統
領
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
大
規
模
災
害
や
緊
急
事
態
に
関
し
て
行
わ
れ
、
ま
た

は
関
連
し
て
正
式
に
許
可
さ
れ
、
輸
送
し
、
伝
達
さ
れ
、
支
出
さ
れ
、
も
し
く
は
支
払
わ
れ
た
給
付
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
と
き
に
は
、
法
定

刑
が
、
一
〇
万
ド
ル
を
超
え
な
い
罰
金
刑
も
し
く
は
�
〇
年
を
超
え
な
い
拘
禁
刑
ま
た
は
そ
の
両
方
の
刑
の
併
科
に
加
重
さ
れ
る
。

二　

犯
罪
の
個
数

　

合
衆
国
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
�
Ｄ
一
・
�
条
に
よ
れ
ば
、
両
罪
は
、
た
と
え
一
個
の
詐
取
す
る
計
画
で
複
数
回
の
郵
便
や
通
信
の
使
用
を

前
提
に
し
て
い
た
と
し
て
も
、
一
回
の
郵
便
や
通
信
ご
と
に
一
個
の
犯
罪
を
構
成
す
る）
１７９
（

。
こ
の
た
め
、
起
訴
に
際
し
て
、
両
罪
の
訴
因
が
多

数
と
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
量
刑
上
は
、
密
接
に
関
連
す
る
訴
因
は
包
括
さ
れ
、
一
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、

被
告
人
が
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
複
数
の
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
訴
因
に
つ
い
て
、
一
括
し
て
一
個
の
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪

に
対
す
る
量
刑
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）
１８０
（

。
し
た
が
っ
て
、
複
数
の
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
訴
因
が
、
実
質
的
に
、
①
同
一
の
損
害

に
関
す
る
と
き
、
②
同
一
の
被
害
者
に
関
す
る
と
き
、
ま
た
は
③
同
一
の
取
引
に
関
す
る
と
き
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
は
一
個
の
郵
便
詐
欺
罪
や

通
信
詐
欺
罪
に
括
ら
れ
る）
１８１
（

。
た
と
え
ば
、
被
告
人
が
、
�
個
の
郵
便
詐
欺
罪
と
一
個
の
通
信
詐
欺
罪
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ

ら
が
一
個
の
詐
欺
の
計
画
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
郵
便
と
通
信
が
、
別
の
日
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
量
刑
上
は
一
個
の
犯

罪
に
包
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）
１８２
（

。
ま
た
、
被
告
人
が
、
�
個
の
郵
便
詐
欺
罪
と
一
〇
個
の
通
信
詐
欺
罪
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
と
き
、
た

と
え
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
の
訴
因
が
別
々
の
詐
欺
計
画
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
一
個
の
金
銭
的
な
対
象
に
関
連
す
る

と
き
は
、
一
�
個
の
訴
因
は
、
一
罪
に
包
括
さ
れ
る）
１８３
（

。
こ
う
し
た
包
括
的
な
処
理
に
よ
っ
て
、
複
数
の
郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
の
訴
因

四四
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に
つ
い
て
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
は
、
有
罪
に
な
っ
た
訴
因
一
つ
ず
つ
の
刑
を
単
純
加
算
し
た
場
合
に
比
べ
て
抑
制
的
な
宣
告
刑
を
言
い

渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
検
察
か
ら
重
い
求
刑
の
機
会
や
司
法
取
引
の
材
料
を
奪
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

�
〇
〇
�
年
ブ
ッ
カ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決）
１８４
（

に
お
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
が
、
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
必
要
的
な
適
用
を
違
憲
と
判
断

し
、﹁
単
な
る
助
言
﹂
と
位
置
づ
け
た
後
、
検
察
や
裁
判
所
が
、
包
括
的
な
処
理
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
示
す
か
注
目
さ
れ
て
い

る
が
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
点
に
関
す
る
検
察
や
裁
判
所
の
姿
勢
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い）
１８５
（

。

三　

量
刑
手
続

　

郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
が
、
具
体
的
に
い
か
な
る
刑
を
宣
告
さ
れ
る
か
は
、
他
の
連
邦
法
上
の
犯
罪
と

同
様
、
合
衆
国
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
っ
て
決
定
さ
れ
る）
１８６
（

。
こ
の
原
則
も
、
�
〇
〇
�
年
ブ
ッ
カ
ー
・
ケ
ー
ス
最
高
裁
判
決）
１８７
（

に
お
け
る
合

衆
国
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
必
要
的
適
用
に
対
す
る
違
憲
判
断
後
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い）
１８８
（

。

　

量
刑
手
続
は
、
基
礎
と
な
る
犯
罪
レ
ベ
ル
を
確
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
合
衆
国
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
�
〇
〇
〇
種
類
以
上
の

連
邦
法
上
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
個
々
の
犯
罪
ご
と
に
、
そ
の
重
さ
に
応
じ
て
、
基
礎
と
な
る
一
か
ら
�
�
ま
で
の
犯
罪
レ
ベ
ル
を
設
定
し
て

い
る
。
合
衆
国
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
�
Ｂ
一
・
一
条
の
﹁
詐
欺
お
よ
び
計
略
を
伴
う
犯
罪
（O

ffence Involving F
raud and D

eceit

）﹂

に
よ
れ
ば
、
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
基
礎
と
な
る
犯
罪
レ
ベ
ル
は
、
レ
ベ
ル
�
で
あ
る）
１８９
（

。
こ
の
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
基
礎

と
な
る
犯
罪
レ
ベ
ル
は
被
害
者
の
金
銭
的
損
失
額
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
被
害
者
の
損
失
額
が
�
〇
〇
〇
ド
ル
以
下
の
場

合
は
レ
ベ
ル
�
の
ま
ま
で
あ
る）
１９０
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
�
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
る
場
合
は
、
金
額
に
応
じ
て
、
犯
罪
レ
ベ
ル
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

最
大
で
、
�
億
ド
ル
以
上
の
損
失
の
場
合
に
レ
ベ
ル
が
�
〇
引
き
上
げ
ら
れ
る）
１９１
（

。

　

こ
う
し
て
確
定
さ
れ
た
基
礎
と
な
る
犯
罪
レ
ベ
ル
は
、
さ
ら
に
加
重
事
由
と
軽
減
事
由
へ
の
該
当
性
を
検
討
し
、
調
整
が
図
ら
れ
る
。
た

四五
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と
え
ば
、
詐
取
す
る
計
画
の
対
象
が
一
〇
人
以
上
�
〇
人
未
満
で
あ
っ
た
場
合
は
、
�
ポ
イ
ン
ト
、
�
〇
人
以
上
�
�
〇
人
未
満
で
あ
っ
た

場
合
は
�
ポ
イ
ン
ト
、
�
�
〇
人
以
上
の
場
合
は
六
ポ
イ
ン
ト
、
犯
罪
レ
ベ
ル
は
ア
ッ
プ
す
る）
１９２
（

。
犯
罪
が
マ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
介
し
て

実
行
さ
れ
た
場
合
も
、
�
ポ
イ
ン
ト
犯
罪
レ
ベ
ル
が
ア
ッ
プ
す
る
。
ま
た
、
被
告
人
が
、
犯
罪
の
成
果
と
し
て
、
一
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の

金
融
機
関
か
ら
総
額
で
一
〇
〇
万
ド
ル
以
上
引
き
出
し
た
場
合
、
犯
罪
レ
ベ
ル
は
�
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
す
る）
１９３
（

。
さ
ら
に
、
犯
罪
が
、
①
金
融

機
関
の
安
全
性
と
健
全
性
を
危
険
に
さ
ら
し
た
場
合
、
②
犯
行
の
時
点
で
上
場
会
社
だ
っ
た
組
織
も
し
く
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
従
業
員
を

抱
え
て
い
た
組
織
の
支
払
能
力
や
財
務
保
証
を
危
険
に
さ
ら
し
た
場
合
、
ま
た
は
③
一
〇
〇
人
以
上
の
被
害
者
の
支
払
能
力
や
生
活
資
金
的

保
証
を
危
険
に
さ
ら
し
た
場
合
、
犯
罪
レ
ベ
ル
は
�
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
す
る）
１９４
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
人
の
犯
罪
へ
の
関
与
が
最
小
限
に
と

ど
ま
る
場
合
、
犯
罪
レ
ベ
ル
は
�
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る）
１９５
（

。
ま
た
、
犯
罪
へ
の
関
与
が
小
さ
か
っ
た
場
合
、
犯
罪
レ
ベ
ル
は
�
ポ
イ
ン
ト
ダ

ウ
ン
す
る）
１９６
（

（
両
者
の
中
間
的
な
関
与
形
態
の
場
合
は
、
�
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る）
１９７
（

）。
ま
た
、
被
告
人
が
犯
罪
つ
い
て
の
自
ら
の
責
任
を
明

確
に
認
め
た
場
合
、
犯
罪
レ
ベ
ル
は
最
大
で
�
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る）
１９８
（

。

　

郵
便
詐
欺
罪
や
通
信
詐
欺
罪
が
、
公
的
機
関
の
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
の
奪
取
ま
た
は
政
府
機
能
の
妨
害
に
よ
る
欺
も
う
を
伴

う
場
合
、
合
衆
国
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
�
章
�
Ｃ
一
・
一
条
の
﹁
公
務
員
の
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
無
形
の
権
利
の
奪
取
を
伴
う
詐

欺
罪
﹂
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
両
罪
の
基
本
と
な
る
犯
罪
レ
ベ
ル
は
一
�
に
設
定
さ
れ
て
い
る）
１９９
（

。
こ
こ
で
も
、
該
当
す

る
加
重
事
由
や
軽
減
事
由
に
よ
っ
て
、
犯
罪
レ
ベ
ル
は
上
下
す
る
。
ま
た
、
犯
罪
に
、
機
密
の
判
断
ま
た
は
高
い
レ
ベ
ル
の
判
断
を
下
す
地

位
の
公
務
員
が
関
与
し
て
い
る
と
き
は
、
犯
罪
レ
ベ
ル
は
最
大
で
�
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
す
る
可
能
性
が
あ
る
（
レ
ベ
ル
一
�
に
達
し
な
い
と

き
は
、
一
�
ま
で
ア
ッ
プ
す
る
））
２００
（

。
賄
賂
罪
や
司
法
妨
害
罪
に
つ
い
て
も
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
相
互
参
照
が

必
要
と
な
る）
２０１
（

。

　

犯
罪
レ
ベ
ル
を
確
定
す
る
と
、
次
に
、
過
去
一
�
年
間
に
被
告
人
が
言
い
渡
さ
れ
た
有
罪
判
決
に
基
づ
き
、
犯
罪
歴
を
確
認
す
る
。
そ
し

四
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て
、
合
衆
国
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
�
章
Ａ
節
に
掲
げ
ら
れ
た
量
刑
表
（Sentencing T

able

）
を
参
照
し
、
犯
罪
レ
ベ
ル
と
犯
罪
歴
ご
と

に
設
定
さ
れ
た
範
囲
の
刑
罰
か
ら
、
裁
判
官
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
宣
告
刑
と
し
て
言
い
渡
す
。

六　

む　

す　

び

　

郵
便
詐
欺
罪
の
導
入
か
ら
一
�
〇
年
以
上
、
通
信
詐
欺
罪
の
導
入
か
ら
も
半
世
紀
以
上
を
経
た
今
日
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で

は
、
両
罪
の
成
立
範
囲
に
つ
い
て
立
法
や
判
例
に
注
目
す
べ
き
展
開
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
範
囲

の
過
度
な
拡
大
を
押
し
と
ど
め
る
た
め
の
裁
判
所
の
努
力
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
に
、
検
察
に
よ
る
両
罪
の
積
極
適
用
と
立
法
に
よ
る
後
押

し
が
続
い
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
が
、
検
察
に
と
っ
て
﹁
最
高
の
武
器
﹂
で
あ
る
最
大
の
理
由
は
、
司
法
取
引

の
材
料
と
し
て
両
罪
の
存
在
価
値
が
大
き
い
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
検
察
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
犯
罪
に
つ
い
て
起
訴
す
る
際
、
両

罪
の
訴
因
を
加
え
、
有
罪
の
訴
答
や
他
の
被
告
人
の
有
罪
立
証
に
資
す
る
証
拠
・
証
言
と
交
換
条
件
と
し
て
、
こ
の
訴
因
を
取
り
下
げ
る
の

で
あ
る）
２０２
（

。
ま
た
、
と
り
わ
け
汚
職
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
状
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
あ
る
か
、
州
や
地
方
レ
ベ
ル
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

不
正
な
行
為
で
あ
っ
て
も
、
他
の
犯
罪
の
成
立
要
件
に
該
当
し
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
く
、
そ
う
し
た
汚
職
を
行
っ
た
者
を
起
訴
し
、
刑

事
責
任
を
問
う
た
め
、
検
察
は
、
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
へ
の
依
存
度
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る）
２０３
（

。
成
立
要
件
の
柔
軟
性
や
立
証
の
容

易
性
ゆ
え
に
、
そ
う
し
た
両
罪
へ
の
依
存
状
態
は
、
他
に
成
立
す
る
犯
罪
が
な
い
場
合
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
成
立
す
る
犯
罪
が
あ
り
、
む

し
ろ
、
そ
ち
ら
の
犯
罪
で
起
訴
し
、
刑
事
責
任
を
問
う
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
立
証
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
コ
ス

ト
が
嵩
ん
だ
り
す
る
場
合
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
検
察
の
面
子
を
保
つ
た
め
の
便
利
な
安
全
弁
と
し
て
安
易
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
）
２０４
（

。
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
も
言
及
し
て
き
た
よ
う
に
、
そ
う
し
た
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
に
対
す
る
検
察
の
姿
勢
に
は
批
判
も

四七
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。

　

で
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
が
緩
や
か
に
認
め
ら
れ
続
け
て
い
る
理
由
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

お
そ
ら
く
、
そ
の
要
因
を
議
会
や
検
察
だ
け
に
求
め
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

裁
判
所
は
、
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
の
広
範
な
適
用
を
手
放
し
で
支
持
し
て
き
た
わ
け
で
も
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
放
置
し
て

き
た
わ
け
で
も
な
い
。
多
く
の
場
面
で
は
、
十
分
な
効
果
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
裁
判
所
は
、
個
々
の
成
立
要
件
を
厳
格
に
解
釈

し
、
両
罪
の
成
立
範
囲
の
限
定
に
挑
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、﹁
濫
用
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
両
罪
の
成
立
範
囲
を
限
定
す
る
﹂

と
い
う
要
請
に
応
え
る
の
と
同
時
に
、
①
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
、
社
会
的
な
影
響
に
見
合
っ
た
厳
し
い
刑
罰
を
言
い
渡
し
た
り
、

②
次
々
と
現
れ
る
新
し
い
形
態
の
詐
欺
に
厳
格
に
対
応
し
た
り
す
る
と
い
う
要
請
に
応
え
る
必
要
が
あ
り
、
と
く
に
後
者
の
要
請
に
つ
い
て

は
、
議
会
に
よ
っ
て
立
法
的
な
措
置
が
施
さ
れ
る
ま
で
の
﹁
つ
な
ぎ
（stopgap

））
２０５
（

﹂
と
し
て
、
郵
便
詐
欺
罪
に
よ
っ
て
刑
事
規
制
の
対
象
と

す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る）
２０６
（

。
ま
さ
に
、
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
は
、
立
法
、
行
政
（
検
察
）、
司
法
の
�
者
間

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
で
発
展
を
遂
げ
、
現
在
の
よ
う
な
役
割
が
付
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う）
２０７
（

。
今
後
、
立
法
、
行
政
、
司
法

の
�
者
は
、
郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
の
か
、
そ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
犯
罪
対
策

と
し
て
の
両
罪
の
役
割
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の
か
、
引
き
続
き
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
1
）　

経
済
刑
法
と
し
て
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
川
崎
友
巳
﹁
ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
の
意
義
﹂
同
志
社
法

学
六
�
巻
一
号
（
�
〇
一
一
）
�
�
�

－

�
�
六
頁
。

（
2
）　J

U
R

IE R
. O

’S
U

L
L

IVA
N, F

E
D

E
R

A
L W

H
IT

E C
O

L
L

A
R C

R
IM

E, 304 （5th ed. 2012

）.

そ
こ
で
は
、
郵
便
詐
欺
罪
と
郵
便
詐
欺
罪
が
最
も
頻
繁
に
適
用
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
①

両
罪
が
未
完
成
犯
罪
で
あ
り
、
結
果
の
発
生
が
要
件
で
な
い
こ
と
、
②
両
罪
の
根
本
が
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
、
③
両
罪
が
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
無
限
の
柔
軟
性
（
広

範
な
適
用
範
囲
）
を
有
す
る
こ
と
、
④
両
罪
が
、
よ
り
複
雑
な
犯
罪
に
対
す
る
起
訴
の
本
質
と
な
る
こ
と
、
⑤
両
罪
が
、
新
し
い
詐
欺
に
対
す
る
最
初
の
対
処
方
法
と
し
て
機

四八
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能
し
て
い
る
こ
と
の
�
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（Id

. at 304-305.

）。

（
3
）　Jed R

akoff, F
ederal M

ail F
raud Statute （P

art I

）, 18 D
U

Q. L
. R

E
V. 771, 771 （1980

）. 
（
4
）　Jack E

. R
obinson, T

he F
ederal M

ail and W
ire F

raud Statutes: C
orrect Standards for D

eterm
ining Jurisdiction and V

enue, 44 W
IL

L
A

M
E

T
T

E L
. R

E
V. 

479, 479 （2007-2008

）; S
ee a

lso, E
llen P

odgor, M
ail F

raud: O
pening L

etters, 43 S.C
. L

. R
E

V. 223, 224 （1992

）（﹁
検
察
の
ウ
ー
ジ
ー
短
機
関
銃
﹂（
イ
ス
ラ
エ

ル
製
の
高
性
能
の
機
関
銃
）
と
表
現
）.

（
5
）　D

anniel J. H
urson, L

im
iting the F

ederal M
ail F

raud Statute—
A

 R
egislative A

pproach, 20 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V. 423, 432 （1983

）; G
regory H

. W
illiam

, 

G
ood G

overnm
ent by P

rosecutorial D
ecree: T

he U
se and A

buse of M
ail F

raud, 32 A
R

IZ. L
. R

E
V. 137, 137 （1990

）（﹁
検
察
の
主
要
な
武
器
﹂
と
表
現
）.

（
6
）　John C

. C
offee, Jr., F

rom
 Tort to C

rim
e: Som

e R
eflections on the C

rim
inalization of F

iduciary B
reaches and the P

roblem
atic L

ine betw
een L

aw
 

and E
thics, 19 A

M. C
R

IM. L
. R

E
V. 117, 126 （1981

）; P
aul M

ogin, R
eining in the M

ail F
raud Satute, C

H
A

M
P

IO
N 12, 13 （2002

） qu
otin

g John C
. C

offee, Jr. 

&
 C

harles V. W
hitehead, T

he F
ederalization of F

raud: M
ail and W

ire F
raud Statutes, in W

H
IT

E C
O

L
L

A
R C

R
IM

E: B
U

SU
N

E
SS A

N
D R

E
G

U
L

A
T

O
R

Y O
F

F
E

N
SE

S 

§

9.01 （O
. O

berm
aier &

 R
. M

orvillo eds., 1990

）.

（
7
）　C

offee Jr., &
 W

hitebread, su
p

ra
 note 6, at 

§9.05.

（
8
）　

本
稿
に
先
立
ち
、﹁
ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
役
割
の
正
確
な
把
握
﹂
と
い
う
本
稿
と
共
通
す
る
問
題
意
識
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
連
邦
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
を
考
察
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
安
井
哲
章
﹁
郵
便
詐
欺
罪
の
研
究
（
一
）・（
�
）﹂
法
学
新
報
一
一
�
巻
一
一
・
一
�

号
（
�
〇
〇
�
）
一
頁
以
下
、
同
一
一
六
巻
一
一
・
一
�
号
（
�
〇
一
〇
）
一
頁
以
下
（
未
完
）
が
あ
る
。

（
9
）　

郵
便
詐
欺
罪
の
立
法
史
に
つ
い
て
は
、R

akoff, su
p

ra
 note 3, at 771-822; M

ichael M
cD

onough, M
ail F

raud and the G
ood F

aith D
efense, 14 S

T. J
O

H
N’ S J. 

L
E

G
A

L C
O

M
M

E
N

T
A

R
Y 279, 282-292 

（1999

）; C
harles D

oyle, M
ail and W

ire F
raud: A

 B
rief O

verview
 of F

ederal C
rim

inal L
aw

, in M
A

IL A
N

D W
IR

E F
R

A
U

D: 

E
L

E
M

E
N

T
S A

N
D C

O
N

SID
E

R
A

T
IO

N
S IN F

E
D

E
R

A
L C

R
IM

E
S 2-3 （E

ric J. C
ass &

 A
ndrea N

. Schuster eds., 2012

）
な
ど
を
参
照
。

（
10
）　A

ct of June 8, 1872, ch. 335, 

§301, 17 Stat. 323.

（
11
）　W

illiam
, su

p
ra

 note 5, at 137.

（
12
）　D

urland v. U
nited States, 161 U

.S. 306, 314 （1896

）; M
cN

ally v. U
nited States, 483 U

.S. 350, 356 （1987

）, qu
otin

g 43 C
ong. G

lobe 35 （1870

）; see 

P
eter J. H

enning, M
aybe It Should Just B

e C
alled F

ederal F
raud: T

he C
hanging N

ature of the M
ail F

raud Statute, 36 B
.C

. L
. R

E
V. 435, 442 （1995

）.

（
13
）　C

f. U
nited States v. C

lark, 121 F. 190 （M
.D

. P
a. 1903

）; U
nited States v. M

itchell, 36 F. 492 （W
.D

. P
a. 1888

）; U
nited States v. O

w
en, 17 F. 72 （E

.D
. 

四九
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通
信
詐
欺
罪
の
意
義

M
o. 1883

）. S
ee R

akoff, su
p

ra
 note 3, at 790-795.

（
14
）　C

f. U
nited States v. L

oring, 91 F. 881 （N
.D

. Ill. 1884

）; U
nited States v. Jones, 10 F. 469 （C

.C
.S.N

.Y. 1882

）. S
ee R

akoff, su
p

ra
 note 3, at 795-801.

（
15
）　E

L
L

E
N S. P

O
D

G
O

R &
 J

E
R

O
L

D H
. I SR

A
E

L, W
H

IT
E C

O
L

L
A

R C
R

IM
E 58 （4th ed. 2009

）.

（
16
）　A

ct of M
arch 2, 1889, ch. 393, 

§1, 25 Stat. 873.

（
17
）　S

ee U
nited States v. B

each, 71 F. 160 （D
. C

olo. 1895

）; S
ee a

lso H
enning, su

p
ra

 note 12, 446.

（
18
）　S

ee M
iller v. U

nited States, 133 F. 337, 346 （8th C
ir. 1904

）; C
ulp v. U

nited States, 82 F.990, 991 （3d 1897

）.

（
19
）　D

u
rla

n
d

, 161 U
.S.at 306.

（
20
）　Id

. at 313.

（
21
）　A

ct of M
arch 4, 1909, ch. 321, 

§ 215, 35 Stat. 1130.

（
22
）　A

ct of June 25, 1948, ch. 645, 

§1341, 62 Stat. 763. 

な
お
、
郵
便
詐
欺
罪
の
規
定
は
、
一
�
�
�
年
に
も
改
正
さ
れ
て
い
る
が
（A

ct of M
ay 24, 1949, ch. 139, 

§34

、63 Stat. 94

）、
こ
れ
は
文
言
の
誤
植
の
訂
正
の
た
め
の
も
の
で
、
内
容
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
23
）　P.L

. 103-332, 
§250006, 108 Stat. 1796, 2087 （codified at 42 U

.S.C
. 13701 （1994

））.

（
24
）　P.L

. 101-73, 

§961 （i

）, 103 Stat. 500 （1989
）.

（
25
）　P.L

. 101-647, 

§2504 （h

）, 104 Stat. 4861 （1990
）.

（
26
）　P.L

. 107-204, 

§903 （a

）, 116 Stat. 805 （2002

）.

（
27
）　P.L

. 110-179, 

§4, 121 Stat. 2257 （2008

）.

（
28
）　A

ct of July 16, 1952, ch. 879, 

§18 （a

）, 66 Stat. 722.

（
29
）　18 U

SC
 

§ 1341 and 1343 （2013

）.

（
30
）　18 U

SC
 

§ 1346 （2013

）.

（
31
）　D

u
rla

n
d

, 161 U
.S. at 314; see H

enning, su
p

ra
 note 12, at 438; P

O
D

G
O

R &
 I SR

A
E

L, su
p

ra
 note 15, at 58.

（
32
）　K

risten K
ate O

rr, F
encing in the F

ronteier: A
 L

ook into the L
im

its of M
ail F

raud, 95 K
Y. L

. J. 789, 790 （2006/2007

）. 

（
33
）　J. K

E
L

LY S
T

R
A

D
E

R, U
N

D
E

R
ST

A
N

D
IN

G W
H

IT
E C

O
L

L
A

R C
R

IM
E 66 （3rd ed. 2011

）.

（
34
）　

郵
便
詐
欺
罪
と
通
信
詐
欺
罪
の
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
相
違
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、John C

. C
offee, Jr., M

odern M
ail F

raud: T
he R

estoration of the 

五
〇
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P
ublic/P

rivate D
istinction, 35 A

M. C
R

IM. L
. R

E
V. 427, 430 （1998

）.
（
35
）　S

T
R

A
D

E
R, su

p
ra

 note 33, at 64-65.
（
36
）　U

nited States v. M
orelli, 169 F.3d 798, 806 n.9 （3d C

ir.

）, cert. d
en

ied
, 528 U

.S. 820 （1999

）.

（
37
）　A

m
y Z

elcer, M
ail and W

ire F
raud, 49 A

M. C
R

IM. L
. R

E
V, 985, 989 （2012

）. 

こ
の
ほ
か
、
①
被
告
人
が
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
、
②
計
画
に
重

大
な
虚
偽
表
示
ま
た
は
不
表
示
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
③
被
告
人
が
特
別
な
意
図
（
目
的
）
を
も
っ
て
欺
く
た
め
に
行
為
を
行
っ
た
こ
と
、
④
計
画
が
、
金
銭
、
財
産
ま
た

は
正
当
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
の
喪
失
と
い
う
結
果
に
終
わ
る
か
、
ま
た
は
終
わ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
こ
と
、
⑤
合
衆
国
郵
便
制
度
、
民
間
運
送
業
者
ま
た
は
州
際
も

し
く
は
国
際
通
信
が
、
⒜
﹁
詐
欺
の
計
画
﹂
を
促
進
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
、
か
つ
⒝　

被
告
人
が
、
合
衆
国
郵
便
制
度
、
民
間
運
送
業
者
ま
た
は
州
際
も
し
く
は
国
際
通
信

を
使
用
し
、
ま
た
は
使
用
さ
せ
た
こ
と
の
�
点
に
整
理
す
る
も
見
解
（S

T
R

A
D

E
R, su

p
ra

 note 33, at 66

）、
①
財
産
ま
た
は
正
当
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
②
他
人
か
ら
奪
取
す
る

意
図
で
、
③
重
大
な
欺
も
う
を
と
も
な
う
、
④
詐
取
す
る
計
画
の
⑤
促
進
が
予
見
可
能
な
郵
便
ま
た
は
通
信
手
段
の
使
用
に
整
理
す
る
見
解
（D

oyle, su
p

ra
 note 9, at 3

）、

①
奪
取
も
し
く
は
欺
く
意
図
で
の
、
ま
た
は
詐
欺
的
手
段
で
金
銭
ま
た
は
財
産
を
取
得
す
る
計
画
、
②
意
図
、
③
重
大
性
、
④
詐
欺
的
計
画
を
促
進
す
る
た
め
の
郵
便
（
も
し

く
は
民
間
運
送
業
者
）
ま
た
は
州
際
ま
た
は
国
際
通
商
に
お
け
る
電
信
、
ラ
ジ
オ
ま
た
は
テ
レ
ビ
の
使
用
の
�
点
に
整
理
す
る
見
解
（P

O
D

G
O

R &
 I SR

A
E

L, su
p

ra
 note 15, 

at 59 and 73.

）
な
ど
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
川
崎
友
巳
﹁
ア
メ
リ
カ
金
融
犯
罪
の
一
断
面―

﹁
大
和
銀
行
Ｎ
Ｙ
支
店
事
件
﹂
か
ら
の
教
訓
﹂
商
事
法
務
一
六
〇
�
号
（
�
〇
〇
一
）
六
�

－

六
�
頁
が
あ
る
。

（
38
）　D

u
rla

n
d

, 161 U
.S. at 306.

（
39
）　Id

 at 313.

（
40
）　S

ee e.g., U
nited States v. B

ow
ling, 619 F.3d 1175 （10th C

ir. 2010

）（
銀
行
詐
欺
）; U

nited States v. M
artinez, 588 F.3d 301 （6th C

ir. 2009

）（
医
療
詐
欺
）; 

U
nited States v. B

ouyea, 152 F.3d 192 （2d C
ir. 1998

）（
破
産
詐
欺
）; U

nited States v. B
ryan, 58 F.3d 933 （4th C

ir. 1995

）（
証
券
詐
欺
。
本
判
決
を
紹
介
し
た

邦
語
文
献
と
し
て
、
野
田
博
﹁U

nited States v. B
ryan, 58 F.3d 933 

（4th C
ir. 1995

） ―

い
わ
ゆ
る
不
正
流
用
論
は
、
一
�
�
�
年
証
券
取
引
法
一
〇
条
⒝
項
お
よ
び

R
ule 10b-5

に
基
づ
く
責
任
を
根
拠
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
﹂
ア
メ
リ
カ
法
一
�
�
�

－

一
号
（
一
�
�
�
）
一
�
一
頁
以
下
が
あ
る
。）; U

nited States v. Serlin, 

538 F.2d 737, 741 （7th C
ir. 1976

）（
営
業
権
詐
欺
）; U

nited States v. E
dw

ards, 458 F. 2d 875 （5th C
ir. 1972

）（
離
婚
詐
欺
）.

（
41
）　M

cN
a

lly, 483 U
.S. at 358 qu

otin
g H

am
m

erschm
idt v. U

nited States, 265 U
.S. 182, 188 （1924

）（
た
だ
し
、
ハ
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
ケ
ー
ス
判
決
は
、
州
ご

と
に
、
�
一
歳
か
ら
�
〇
歳
の
全
て
の
男
性
合
衆
国
民
の
登
録
を
定
め
た
一
�
一
�
年
徴
兵
選
抜
法
に
従
う
こ
と
を
拒
否
す
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
や
ビ
ラ
を
配
布
す

五
一
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ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

る
共
同
謀
議
を
行
っ
た
被
告
人
ら
が
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
で
起
訴
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
に
お
け
る
﹁
詐
取
（defraud

）﹂
の
意
義
を
述
べ
た
も
の

で
あ
っ
た
）.

（
42
）　U

nited States v. H
enningsen, 387 F.3d 585, 589 （7th C

ir. 2004

） qu
otin

g U
nited States v. H

am
m

en, 977 F.2d 379, 383 （7th C
ir. 1992

）.

（
43
）　P

asquantino v. U
nited States, 544 U

.S. 349, 371 

（2005

）（﹁
通
信
詐
欺
罪
の
規
定
は
、
成
功
し
な
か
っ
た
計
画
も
処
罰
の
対
象
に
し
て
い
る
﹂
と
判
示
）; U

nited 

States v. W
arshak, 631 F.3d 266, 310 （6th C

ir. 2010

）; U
nited States v. L

upton, 620 F.3d 790, 805 （7th C
ir. 2010

）; U
nited States v. V

aleacia, 600 F.3d 

389, 429 （5th C
ir. 2010

）.

（
44
）　P

O
D

G
O

R &
 I SR

A
E

L, su
p

ra
 note 15, at 60.

（
45
）　F

asulo v. U
nited States, 272 U

.S. 620, 628 （1926

）. 

（
46
）　N

eder v. U
nited States, 527 U

.S. 1

（1999

）.

（
47
）　Id

. at 3. 

重
大
性
を
定
義
す
る
に
当
た
っ
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
不
法
行
為
法
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
引
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
⒜
合
理
的
な
一
般
人
が
、
問
題

と
な
る
取
引
に
お
け
る
行
動
の
選
択
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、
重
大
性
の
存
否
に
結
び
付
け
、
ま
た
は
、
⒝
合
理
的
な
人
物
が
、
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
説
明
を
行

う
者
が
、
自
ら
の
行
動
の
選
択
の
決
定
に
当
た
っ
て
、
そ
の
受
領
者
が
そ
の
事
実
を
重
大
と
み
な
す
か
、
ま
た
は
み
な
す
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
、
認
識
し
て
い

る
理
由
が
あ
る
と
き
、そ
の
要
素
は
重
大
性
が
あ
る
（R

estatem
ent （Second

） of Torts 

§538 （1977

）.

） 

﹂
と
説
い
た
（Id

. at 22 n.5.

）。
な
お
、本
判
決
に
先
立
っ
て
、

不
実
陳
述
罪
の
成
否
が
争
わ
れ
た
一
�
�
�
年
の
ウ
ェ
ル
・
ケ
ー
ス
判
決
（U

nited States v. W
ells, 519 U

.S. 482, 490 

（1997

）.

）
に
お
い
て
も
、
①
制
定
法
の
文
言
と

②
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
確
立
し
た
定
義
の
有
無
か
ら
﹁
重
大
性
﹂
の
立
証
の
要
否
を
判
断
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
用
さ
れ
、
同
判
決
で
は
、
①
制
定
法
の
文
言
に
も
定
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
②
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
確
立
し
た
定
義
も
採
用
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、﹁
重
大
性
﹂
の
立
証
を
不
要
と
す
る
判
断
を
下
し
た
。

（
48
）　N

ed
er, 527 U

.S. at 25. 

な
お
、
ネ
イ
ダ
ー
・
ケ
ー
ス
は
、
銀
行
詐
欺
罪
（
合
衆
国
法
典
第
一
�
編
一
�
�
�
条
）
に
つ
い
て
も
起
訴
さ
れ
て
い
た
。
合
衆
国
最
高
裁
は
、

同
様
の
理
由
に
基
づ
き
、
銀
行
詐
欺
の
規
定
も
ま
た
﹁
重
大
性
﹂
の
立
証
を
求
め
て
い
る
と
の
判
断
を
下
し
た
（Id

. at 4.

）。

（
49
）　U

nited States v. B
row

n, 79 F.3d 1550 （11th C
ir. 1996

）.

（
50
）　U

nited States v. Svete, 556 F.3d 1157, 1166 （11th C
ir. 2009

） （en banc
）.

（
51
）　S

ee e.g.U
nited States v. M

axw
ell, 920 F.2d 1028, 1036 （D

.C
. C

ir. 1990

）; U
nited States v. B

rien, 617 F.2d 299, 311-12 （1st C
ir.

）, cert. d
en

ied
, 446 

U
.S. 919 （1980

）. S
ee a

lso U
nited States v. F

alkow
itz, 214 F. Supp. 2d 365, 376-77 （S.D

.N
.Y. 2002

）（﹁
他
の
巡
回
区
に
お
け
る
近
時
の
判
例
法
は
、
刑
法
上
の

詐
欺
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
、
民
事
の
正
当
な
信
頼
原
理
を
持
ち
込
む
の
を
拒
否
す
る
と
い
う
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
控
訴
裁
判
所
の
多
数
派
の
考
え
を
反
映
し
て
い
る
﹂）。 
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（
52
）　S

ee, e.g., S
vete, 556 F.3d at 1165-70

（﹁
も
し
、
被
害
者
が
偽
り
の
説
明
を
重
要
と
み
な
し
そ
う
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
、
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
場
合
、
客
観

的
な
信
頼
性
は
、
重
大
性
の
立
証
に
と
っ
て
必
要
で
は
な
い
﹂
と
判
示
）; T

h
om

a
s, 377 F.3d at 243; U

nited States v. C
offm

an, 94 F.3d 330, 333 （7th C
ir. 1996

）

（﹁
予
め
商
売
上
の
言
葉
の
一
部
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
無
害
で
小
さ
な
ウ
ソ
と
き
わ
め
て
複
雑
に
見
え
る
大
き
な
ウ
ソ
は
違
う
﹂
と
の
立
場
か
ら
、﹁
合
理
的
な
一
般
人

が
信
じ
る
﹂
と
い
う
要
件
は
、
単
純
に
﹁
誇
張
﹂
と
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
要
件
で
あ
る
重
大
な
﹁
欺
も
う
行
為
﹂
と
の
違
い
を
画
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
判
示
）; C

oyle, 

63 F.3d at 1244; U
nited States v. D

rake, 932 F.2d 861, 864 （10th C
ir. 1991

）. 

な
お
、
一
般
人
基
準
と
行
為
者
基
準
の
両
方
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
新
た
な
基
準
を

提
示
す
る
も
の
と
し
て
、M

ark Z
ingale, F

ashioning a V
ictim

 Standard in M
ail and W

ire F
raud: O

rdinarily P
rudent P

erson or M
onum

entally and W
ire 

F
raud: O

rdinarily P
rudent P

erson or M
onum

entally C
redulous G

ull?, 99 C
O

L
U

M. L
. R

E
V. 795, 795-833 （1999

）.

（
53
）　E

llen S. P
odgor, M

ail F
raud: R

edefining the B
oundaries, 10 S

T. T
H

O
M

A
S L

. R
E

V. 557, 562-63 （1998

）.

（
54
）　U

nited States v. Jackson, 26 F.3d 999 （10th C
ir. 1994

）.

（
55
）　Id

. at 1000. 

た
だ
し
、
被
告
人
が
、
一
定
の
期
日
以
後
は
、
実
父
の
死
去
を
認
識
し
て
い
た
と
し
て
、
有
罪
判
決
を
維
持
（Id

.

）. 

（
56
）　U

nited States v. Yoakam
, 116 F.3d 1346, 1349-50 （10th C

ir. 1997

）.

（
57
）　S

ee M
a

rtin
-Trigon

a
, 684 F.2d at 492 

（. 

た
だ
し
、
い
く
つ
か
の
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
郵
便
詐
欺
罪
の
主
観
的
犯
罪
成
立
要
件
は
、﹁
無
謀
（reckless

）﹂

で
足
り
る
と
し
て
い
る
（S

ee U
nited States v. C

oyle, 63 F.3d 1239, 1243 （3d C
ir. 1995

）（﹁
特
別
な
意
図
の
立
証
は
要
求
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
真
実
の
無
謀
な
無

視
を
も
た
ら
し
た
事
実
に
関
す
る
重
大
な
虚
偽
の
説
明
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂）; U

nited States v. H
anningan, 27 F.3d 890, 892 n.1 

（3d C
ir. 1994

）; 

U
nited States v. H

am
, 998 F.2d 1247, 1254-55 （4th C

ir. 1992

）.

）。S
ee gen

era
lly M

ichael C
lay Sm

ith, R
ecklessness and G

ood F
aith under the M

ail 

F
raud Statute: M

ens R
ea by A

ccident?, 27 C
R

IM. L
. B

U
L

L. 315, 315-26 （1991

）; P
odgor, su

p
ra

 note 4, at 228-29.

（
58
）　D

u
rla

n
d

, 161 U
.S. at 313.

（
59
）　S

ee U
nited States v. Schuler, 458 F.3d 1148, 1152 （10th C

ir. 2006
）（﹁
詐
欺
的
な
意
図
の
直
接
的
な
立
証
は
、
し
ば
し
ば
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
裁
判
所
は
長
く
、

判
断
が
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
証
拠
に
依
存
す
る
と
い
う
事
実
を
認
め
て
き
た
﹂
と
説
明
）; U

nited States v. M
ooney, 401 F.3d 940, 944 （8th C

ir. 2005

）, a
ff’d

 425 F.3d 

1093 

（8th C
ir. 2005

）（﹁
詐
欺
的
な
意
図
は
直
接
的
に
立
証
さ
れ
る
必
要
は
な
い
が
、
被
告
人
の
行
為
と
取
り
巻
く
事
実
と
状
況
か
ら
推
定
さ
れ
得
る
﹂
と
説
明
）; U

nited 

States v. G
odw

in, 272 F.3d 659, 666 （4th C
ir. 2001

）（
特
別
な
意
図
は
、
直
接
的
な
証
拠
が
な
く
て
も
、
全
般
的
な
状
況
か
ら
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
説
明
）; 

U
nited States v. M

ontani, 204 F.3d 761, 769 （7th C
ir. 2000

） （﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
一
部
と
し
て
の
被
告
人
の
上
司
へ
の
誤
っ
た
説
明
は
、
要
求
さ
れ
る
意
図
と
合

致
す
る
と
判
断
）; U

nited States v. G
uadagna, 183 F.3d 122, 129 （2d C

ir. 1999

）（
意
図
は
、
説
明
が
誤
っ
て
い
る
と
認
識
し
つ
つ
、
被
告
人
が
被
害
者
に
誤
っ
た
説
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明
を
し
た
こ
と
な
ど
の
状
況
証
拠
を
通
じ
て
立
証
さ
れ
得
る
と
判
断
）.

（
60
）　S

ee U
nited States v. W

oodw
ard, 149 F.3d 46, 57 （1st C

ir. 1998

）（
被
告
人
が
市
民
か
ら
州
の
立
法
者
と
し
て
の
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
欺
く
意
図
は
、
ロ
ビ

ー
ス
ト
か
ら
の
心
付
け
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
利
益
と
対
立
す
る
、
被
告
人
の
意
図
的
な
公
表
の
不
履
行
に
よ
っ
て
必
然
的
に
立
証
さ
れ
得
る
と
判
示
）; U

nited 

States v. G
ray 

（
被
告
人
の
偽
の
身
分
証
、
偽
名
お
よ
び
仲
介
者
に
よ
っ
て
自
ら
の
役
割
を
隠
そ
う
と
す
る
試
み
は
、
要
件
と
な
る
意
図
を
立
証
す
る
と
判
示
）; U

nited 

States v. C
oyle, 63 F.3d 1239, 1244-45 

（3d C
ir. 1995

）（
本
当
の
会
計
上
の
数
値
は
、
基
金
の
受
託
者
の
会
計
係
や
労
働
省
に
利
益
の
総
額
に
対
す
る
注
意
を
促
す
の

で
あ
る
か
ら
、
不
実
の
申
述
を
含
ん
だ
郵
便
は
意
図
の
存
在
を
示
し
て
い
る
と
判
示
）.　

不
作
為
ま
た
は
不
開
示
に
よ
る
隠
ぺ
い
は
、
明
確
な
法
的
義
務
に
基
づ
い
て
い
る
こ

と
を
要
せ
ず
、
通
常
、
公
開
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
（S
ee U

nited States v. R
ichm

an, 944 F.2d 323, 333 （7th C
ir. 1991

）（
弁
護
士
の
保
険
の
損
害

査
定
人
へ
の
支
払
い
や
保
健
業
者
か
ら
の
支
払
い
の
隠
ぺ
い
は
倫
理
的
な
基
準
に
反
す
る
と
判
示
））。

（
61
）　S

ee U
nited States v. F

ernandez, 282 F.3d 500, 507 （7th C
ir. 2002

）（
郵
便
詐
欺
の
計
画
に
お
け
る
欺
く
意
図
は
、
行
為
者
の
計
画
の
必
然
的
な
結
果
が
他
者
を
害

し
た
と
き
、﹁
そ
の
計
画
か
ら
推
論
さ
れ
得
る
﹂
と
判
示
）; U

nited States v. A
utuori, 212 F.3d 105, 116 （2d C

ir. 2000

）（
欺
く
意
図
は
、
一
部
、
被
告
人
の
認
識
の
た

め
に
、
投
資
家
に
不
実
の
保
証
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
判
示
）; U

nited States v. K
inney, 211 F.3d 13, 18-19 （2d C

ir. 2000

）（
郵
便
詐
欺
罪
で
の
有
罪
判
決
は
、
被
告

人
に
よ
っ
て
懇
願
さ
れ
た
寄
付
者
が
、
慈
善
団
体
に
寄
付
し
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
欺
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
寄
付
金
の
使
用
目
的
に
つ
い
て
だ
け
欺
か
れ
て
い

た
と
き
で
も
排
除
さ
れ
な
い
と
判
示
）.

（
62
）　S

ee e.g., U
nited States v. D

eSantis, 134 F.3d 760, 768 （6th C
ir. 1998

）（
検
察
は
、
投
資
家
の
損
失
を
被
告
人
の
欺
く
特
別
の
意
図
の
立
証
に
お
い
て
採
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
判
示
）; U

nited States v. Sokolow
, 91 F.3d 396, 407 （3d C

ir. 1996

）（
詐
欺
に
よ
っ
て
誰
か
が
被
害
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
は
、
計

画
者
の
意
図
の
証
拠
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
判
示
）. 

な
お
、
被
告
人
が
、
被
害
者
の
損
害
を
回
避
・
軽
減
す
る
た
め
の
手
立
て
を
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
意
図
に
関

連
す
る
可
能
性
が
あ
る
（S

ee U
nited States v. C

opple; 24 F.3d 535, 545 （3d C
ir. 1994

）.

）。

（
63
）　S

ee F
E

D. R
. E

V
ID. 404 （b

）; see a
lso U

nited States v. P
eterson, 244 F.3d 385, 392-93 （5th C

ir. 2001

）（
被
告
人
の
事
後
的
な
悪
行
の
証
拠
は
、
意
図
の
問
題

に
関
連
す
る
と
判
示
）; U

nited States v. Schum
acher, 238 F.3d 978, 980 （8th C

ir. 2001

）（
被
告
人
の
起
訴
さ
れ
て
い
な
い
詐
欺
的
な
取
引
の
証
拠
は
、
郵
便
詐
欺
罪

お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
の
意
図
の
要
素
と
関
連
し
、
そ
の
証
拠
と
な
る
と
判
示
）; U

nited States v. G
oldunlim

ited, Inc., 177 F.3d 472, 488 （6th C
ir. 1999

）（
類
似
し

た
以
前
の
計
画
を
遂
行
中
の
被
告
人
の
行
為
に
関
す
る
他
の
悪
行
の
証
拠
は
、
故
意
で
企
て
た
計
画
の
重
大
な
結
果
と
欺
く
意
図
を
立
証
す
る
の
に
有
益
で
あ
る
か
ら
、
許
容

さ
れ
る
と
判
示
）.

（
64
）　S

T
R

A
D

E
R, su

p
ra

 note 33, at 69.

五四




（　
　

）

ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

同
志
社
法
学　

六
六
巻
一
号�

五五


（
65
）　U

nited States v. R
egent O

ffice Supply, 421 F.2d 1174 （2d C
ir. 1970

）.
（
66
）　Id

. at 1179.
（
67
）　L

ustiger v. U
nited States, 386 F.2d 132 （9th C

ir. 1967

）, cert. d
en

ied
, 390 U

.S. 951 （1968

）.

（
68
）　Id

, at 136.

（
69
）　Id

, at 138.

（
70
）　U

nited States v. Siegel, 717 F.2d 9 （2d C
ir. 1983

）.

（
71
）　Id

. at 13.

（
72
）　

重
要
な
の
は
、
多
数
意
見
（Id

. at 23

）
と
反
対
意
見
（Id

. at 23

︹
ウ
ィ
ン
タ
ー
ズ
判
事
︺）
の
両
方
が
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
過
剰
な
犯
罪
化
と
単
な
る
忠
実
義
務
違
反
に

基
づ
く
連
邦
詐
欺
の
ケ
ー
ス
の
濫
用
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
73
）　Id

. at 24 （W
inter, J., dissenting

）.

（
74
）　C

offee, su
p

ra
 note 6, at 117-172; John C

. C
offee, Jr., D

oes “U
nlaw

ful” M
ean “C

rim
inal”?: R

eflection on the D
isappearing Tort/C

rim
e D

istinction 

in A
m

erican L
aw

, 71 B
. U

. L
. R

E
V. 193, 205 （1991

）; P
eter R

. E
zersky, Intra-C

orporate M
ail and W

ire F
raud: C

rim
inal L

iability for F
iduciary B

reach, 

94 Y
A

L
E. L

. J. 1427, 1434-1447.

（
75
）　U

nited States v. A
lkins, 925 F.2d 541, 549-50 （2dC

ir. 1991

）. S
ee C

offee &
 W

hitehead, su
p

ra
 note 6, at 

§9.04

［1

］.

（
76
）　O

rr, su
p

ra
 note 32, at 804. 

（
77
）　S

T
R

A
D

E
R, su

p
ra

 note 33, at 71.

（
78
）　S

ee id
.; U

nited States v. W
alters, 913 F.2d 388, 392 （7th C

ir. 1990

）.

（
79
）　F

ountain v. U
nited States, 357 F.3d 250, 255 （2d C

ir. 2004

）（﹁
郵
便
ま
た
は
通
信
の
使
用
は
、
郵
便
詐
欺
罪
お
よ
び
通
信
詐
欺
罪
の
本
質
的
な
要
素
で
あ
る
﹂
と

判
示
）; U

nited States v. H
edaithy, 392 F.3d 580, 590 （3d C

ir. 2004

）（
検
察
は
、﹁
郵
便
詐
欺
罪
ま
た
は
通
信
詐
欺
罪
の
立
証
の
た
め
に
、
郵
便
ま
た
は
州
際
通
信
伝

達
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
﹂
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
）.

（
80
）　S

ee gen
era

lly C
arpenter v. U

nited States, 484 U
.S. 19 （1987

）.

（
81
）　U

nited States v. P
hotogram

m
etric D

ata Services., Inc., 259 F.3d 229 （4th C
ir. 2001

） cert. d
en

ied
, 122 S. C

t. 1295 （2002

）. 

（
82
）　S

ee U
nited States v. G

arlick, （9th C
ir. 2001

） 240 F.3d 789, 794; U
nited States v. N

orris, 34 F.3d 530, 531 （7th C
ir. 1994

）.
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（
83
）　S

ee U
nited States v. Selby, （2009

） 557 F.3d 968, 979. （﹁
被
告
人
が
夫
に
送
信
し
た
内
輪
の
電
子
メ
ー
ル
は
、
通
信
の
使
用
の
要
件
を
十
分
充
足
す
る
﹂
と
判
示
）.

（
84
）　S

ee U
nited States v. M

orrow
, 39 F.3d 1228, 1237 （1st C

ir. 1994

）（
郵
便
そ
の
も
の
が
虚
偽
的
で
な
く
て
も
、被
告
人
は
郵
便
詐
欺
罪
で
有
罪
に
な
り
得
る
と
判
示
）.

（
85
）　U

nited States v. D
raim

an, 784 F.2d 248, 251 （7th C
ir. 1986

）. 

（
86
）　S

ee gen
era

lly C
a

rp
en

ter, 484 U
.S. at 19.

（
87
）　P

ereira v. U
nited States, 347 U

.S. 1, 8-9 （1954

）; see a
lso U

nited States v. W
ashington, 634 F.3d 1180 （10th C

ir. 2011

）; U
nited States v. B

radley, 

644 F.3d 1213 （11th C
ir. 2011

）; U
nited States v. W

eiss, 630 F.3d 1263 （10th C
ir. 2010

）.

（
88
）　S

ee P
ereira

, 347 U
.S. at 9; U

nited States v. W
ard, 486 F.3d 1212, 1222 （11th C

ir. 2007

）（﹁
そ
の
者
が
、
郵
便
（
通
信
）
が
通
常
の
業
務
の
流
れ
に
従
え
ば
使

用
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
行
為
し
た
と
き
、ま
た
は
、そ
う
し
た
使
用
が
合
理
的
に
予
見
可
能
で
あ
っ
た
と
き
は
、た
と
え
実
際
に
は
意
図
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
も
、

合
衆
国
法
典
第
一
�
編
一
�
�
一
条
の
意
味
の
範
囲
内
で
、
郵
便
を
使
用
さ
せ
、
ま
た
は
合
衆
国
法
典
第
一
�
編
一
�
�
�
条
の
意
味
の
範
囲
内
で
通
信
を
使
用
さ
せ
た
こ
と

に
な
る
﹂
と
判
示
）; U

nitede States v. R
atliff-W

hite, 493 F.3d 812, 818 （7th C
ir. 2007

）（﹁﹃
使
用
さ
せ
た
﹄
と
い
う
要
件
を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
、
検
察
は
、
被
告

人
が
、
通
信
が
使
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
証
明
す
る
だ
け
で
良
い
。
判
例
法
は
、
特
定
の
郵
便
や
通
信
が
予
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
﹂

と
判
示
）.

（
89
）　S

ee P
ereira

, 347 U
.S. at 8-9

（
あ
る
者
が
、
郵
便
が
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
行
為
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
そ
う
し
た
使
用
が
合
理

的
に
予
見
可
能
で
あ
っ
た
と
き
は
、
た
と
え
実
際
に
は
意
図
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
も
、
そ
の
者
は
﹁
郵
便
を
使
用
さ
せ
た
﹂
こ
と
に
な
り
、﹁
エ
ル
パ
ソ
で
有
罪
を
言

い
渡
さ
れ
た
被
告
人
は
、
テ
キ
サ
ス
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
小
切
手
の
郵
送
に
郵
便
を
使
用
さ
せ
て
、
小
切
手
を
ロ
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
銀
行
で
振
り
出
し
た
﹂
と
認

定
。）; U

nited States v. C
ohen, 171 F.3d 796, 800 （3d C

ir. 1999

）（
郵
便
が
通
常
の
業
務
の
流
れ
に
従
え
ば
使
用
さ
れ
る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
被
告
人
が
行
為
し
た

と
き
、
こ
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
示
）; U

nitede States v. Serang, 156 F.3d 910, 914 

（9th C
ir. 1998

）（
被
告
人
が
郵
便
を
使
用
す
る
特
別
の
意
図
を
有
す
る
必
要

は
な
い
と
判
示
）.

（
90
）　P

ereira
, 347 U

.S. at 1.

（
91
）　Id
, at 8-9.　

ま
た
、
最
高
裁
は
、
問
題
の
分
析
を
す
る
こ
と
な
し
に
、
郵
便
が
詐
欺
を
促
進
し
た
と
決
め
て
か
か
っ
た
（Id

.

）。

（
92
）　

他
方
に
お
い
て
、
前
に
検
討
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
・
ケ
ー
ス
判
決
（W

a
lters, 997 F.2d at 1219

）
に
お
い
て
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
被
告
人
は
、
大
学
が
、

選
手
の
適
格
性
に
関
す
る
書
類
の
送
付
に
郵
便
を
﹁
使
用
さ
せ
た
﹂
と
は
言
え
い
な
い
と
の
判
断
を
下
し
た
。
そ
こ
で
は
、
被
告
人
が
、
書
類
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
ど
こ
ろ
か
、

書
類
が
存
在
す
る
こ
と
さ
え
認
識
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
が
な
い
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
被
告
人
に
よ
っ
て
雇
わ
れ
た
法
律
事
務
所
は
、﹁
被
告
人
の
計
画
が
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
の
規
則

五
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に
は
違
反
し
て
い
る
が
、
法
律
に
は
違
反
し
て
い
な
い
﹂
と
助
言
し
て
い
た
点
を
ふ
ま
え
て
、
郵
便
が
使
用
さ
れ
る
と
専
門
家
が
予
見
で
き
な
か
っ
た
の
に
、
被
告
人
が
、
予

見
で
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
、
郵
便
詐
欺
罪
の
成
立
を
否
定
し
た
。
そ
こ
で
は
、﹁
検
察
は
、
大
き
な
組
織
で
は
、
日
常
的
に
郵
便
が
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

大
き
な
組
織
に
関
連
す
る
全
て
の
詐
欺
は
必
然
的
に
郵
便
詐
欺
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
陪
審
の
前
に
示
す
、
そ
う
し
た
主
張
を
支
持
す
る
証
拠
は
な
く
、
刑
事
判
例
に
お

け
る
裁
判
所
に
よ
る
確
知
と
し
て
は
、
到
底
、
適
当
で
は
な
い
﹂（Id

. at 1223-24.

）
と
判
示
さ
れ
た
。

（
93
）　U

nited States v. P
aneras, 222 F.3d 406 （7th C

ir. 2000

）; U
nited States v. F

enzl, 787 F.Supp. 2d 781 （N
.D

. Ill. 2011

）.

（
94
）　R

a
tiff-W

h
ite, 493 F.3d at 817-18 （

検
察
は
、
挙
証
責
任
を
状
況
証
拠
で
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
）. 

状
況
証
拠
の
具
体
例
と
し
て
は
、
何
ら
か
の
証
明
書
や
記
録

が
、
郵
便
や
通
信
を
通
じ
て
送
付
さ
れ
た
り
、
受
領
さ
れ
た
り
し
て
い
る
実
際
の
日
常
的
な
業
務
や
会
社
の
慣
習
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（see a

lso U
nited States v. 

W
all, 130 F.3d 739, 746 （6th C

ir. 1997

）; U
nited States v. H

asson; 333 F.3d 1264, 1272 （11th C
ir. 2003

）; U
nited States v. H

etherington, 256 F.3d 788, 

794 （8th C
ir. 2001

）; U
nited States v. Z

ichettello, 208 F.3d 72, 105 （2d C
ir. 2000

）; U
nited States v. R

ichards, 204 F.3d 694, 703 （5th C
ir. 2000

）.

）。

（
95
）　S

ee U
nited States v. Ingles, 17 F.3d 830, 838 （5th C

ir. 2006

）（
完
了
し
た
放
火
に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
は
、
計
画
全
体
を
促
進
し
て
い

る
と
判
示
）, U

nited States v. A
ntico, 275 F.3d 245, 261 （3d C

ir. 2001

）（
促
進
の
要
件
を
採
用
）; U

nited States v. G
riffin, 17 F.3d 865, 874 （6th C

ir. 1994

）（
郵

便
や
電
話
の
使
用
は
、そ
れ
が
予
見
可
能
で
、計
画
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
き
は
、計
画
を
促
進
し
て
い
る
と
判
断
）; U

nited States v. H
inkle, 37 F.3d 576, 578 （10th 

C
ir. 1994

） （
不
正
な
保
険
金
の
請
求
の
郵
送
は
、
詐
取
す
る
計
画
を
促
進
し
て
い
る
と
判
断
）; U

nited States v. K
oen, 982 F.2d 1101, 1107 （7th C

ir. 1992

）（﹁
促
進

す
る
﹂
と
い
う
要
件
は
幅
広
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
郵
便
は
計
画
の
本
質
的
な
部
分
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
）.

（
96
）　Schm

uck v. U
nited States, 489 U

.S. 705, 715 （1989
）.

（
97
）　Id

.

（
98
）　P

odgor, su
p

ra
 note 4, at 242-53.

（
99
）　U

nited States v. M
aze, 414 U

.S. 395, 402 （1974

）（
売
主
か
ら
銀
行
へ
の
売
上
伝
票
の
郵
送
は
、﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
達
成
後
に
行
わ
れ
て
お
り
、
購
入
品
代
金
を

盗
ま
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
請
求
す
る
と
い
う
被
告
人
の
計
画
の
本
質
に
反
対
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
認
定
）.

（
１００
）　P

arr v. U
nited States, 363 U

.S. 370, 388-92 （1960

）（
学
校
区
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ
て
個
人
的
に
利
用
す
る
ガ
ソ
リ
ン
や
そ
の
他
の
製
品
を
購
入
し
た
と
き
、

計
画
は
、
被
告
人
が
商
品
を
手
に
入
れ
、
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
時
点
で
達
成
し
て
お
り
、
石
油
会
社
の
集
金
手
続
は
、
被
告
人
の
計
画
に
と
っ
て
﹁
重
要
で
は
な
い
﹂

の
で
、
石
油
会
社
か
ら
学
校
に
送
ら
れ
て
き
た
送
り
状
は
﹁
計
画
を
実
行
す
る
目
的
﹂
で
は
な
い
と
判
示
）.

（
１０１
）　U

nited States v. B
eall, 126 F. Supp. 363 （N

.D
.C

al. 1954

）. 
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（
１０２
）　K

ann v. U
nited States, 323 U

.S. 88, 94 （1944

）（
被
告
人
の
計
画
は
、
詐
欺
的
に
入
手
し
た
小
切
手
が
現
金
化
さ
れ
、
ま
た
は
預
金
さ
れ
れ
ば
、
達
成
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
手
形
を
現
金
化
し
た
銀
行
に
よ
っ
て
、
手
形
発
行
銀
行
か
ら
立
替
払
金
の
聴
衆
の
た
め
に
行
わ
れ
た
郵
便
は
、﹁
計
画
を
実
行
す
る
た
め
﹂
に

行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
判
断
）; U

nited States v. L
azarenko, 564 F.3d 1026, 1037 （9th C

ir. 2009

）（
計
画
の
実
行
後
�
、
�
年
後
に
用
い
た
通
信
は
、
計
画
を
促

進
し
な
い
と
判
示
）. 

こ
れ
に
対
し
て
、計
画
の
実
行
後
に
被
害
者
に
謝
罪
文
を
郵
送
し
、安
心
さ
せ
る
こ
と
が
当
初
よ
り
計
画
の
一
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂と
の
関
連
性
は
否
定
さ
れ
な
い（U

nited States v. Sam
pson, 371 U

.S. 75, 80 （1962

）; U
nited States v. L

ane, 474 U
.S. 438, 451-52 （1986

）.

）。

（
１０３
）　S

ch
m

u
ck, 489 U

.S. at 705.

（
１０４
）　Id

, at 710-11, qu
a

tin
g B

adders v. U
nited States, 240 U

.S. 391, 394 （1916

）.

（
１０５
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
ス
カ
リ
ア
判
事
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
反
対
意
見
は
、多
数
意
見
の
帰
結
と
そ
の
理
由
づ
け
を
厳
し
く
批
判
し
た（Id

, at 722 （Scalia, J., dissenting

）. 

ま
た
、
ス
カ
リ
ア
判
事
の
反
対
意
見
は
、
ブ
レ
ナ
ン
判
事
、
マ
ー
シ
ャ
ル
判
事
お
よ
び
オ
コ
ナ
ー
判
事
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
）。
反
対
意
見
は
、
名
義
登
録
の
郵
便
が
、﹁
詐

取
す
る
計
画
﹂
の
一
部
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
計
画
を
促
進
す
る
と
い
う
要
件
に
合
致
し
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
は
、﹁
責
任
を
招
く
の
は
、
郵
便
詐
欺
で
あ
っ
て
、

郵
便
と
詐
欺
で
は
な
い
。
あ
る
段
階
で
、
郵
便
が
た
ま
た
ま
用
い
ら
れ
た
と
き
（
郵
便
が
、
予
測
通
り
に
、
ま
た
は
必
要
的
に
利
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
き
）
に
は
、
こ

の
連
邦
法
が
、
詐
取
す
る
計
画
に
よ
っ
て
違
反
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
﹂
と
説
か
れ
た
（Id

. at 723.

）。

（
１０６
）　

多
く
の
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
が
、
要
求
さ
れ
る
郵
便
は
、
こ
の
一
般
ル
ー
ル
の
例
外
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。S

ee U
nited States v. L

ake, 472 F.3d 1247, 

1256 （10th C
ir. 2007

）（﹁
他
の
多
く
の
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
パ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
を
法
に
よ
っ
て
郵
送
が
要
求
さ
れ
て
い
る
書
類
の
郵
送
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
は
、

不
実
で
も
、
詐
欺
的
で
も
な
い
か
ら
、
詐
欺
的
計
画
を
遂
行
す
る
目
的
の
郵
便
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
判
断
と
解
し
た
問
題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
﹂）。

（
１０７
）　U

nited States v. W
alters, 997 F.2d 1219 （7th C

ir. 1993
）; see L

andis C
ox, T

argeting Sports A
gents w

ith the M
ail F

raud Statute: U
nited States v. 

N
orby W

alters &
 L

loyd B
loom

, 41 D
U

K
E L

. J. 1157, 1157-1211 （1992

）.

（
１０８
）　

本
件
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
対
す
る
法
規
制
の
動
き
を
促
進
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
事
件
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
（
グ
レ
ン
・
Ｍ
・
ウ
ォ
ン
・
川
井
圭
司
﹃
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
法
と
文
化
﹄（
成
文
堂
、
�
〇
一
�
）
�
�
六
頁
）。

（
１０９
）　Id
. at 1222.

（
１１０
）　U

nited States v. L
ane, 474 U

.S. 438 （1986

）.

（
１１１
）　Id

., at 451, citin
g M

a
ze, 414 U

.S. at 403; U
nited States v. Sam

pson, 371 U
.S. 75 （1962

）（
た
と
え
被
告
人
ら
が
、
す
で
に
自
ら
の
詐
欺
に
よ
る
利
益
を
獲
得

し
て
い
た
と
し
て
も
、
顧
客
へ
の
手
紙
は
、﹁
約
束
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
る
と
請
け
負
う
こ
と
で
、
顧
客
を
な
だ
め
る
目
的
で
送
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
﹂、
詐
欺
の

五八
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計
画
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
と
判
断
）; see a

lso U
nited States v. M

cD
ougal, 137 F.3d 547 （8th C

ir. 1998

）.
（
１１２
）　U

nited States v. Strong, 371 F.3d 225, 230-32 （5th C
ir. 2004

）. S
ee a

lso infra 

§4.05

［A

］（﹁
金
銭
ま
た
は
財
産
﹂
の
要
件
に
つ
い
て
検
討
）.

（
１１３
）　

本
稿
﹁
�
﹃
無
形
の
権
利
﹄
の
保
護
を
め
ぐ
る
判
例
と
立
法
の
攻
防
﹂
を
参
照
。

（
１１４
）　S

ee U
nited States v. W

illiam
s, 527 F.3d 1235, 1245 （11th C

ir. 2008

）（﹁
通
信
詐
欺
は
、
検
察
が
、
現
実
の
経
済
的
な
損
失
や
自
ら
の
計
画
か
ら
被
告
人
の
利
益
の

存
在
を
立
証
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
﹂
と
判
示
）; U

nited States v. P
otter, 463 F.3d 9, 17 （1st C

ir. 2006

）（
被
告
人
が
、
計
画
を
遂
行
で
き
な
い
こ
と
も
、
意

図
し
た
結
果
に
達
し
な
い
こ
と
も
、
有
罪
判
決
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
と
判
示
）. 

（
１１５
）　U

nited States v. W
alters, 997 F.2d 1219, 1225-26 （7th C

ir. 1999

）; T
hom

as M
iles, D

upes and L
osers in M

ail F
raud, 77 U

. C
H

I. L
. R

E
V. 1111, 1118-23 

（2010

）.

（
１１６
）　M

cN
a

lly, 489 U
.S. at 356.

（
１１７
）　C

leveland v. U
nited States, 531 U

.S. 12, 26 （2000

）.

（
１１８
）　S

ee, e.g., U
nited States v. Saw

yer, 85 F.3d 713, 734 n.18 （1st C
ir. 1996

）.

（
１１９
）　C

orcoran v. A
m

erican P
lan C

orp., 886 F.2d 16 （2d C
ir. 1989

）.

（
１２０
）　W

a
lters, 997 F.2d at 1224.

（
１２１
）　U

nited States v. C
hristopher, 142 F.3d 46, 53-54 （1st C

ir. 1998

）.

（
１２２
）　C

f. Ideal Steel Supply C
orp. v. A

nza, 373 F.3d 251 （2d C
ir. 2004

）（
郵
便
詐
欺
を
根
拠
行
為
（predicate act

）
と
す
る
非
刑
事
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
訴
訟
に
お
い
て
、
裁

判
所
は
、
エ
バ
ン
ズ
・
ケ
ー
ス
判
決
や
コ
ー
コ
ラ
ン
・
ケ
ー
ス
判
決
が
、
被
害
者
と
被
欺
も
う
者
の
一
致
を
要
求
し
て
い
る
か
否
か
を
検
討
）; In re L

upron M
arket and 

Sales P
ractices L

itigation, 295 F. Supp. 2d 148, 168 （D
. M

ass. 2003

）（
非
刑
事
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
訴
訟
に
お
い
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、﹁
郵
便
お

よ
び
通
信
詐
欺
の
制
定
法
に
お
い
て
、
金
銭
ま
た
は
財
産
を
奪
い
取
ら
れ
た
も
の
が
、
実
際
に
﹁
欺
か
れ
た
者
﹂
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
規
定
は
な
い
﹂
と
判
示
）. 

（
１２３
）　W

a
lters, 997 F.2d at 1224. 

他
の
連
邦
レ
ベ
ル
の
下
級
審
も
、
同
様
に
、
被
告
人
が
、
詐
欺
か
ら
利
益
を
得
る
意
図
を
要
求
す
る
。S

ee e. g., U
nited States v. 

A
lsugair, 256 F. Supp. 2d 306 （D

.N
.J. 2003

）, and cases cited therein.

（
１２４
）　S

ee U
nited States v. H

edaithy, 392 F.3d 580, 602 （3d C
ir. 2004

）.

（
１２５
）　B

ridge v. P
hoenix B

ond &
 Indem

nity C
o., 128 S. C

t. 2131, 2138 （2008

）. 

本
件
の
争
点
は
、
当
事
者
の
信
用
が
非
刑
事
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
訴
訟
の
要
件
か
ど
う
か
で
あ
っ

た
。
最
高
裁
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
十
分
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
な
く
要
件
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
た
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
﹁
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
申
し
立
て
た
原
告
は
、

五九
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郵
便
詐
欺
が
主
張
さ
れ
た
被
告
人
の
虚
偽
の
申
立
て
に
か
か
っ
て
い
る
と
立
証
す
る
必
要
は
な
い
﹂
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
（Id

.

）。

（
１２６
）　H

am
m

erscm
idt v. U

nited States, 265 U
.S. 182, 188 （1924

）; see a
lso U

nited States v. B
arnow

, 239 U
.S. 74, 79 （1915

）; U
nited States v. P

lyler, 222 

U
.S. 15, 17 （1911

）.

（
１２７
）　Shushan v. U

nited States, 117 F.2d 110 （5th C
ir. 1941

）.

（
１２８
）　Id

. at 116.

（
１２９
）　W

. R
obert G

ray, T
he Intangible-R

ights D
octrine and P

olitical-C
orruption P

rosecutions under the F
ederal M

ail F
raud Statute, 47 U

. C
H

I. L
. R

E
V. 

562, 584-87 （1980
）; Joshua A

. K
obrin, B

etraying H
onest Services T

heories of T
rust and B

etrayal A
pplied to the M

ail F
raud Statute and 

§§ 1346, 

61 N
.Y.U

. A
N

N. S
U

R
V. A

M. L
. 779, 791 （2006

）.

（
１３０
）　S

ee, e.g., U
nited States v. M

andel, 862 F.2d 1067 （4th C
ir. 1988

）, cert. d
en

ied
, 491 U

.S. 906 （1989

）; U
nited States v. Silvano, 812 F.2d 754 （1st 

C
ir. 1987

）; U
nited States v. M

argiotta, 688 F.2d 108, 112-13 （2d C
ir. 1982

）; T
hom

as M
. D

iB
iagio, P

olitics and the C
rim

inal P
rocess: F

ederal P
ublic 

C
orruption P

rosecutions of P
opular P

ublic O
fficials under the H

onest Services C
om

ponent of the M
ail and W

ire F
raud Statutes, 105 D

IC
K. L

. R
E

V. 

57, 75-92 

（2000

）; Joseph J. L
isa, H

onest Services F
raud: T

he F
uture of P

rosecutions for E
nvironm

ental C
rim

es?, F
E

D. L
A

W
, June 2009, at 55, 55 

（2009

）. 

（
１３１
）　C

offee, su
p

ra
 note 34, at 432; P

aul M
. K

essim
ian, B

usiness F
iduciary R

elationships and H
onest Services F

raud: A
 D

efense of the Statute, 2004 

C
O

L
U

M. B
U

S. L
. R

E
V. 197, 200 （2004

）.

（
１３２
）　D

avid G
. Savage, Suprem

e C
ourt R

eport: A
n H

onest D
ebate, 95 A

.B
.A

. J. 19, 20 （2009

）.

（
１３３
）　M

cN
a

lly, 483 U
.S. at 350.

（
１３４
）　C

raig M
. B

radley, Suprem
e C

ourt R
eview

: F
orew

ord: M
ail F

raud after M
cN

ally and C
arpenter: the E

ssence of F
raud, 79 J. C

R
IM. L

. &
 C

R
IM

IN
O

L
O

G
Y 

573, 574-575; John J. O
’C

onnor, M
cN

ally v. U
nited States: Intangible R

ights M
ail F

raud D
eclared a D

ead L
etter, 37 C

A
T

H. U
.L

.R
E

V. 851, 875-880 

（1988

）.

（
１３５
）　U

nited States v. C
arpenter, 484 U

.S. 19 （1987

）（
本
判
決
を
紹
介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
神
崎
克
郎
﹁C

arpenter v. U
nited States ―

U
.S.―

, 108 S. C
t. 

316 

（1987

）―

新
聞
記
者
が
発
表
前
の
新
聞
コ
ラ
ム
記
事
に
関
し
て
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
責
任
を
問
わ
れ
た
事
例
﹂ア
メ
リ
カ
法
一
�
�
�

－

�
号
（
一
�
�
�
）
�
�
�

頁
以
下
が
あ
る
。）.
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（
１３６
）　Joh

n
 C

. C
offee Jr., H

u
sh

! T
h

e C
rim

in
al S

tatu
s of C

on
fid

en
tial In

form
ation

 after M
cN

ally an
d

 C
arp

en
ter an

d
 th

e E
n

d
u

rin
g P

rob
lem

 of 

O
vercrim

inalization, 26 A
M. C

R
IM. L

. R
E

V. 121, 122-23 

（1988

）（
本
稿
を
紹
介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
山
口
厚
﹁

＞

論
文
紹
介

＜John C
offee Jr., H

ush! T
he 

C
rim

inal Status of C
onfidential Inform

ation after M
cN

ally and C
arpenter and the E

nduring P
roblem

 of O
vercrim

inalization, 26 A
M. C

R
IM. L

. R
ev. 

121-54 （1988

）﹂
ア
メ
リ
カ
法
一
�
�
〇

－

一
号
（
一
�
�
〇
）
�
〇

－

�
�
頁
が
あ
る
。）.

（
１３７
）　Id

. at 122-23.

（
１３８
）　E

zersky, su
p

ra
 note 74 at 1447.

（
１３９
）　S

T
R

A
D

E
R, su

p
ra

 note 8, at 80. 

（
１４０
）　U

nited States v. A
lsugair, 256 F. Supp. 2d 306 （D

.N
.J. 2003

）. S
ee a

lso U
nited States v. H

edaithy, 392 F.3d 580, 593-604

（3d C
ir. 2004

）（
第
�
巡
回

区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
類
似
の
計
画
に
基
づ
く
有
罪
判
決
を
支
持
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
裁
判
所
は
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
に
依
拠
し
、
教
育
テ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

（E
T

S

）
が
機
密
の
企
業
情
報
と
実
態
の
あ
る
成
績
に
つ
い
て
財
産
権
を
有
し
て
い
た
と
の
判
断
を
下
し
た
。）.

（
１４１
）　C

zubinski v. U
nited States, 106 F.3d 1069 （1st C

ir. 1997

）.

（
１４２
）　Id

. at 1076.

（
１４３
）　Id

. at 1074.

（
１４４
）　C

levela
n

d
, 531 U

.S. at 12.

（
１４５
）　Id

. at 24.

（
１４６
）　P

aul M
agin, C

over Story: R
eining in the M

ail F
raud Statute, 26 C

H
A

M
P

IO
N 12, 16-17 （2002

）; E
llen S. P

odgor, Schem
es to D

efraud, 27 C
H

A
M

P
IO

N 12, 

14 （2003

）.

（
１４７
）　U

nited States v. C
atalfo, 64 F.3d 1070, 1076-77 （7th C

ir. 1995
）, cert. d

en
ied

, 517 U
.S. 1192 （1996

）; see a
lso U

nited States v. W
allach, 935 F.2d 

445, 462-63 （2d C
ir. 1991

）（
被
告
人
が
、会
社
の
株
主
か
ら
、会
社
の
資
金
が
い
か
に
支
出
さ
れ
る
か
を
管
理
す
る
権
利
を
奪
い
取
っ
た
と
い
う
根
拠
で
有
罪
判
決
を
支
持
）.

（
１４８
）　U

nited States v. G
ray, 405 F.3d 227, 234 （4th C

ir. 2005

）. 

（
１４９
）　U

nited States v. H
aw

key, 148 F.3d 920 （8th C
ir. 1998

）.

（
１５０
）　U

nited States v. E
vans, 844 F.2d 36 （2d C

ir. 1988

）.

（
１５１
）　P

a
squ

a
n

tin
o, 544 U

.S. at 349.

六
一
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ア
メ
リ
カ
経
済
刑
法
に
お
け
る
郵
便
詐
欺
罪
・
通
信
詐
欺
罪
の
意
義

（
１５２
）　

た
と
え
ば
、
ブ
ー
ツ
・
ケ
ー
ス
判
決
（U

nited States v. B
oots, 80 F.3d 580 （1st C

ir. 

）, cert. d
en

ied
, 117 S. C

t. 263 （1996

）.

）
に
お
い
て
、
第
一
巡
回
区
連
邦

控
訴
裁
判
所
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
居
留
地
を
縦
断
し
て
の
カ
ナ
ダ
へ
の
た
ば
こ
の
密
輸
を
企
図
し
た
被
告
人
に
つ
い
て
、
本
件
に
通
信
詐
欺
罪
を
適
用
す
れ
ば
、﹁
結

局
、
機
能
的
に
は
、
カ
ナ
ダ
の
租
税
法
の
刑
罰
の
執
行
を
行
う
こ
と
に
な
る
﹂
と
述
べ
、﹁
歳
入
ル
ー
ル
﹂
を
根
拠
に
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
を
否
定
し
、
同
罪
の
成
立
を
認
め

た
第
一
審
の
メ
イ
ン
連
邦
地
方
裁
判
所
の
判
決
を
破
棄
し
て
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
�
�
�
年
の
ト
ラ
ピ
オ
・
ケ
ー
ス
判
決
（U

nited States v. 

T
rapilo, 130 F.3d 547 （2d C

ir. 1997

）, cert. d
en

ied
, 525 U

.S. 812 （1998

）.

）
に
お
い
て
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
通
信
詐
欺

罪
の
成
立
を
肯
定
す
る
判
断
を
下
し
た
。
本
件
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
居
留
地
を
縦
断
し
て
の
カ
ナ
ダ
へ
の
酒
類
の
密
輸
を
企
図
し

た
被
告
人
が
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
ー
リ
ン
グ
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
な
ど
で
起
訴
さ
れ
た
。
正
式
審
理
に
入
る
前
に
、
被
告
人
が
、
訴
え
却
下
の
申
立
て
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
第

一
審
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
北
部
地
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
ブ
ー
ツ
・
ケ
ー
ス
判
決
に
基
づ
け
ば
、
そ
も
そ
も
通
信
詐
欺
罪
の
成
否
を
検
討
す
る
こ
と
が
歳
入
ル
ー
ル
に
抵
触
す
る

こ
と
か
ら
、
本
件
に
お
い
て
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
の
成
否
を
検
討
す
る
際
に
要
求
さ
れ
る
通
信
詐
欺
罪
の
成
立
要
件
で
あ
る
﹁
詐
取
す
る
計
画
﹂
の
存
否
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
罪
に
つ
い
て
の
起
訴
も
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
被
告
人
の
申
立
て
を
認
め
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
判
決
を
下
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、﹁
通
信
詐
欺
罪
の
規
定
は
、
州
際
ま
た
は
外
国
と
の
通
信
シ
ス
テ
ム
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
、﹃
詐
取
す
る
計
画
﹄
に
対
し
て
非

難
を
加
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
規
定
に
違
反
し
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
前
提
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
租
税
法
の
適
法
性
を
判
断
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
検

察
は
、
詐
取
す
る
計
画
の
本
質
は
被
告
の
欺
く
意
図
で
あ
る
か
ら
、
被
控
訴
人
は
、
計
画
の
目
的
が
、
租
税
徴
収
に
関
し
て
外
国
政
府
を
詐
取
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
理
由

だ
け
で
、
通
信
詐
欺
罪
の
非
難
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。
我
々
は
、
こ
の
主
張
に
同
意
す
る
﹂
と
述
べ
、
被
告
人
の
控
訴
を
斥
け
た
。

（
１５３
）　Id

. at 357.

（
１５４
）　Id

. at 360. 

反
対
意
見
は
、﹁
最
高
裁
は
、
途
方
も
な
い
範
囲
を
通
信
詐
欺
の
制
定
法
の
せ
い
に
し
て
き
た
﹂
と
主
張
し
た
。Id

. at 373 （G
insburg, J., dissenting

）.

（
１５５
）　

ブ
ー
ツ
・
ケ
ー
ス
判
決
、
ト
ラ
ピ
ロ
・
ケ
ー
ス
判
決
お
よ
び
パ
ス
ク
ア
ン
テ
ィ
ノ
・
ケ
ー
ス
の
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
決
ま
で
を
扱
っ
た
文
献
と
し
て
、

K
atheryn K

eneally, W
hite C

ollar C
rim

e: F
ourth C

ircuit U
pholds W

ire F
raud C

onviction B
ased on a Schem

e to E
vade F

oreign T
ax, 27 C

H
A

M
P

IO
N 48, 

48-51 

（2003

）. 

ま
た
、
パ
ス
ク
ア
ン
テ
ィ
ノ
・
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、E

llen S. P
odgor, A

 N
ew

 D
im

ension to the P
rosecution of W

hite C
ollar C

rim
e: 

E
nforcing E

xtraterritorial Social H
arm

s, 37 M
C

G
E

O
G

E L
. R

E
V. 83, 84-104 （2006

）.

（
１５６
）　18 U

SC
 

§1346 （2012

）.

（
１５７
）　Skilling v. U

nited States, 130 S. C
t. 2896 at 2928 n.36 （2010

）（com
p

a
re, e.g., U

nited States v. B
rum

ley, 116 F.3d 728, 734-735 （5th C
ir. 1997

）（en 

banc

）, w
ith e.g., U

nited States v. W
eyhrauch, 548 F.3d 1237, 1245-1246 （9th C

ir. 2008
）, va

ca
ted

 a
n

d
 rem

a
n

d
ed

, 130 S. C
t. 2971 （2010

））.
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（
１５８
）　Id

 （com
p

a
re, e.g., U

nited States v. Sun-D
iam

ond G
row

ers, 138 F.3d 961, 973 （D
.C

. C
ir. 1998

）, w
ith

 e.g., U
nited States v. B

lack, 530 F.3d 596, 

600-602 （7th C
ir. 2008

）”,  va
ca

ted
 a

n
d

 rem
a

n
d

ed
, 130 S. C

t. 2963 （2010

）.

）.
（
１５９
）　Id

 

（com
p

a
re, e.g., U

nited States v. B
loom

, 149 F.3d 649, 655 

（7th C
ir. 1998

）, w
ith

 e.g., U
nited States v. P

anarella, 277 F.3d 678, 692 

（3d C
ir. 

2002
）”
）. 

（
１６０
）　In U

nited States v. H
andakas, 286 F.3d 92, 103 （2d C

ir. 2002

）, a
broga

ted
 in

 p
a

rt by U
nited States v. R

ybicki, 354 F.3d 124 （2d C
ir. 2003

）（en 

banc

）. 

第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
事
た
ち
は
、
こ
の
問
題
へ
の
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
再
考
し
、
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
以
前
は
、
一
�

�
六
条
の
解
釈
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
判
断
を
下
し
た
。
第
�
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
制
定
法
の
解
釈
に
当
た
っ
て
、
全
会
一
致
で
、
こ
の
点
に
関
す
る

ハ
ン
ダ
カ
ス
・
ケ
ー
ス
判
決
の
判
断
を
覆
し
、
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
以
前
の
判
例
法
を
採
用
し
た
（R

ybicki, 354 F.3d at 143.

）。
ス
キ
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
判
決
は
、

そ
の
判
断
に
お
い
て
、
直
接
マ
ク
ナ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
判
決
以
前
の
判
例
法
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
議
論
を
解
決
し
て
い
た
（S

killin
g, 130 S. C

t. at 

2933-34.

）。

（
１６１
）　John E

. G
agliardi, B

ack to the F
uture: F

ederal M
ail and W

ire F
raud under 18 U

.S.C
. 

§1346, 68 W
A

SH. L
. R

E
V. 901, 911-22 （1993

）; G
eraldine Szott 

M
oohr, M

ail F
raud and Intangible R

ights D
octrrine: Som

eone to W
atch over U

s, 31 H
A

R
V. J. on L

E
G

IS.153, 187-98 （1994

）（
本
論
文
を
紹
介
し
た
邦
語
文

献
と
し
て
、
門
田
成
人
﹁
Ｇ
・
Ｓ
・
ム
ー
ア
﹃
郵
便
詐
欺
と
無
形
の
権
利
理
論―

わ
れ
わ
れ
を
監
視
す
る
の
は
誰
か
﹄
の
紹
介
﹂
島
大
法
学
�
�
巻
�
号
（
一
�
�
�
）
�
�

�

－

�
�
�
頁
が
あ
る
）; Jason T. E

lder, F
ederal M

ail F
raud U

nleashed: R
evisiting the C

rim
inal C

atch-A
ll, 77 O

R. L
. R

E
V. 707, 728-734 

（1998

）; 

G
erald

in
e S

zott M
ooh

r, M
ail F

rau
d

 M
eets C

rim
in

al T
h

eory, 67 C
IN. L

. R
E

V. 1, 39-51 

（1998

）; K
essim

ian
, su

p
ra

 n
ote 16, 223-231; D

an
iel C

. 

C
leaveland, O

nce A
gain, It is T

im
e to “Speak M

ore C
learly” about 

§1346 and the Intangible R
ights of H

onest Services D
octrine in M

ail  and W
ire 

F
raud, 34 K

Y. L
. R

E
V. 117, 126-150 （2007

）; A
lice A

nne Stephens, T
he E

volution of the H
arm

 R
equirem

ent in H
onest Services F

raud, 36 A
M. C

R
IM. L

. 

R
E

V. 71, 81-97 

（2008

）; M
athew

 N
. B

row
n, P

rosecutional D
iscretion and F

ederal M
ail F

raud P
rosecutions for H

onest Services F
raud, 21 G

E
O. J. 

L
E

G
A

L E
T

H
IC

S 667, 678-683 

（2008

）; G
erald

in
e S

zott M
ooh

r, A
n

oth
er L

im
itation

 on
 H

on
est S

ervice F
rau

d
?, 32 C

H
A

M
P

IO
N 18, 21-22 

（2008

）; A
lexa 

L
aw

son
-R

em
er, R

igh
tfu

l P
rosecu

tion
 or W

ron
gfu

l P
ersecu

tion
? A

b
u

se of H
on

est S
ervices F

rau
d

 for P
olitical P

u
rp

ose, 82 S
. C

A
L. L

. R
E

V. 

1289,1324-1335 （2009

）. 

（
１６２
）　S

killin
g, 130 S. C

t. at 2896.

（
１６３
）　Id

. at 2930-31.
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（
１６４
）　E

llen S. P
odgor, Intangible R

ights-A
 D

éjà vu, 63 V
A

N
D. L

. R
E

V. 63, 70-72 （2010

）; N
icholas J. W

agnoer, H
onest-Services F

raud: T
he Suprem

e C
ourt 

D
efuses the G

overnm
ent’s W

eapon of M
ass D

iscretion in Skilling v. U
nited States, 51 S. T

E
X. L

. R
E

V. 1087, 1129-1143 （2010

）; B
rian N

ichilo, H
onest 

Services F
raud: C

onstancy in C
hange, 83 T

E
M

P. L
. R

E
V. 1065, 1086-1093 （2011

）; E
lizabeth R

. Sheyn, C
rim

inalizing the D
enial of H

onest Services 

after Skilling, 2011 W
IS. L

. R
E

V. 27, 41-43 

（2011

）; B
rette M

. T
annenbaum

, R
efram

ing the R
ight: U

sing T
heories of Intangible P

roperty to T
arget 

H
onest Services F

raud after Skilling, 112 C
O

L
M. L

. R
E

V. 359, 383-386 （2012

）. 

（
１６５
）　S

killin
g, 130 S. C

t. at 2935.

（
１６６
）　

ス
カ
リ
ア
判
事
も
、
補
足
意
見
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
い
く
つ
か
を
指
摘
し
て
い
る
（Id

. at 2938-39 

（Scalia, J., concurring in the judgem
ent

）; see a
lso 

Sara Sun B
eale, A

n H
onest Services D

ebate, 8 O
H

IO S
T. J. C

R
IM. L

. 251 （2010

）; C
harles D

oyle, M
ail and W

ire F
raud: A

 B
rief O

verview
 of F

ederal 

C
rim

inal L
aw

, in M
A

IL A
N

D W
IR

E F
R

A
U

D: E
L

E
M

E
N

T
S A

N
D C

O
N

SID
E

R
A

T
IO

N
S IN F

E
D

E
R

A
L C

R
IM

E
S 49-56 （E

ric J. C
ass &

 A
ndrea N

. Schuster eds., 2012

）.

）。

（
１６７
）　Id

. at 2939 （citing R
ybicki, 354 F.3d at 137-38

）.

（
１６８
）　R

ybicki, 354 F.3d at 127-28.

（
１６９
）　Id

 at 163 （Jacobs J., dissenting

）; see E
dw

ard J. L
oya, Jr., U

pholding “H
onest Services” W

hile A
bandoning Interpretive P

rinciples: U
nited States 

v. R
ybicki, 10 S

T
A

N. J. L
. B

U
S. &

 F
IN. 138, 138-150 （2004

）.

（
１７０
）　U

nited States v. M
ilovanovic, 627 F.3d 405 （9th C

ir. 2010

）.

（
１７１
）　Id

. at 414

（F
ernandez, J., dissenting

）（quoting U
nited States v. K

incaid-C
hauncey, 556 F.3d 923, 940 （9th C

ir. 2009

））.

（
１７２
）　S

T
R

A
D

E
R, su

p
ra

 note 8, at 88.

（
１７３
）　S

ee M
ilova

n
ovic, 627 F.3d 405

（
信
任
義
務
は
要
求
さ
れ
な
い
と
判
断
）.

な
お
、
反
対
意
見
は
、
強
く
異
論
を
主
張
（Id

. at 413 （F
ernandez, J., dissenting

）.

）。

（
１７４
）　Id

. at 405.

（
１７５
）　

こ
の
点
が
、問
題
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、ブ
ラ
ッ
ク
・
ケ
ー
ス
判
決（B

la
ck, 530 F.3d at 600-602, va

ca
ted

 a
n

d
 rem

a
n

d
ed

 130 S. C
t. 2963 （2010

）.

）が
あ
る
。

（
１７６
）　S

ee D
an

e C
. B

all, R
ep

ackin
g S

killin
g-B

arred
 F

rau
d

 T
h

eories: A
 F

orm
 of D

am
age C

on
trol T

h
at G

oes T
oo F

ar, 5 W
H

IT
E C

O
L

L
A

R C
R

IM
E R

E
P. 741 

（2010

）.

（
１７７
）　U

nited States v. N
elson, N

o. 12-11066, 2013 W
L

 949878 （11th C
ir. M

arch 13, 2013
）.

（
１７８
）　18 U

.S.C
. 

§§981,982 （2012

）.
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（
１７９
）　U

nited State v. G
ardner, 65 F.3d 82, 85 （8th C

ir. 1995

）（﹁
処
罰
さ
れ
る
の
は
、
考
案
や
計
画
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
計
画
を
促
進
す
る
た
め
の
郵
便
の
個
人
的
使

用
で
あ
る
﹂
と
判
示
）.U.S. S

E
N

T
E

N
C

IN
G G

U
ID

E
L

IN
E

S M
A

N
U

A
L 

§§3D1.1, 3D1.2 （d

）, 3D1.3 （b

） ［hereinafter U
.S.S.G

. M
A

N
U

A
L

］.
（
１８０
）　S

ee U
nited States v. M

ullens, 65 F.3d 1560, 1564 （11th C
ir. 1995

）（﹁
合
衆
国
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
�
Ｄ
一
・
�
条
の
主
た
る
目
的
は
、﹃
密
接
に
関
連
し
た
訴
因

の
犯
罪
を
併
合
す
る
こ
と
﹄
に
あ
る
﹂
と
判
示
）; see O

’S
U

L
L

IVA
N, su

p
ra

 note 2, at 384-399.

（
１８１
）　U

.S.S.G
. M

A
N

U
A

L 

§ 3D1.2 （a

） （2012

）.

（
１８２
）　Id

. 

§3D1.2, cm
t.4.

（
１８３
）　Id

. 

§3D1.2, cm
t.6.

（
１８４
）　U

nited States v. B
ooker, 543 U

.S. 220, 245 （2005

）.

（
１８５
）　O

rr, su
p

ra
 note 32, at 809. 

（
１８６
）　S

ee 18 U
.S.C

. 

§3553 （a

） （4
） （2006 &

 Supp. 2010

）.

（
１８７
）　B

ooker, 543 U
.S. at 245.

（
１８８
）　S

ee K
im

brough v. U
nited States, 552 U

.S. 85, 101 （2007

）; R
ita v. U

nited States, 551 U
.S. 338, 345-352 （2007

）. 

（
１８９
）　U

.S.S.G
. M

A
N

U
A

L  

§§ 2B1.1 （a

） （1

）.

（
１９０
）　Id

. 

§§ 2B1.1 （a

）, 2B1.1 （b

） （1

） （2012

）.

（
１９１
）　Id

. 

§2B1.1 （b

） （1

）; see a
lso U

nited States v. Sneed, 63 F.3d 381, 390 （5th C
ir. 1995

）.

（
１９２
）　Id

. 

§2B1.1 （b

） （2

）.

（
１９３
）　Id

. 

§2B1.1 （b

） （15

） （A

）.

（
１９４
）　Id

. 

§2B1.1 （b

） （15

） （B

）.

（
１９５
）　Id

. 

§3B1.2 （a

）.

（
１９６
）　Id

. 

§3B1.2 （b

）.

（
１９７
）　Id

. 

§3B1.2.

（
１９８
）　Id

. 

§3E1.1.

（
１９９
）　Id

. 

§2C1.1 （a

）.

六
五
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（
２００
）　Id

. 

§2C1.1 （b

） （3

）.
（
２０１
）　Id

. 

§§2C1.1 （c

） （1

）, （2

） and （3

）.
（
２０２
）　E

zersky, su
p

ra
 note 74, at 1441-42.

（
２０３
）　D

aniel J. H
urson, L

im
iting the F

ederal M
ail F

raud Statute
―

A
 L

egislative A
pproach, 20 A

M. C
R

IM. L
. R

E
V. 423, 433 （1983

）.

（
２０４
）　S

iegel, 717 F.2d at 25 （W
inter, J., dissenting

）.

（
２０５
）　U

nited States v. M
aze, 414 U

.S. at 405-06 （1974

） （B
urger, C

.J., dissenting

）.

（
２０６
）　R

obinson, su
p

ra
 note 4, at 479.

（
２０７
）　E

llen S. P
odgor, 100 Years of W

hite C
ollar C

rim
e in “Tw

itter”, 30 R
E

V L
IT

IG 535, 545 （2011

）.

六
六




